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デザイン・配線工法を一新、価格は据置き. グ

一一 一 ク マ リ フ ト な ら で は の 量 産 体 制 が そ れ を 可 能 に し ま した

. 三 方 枠 と 膳 板が 、優 美 で 錆 や 腐 蝕 の な い ア ル ミ

形 材製 品 に

ク マ リ フ ト ( 小 噌 昇 降 機 ) の 柏 下 ろ し 口 の 枠 及 び 膳

板 に ア ル ミ 成 形 材 ( 枠 見 込100mm : 膳 板 IIJ 160 ・180 ・

210mmの 3 唖 ) を 規 格 品 と し て 制 定 し 、 全 機 特 に 採

用 し ま し た。 月下はメラミン樹 JI 骨焼付仕上げ の ポ ン

テヨ同十反製です。

ご 希 望 に よ り 、 特 殊 寸 法 の 鋼 板 ・ス テ ン レ ス の も

の も 製 作 し ま す。

. 工場 生 産 さ れ る シ ン プ ル な 配 線 工事

工 場 生 経 に よ る 独 特 の 知H寺nnに巧1: 1 ¥のない時突な

配 線 了: ')' ¥. を符られるプラグイン配線方式を採用し

まし fこ。

・イ也に別価格 で カ ゴ 到着 と 同 時 に 扉 が 聞 く自動 戸

聞 き 装 置 も用 意

カゴの安1) 才iー が ひ と 目 で わ か り 、 手 数 が 省 け る の で

き わ め て 能 不(I(J で す。 ( 用済み後は手で 閉 め て く

だ さ い。 実用新案ー出願 中 )

句マ・E守ト織式含槌

・本 ヰ 土 大 阪 市 東 淀 川 l 区 東 淡 路 町 2 丁 目 4 3番 地

T E L  06 ( 322)  51 25 代 表

・ 東 京 事 務 所 東 京 都 台 東 区 東 上 野6 - 1 イ ワ ツ キ ピ ル

T  E  L  06  ( 84 4 )  3030  

札 幌 ・仙 台 ・新 潟 ・長 野 ・横 浜 ・静 岡 ・名古屋

京 都 ・大 阪 ・ 堺 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・高 松

出 雲 ・縄 問 長 崎 ・鹿児島 ・那 覇

. 用 途 に応 じ た 豊 富 な機 種を用 意 し ま し た

件費真小 物 用 、 料 理 用 、 小 荷 物用 、 船 舶 用 そ の 他 防

水・| 坊 爆 型 な ど 特 殊 工 場 用 な ど。

. L - 5. ・・... 10kg積

・J  - 30・・・・・・ 30kg積

. M - 50・・・・・・ 50 kg積

. M - I OO・・ ・・・・ 100 kg積

• M - 200 ・ ・・ 200kg積

. M - 300・・・' 300kg積

・M - 500 ・・ 500kg積

・S ー 150 ・ーー ー 150kg積

・S - 300・・・・・・ 300kg積

• M - H  .. . ... 80 kg積

( 高速型)

そ の 他 人 荷 用 エ レ ベ ー タ 一 、 荷 物用 エ レ ベ ー タ ー

病 院 用 エ レ ベ ー タ 一 、 自 動 車 用 エ レ ベ ー タ ー も ご

注 文 に 応 じ て 製 造 い た し ま す。

*  

.，マ・，-，ト

. カ タログご希望の 方は ハ ガキで大阪本社宛ご請求下 さい
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不銀ビル

設計・監理三菱地所株式会社

施 工 鹿島建設株式会社

所 在 地 大 阪 市 南 区鰻谷西之町 6 番地

工 期 昭 和47年 3 月 8 日~昭和49年 1 月31 日

規 模 階 数 地 下 3 階 地 上 16陪 塔 屋 2 階

駐車施設: 75台 内機械駐車30台

面 積 敷地面積 2，293.867 m'  

建築面積 2，080.930 m'  

延床面積 26，145. 440m'  

駐車場面積 3，236. 000m'  

容積率 998 .73% 

構 造 S R C造、 地下 3 階一地上 2 階

設計メモ

銀行建築の歴史は、銀行と社会とのかかわ り合の深ま り| ルを 設定し、スパンも極力おおきくとることによって、

の歴史であり、そのスピード は加速度的である。
この問題および 1 、 2 階営業室のひろがりの問題を同時

本設計はこの認識を根底において、銀行建築の延長線を| 処理した。同様な思想から、断面的にも銀行およびテナ

見定め、設計上の価値判断の基準とした。

・平面計画

ン トの面積変化に応じられるよう、エレベーター ・シャ

フトを計画した。

地域社会との融合を基本とし、建物を御堂筋より若干後| ・表現その他

退させ御堂筋と営業室吹抜とを巨大なガラス・スクリー| 表現もまた、地域とのとけ込みを主軸として、明るく静

ンおよび緑化に よって連結し、歩道との連続性を{ 果たせ 1 : かで分りやすい建物を目標とした。各階のバルコニーは、

ると同時に、このガラス ・スクリーンの大き なディスプ | 窓ふき、不安感の除去、避難等の機能をもつが、主目的

レイスペースとして取扱う設備をほどこした。
はそのはりの深さによって単調さをさけ、ヒュー? ンな

社会の加速度的進化にともなう機椛の変化に応ずべ〈建| 味いを出したいことにあった。このことは、屋上庭園、

物の 7 レキンビリティはますます重要となっている。設 | 噴水、時計、材料の選択等に共通した人間的なゆとり図

S 造、地上 3 階 - 16階 塔 屋 2 階 |計ーでは コアを 2 分して大きな空間をはさみ、モデュー |復の思想である。 〈三菱地所〉

高 さ 軒高 さ G し+ 65. 166

最高高さ G し+ 71. 770 

基準階階高さ 3，865 

基礎下端迄 G  L  - 17 .300 

大阪市のメ ー ンストリートである御堂筋に蘭し、この度 ｼ の方々による、非Ｇ ，Ｚ Ｍ ｩ ｾＧ な理解と熱意のたまものといえます 。

めでたくオープンしたこの不銀ヒ・J レはI昭和47年 3 月に売す| この機に誌上をかりてご関係のむきに深〈感謝致したい

工し、 1 ヶ年と 11ヶ月を費やし 1 月31 日に無事竣工を得! と存じます。

このピ J レの外観特徴は、最近にないバルコニー形式にて

その間ふりかえってみますと 、建ぺい率91% という敷地 1 その古風さと近代化をうまくミ y クスさせ、銀杏並木の

条件の上、交通量の膨大また大型車の進入規制等の悪条| 優雅さにその落ち着きを 一層増しているものと思います。

件下で、第三者障害防止の細かい配慮、資材の綴入搬出 | ディテールはそ の外観でも判る通り、とくに銀行階( 1  

の計画と完全実施、活動有効範囲内の資材のスト y ク場 I F - 5 F及び16F) においては設計者の意図が随所に表

所の確保により、工事の推進を計りまた当ビルはパルコ| わされており、それに報いるべく我々施工者は施工技術

ニー形式プラス中高層建築上、とくに安全面に細心の注 | を生かし万全を尽した結果お施主織に喜ばれたものと存

意をはらい 、そ の結果重大災害が無かったということ、 | じます。

我々施工者にとり大いに意義あるものと思っております， 1 また最近超高層ビルにおける建物の防災管理面がとくに

工事期間中の難点は、やはり何といっても仕上期に入り |重要視されてきましたが、今回はとくに中央防災管理セ

全〈予期せぬ波乱で日本はもちろんのこと、 世界危機に| ンターにより、 一括した管理ンステムをとり全て自動述

落し入れた「石油不足」であり、その影響は施工促進に | 動および遠方操作にて対処できる よう 、管理合理化面を

際し品不足から始まり運送関係の激減、節電節油による l も追求しました。

工場製作の削減、工場製作品の遅延、強いては異常物価! ともあれ経済情勢悪化のなかで、契約工期の完遂と重大

高騰まで発展し、非常な痛手となりました。契約工期の | 災害の絶無を達成できたことは、施工に従事したものに

厳守使命である我々はこれらの危機に対処すべ〈一丸と | とってこれ程喜ばしいことはないと思っております。

なり遂行し終えたこと、ひとえに、お施主、および設計 <水原研三/ 鹿島建設大阪支底〉

者の l暖かい御支援を受けたまわり、そして関連協力業者

A  

4  

4  



b駐最長 束Hl1l'i彦



1階 平 面 図 1 :  400 

令

4  

6  - 15階 平面図 1 :  400 東西 断面図 1 :  800 





仁三塑反会官坂 l  

堀口捨己作品

家と庭の空間構成

新刊一一発売中

84半IJ 変 形 ・ 総 頁270頁 / 写 真 ・ 図 版276葉 ・ う ち カ ラ ー 23葉 限定千部番号入 定価25，000円

集住体のシステム

モシエ・サフディ著/ 早川邦彦訳

L - . . - r軍 司 剤 師 ー 』 フ ， ン ラ ン ド の

タ ビ オ ラ 田 園 都 市 一 ニ ; - J ゥ ン 建 設

都市選書 ヘルツェン、スプライレゲン共著

波多江健郎 ・武藤 章共訳 A 5 半IJ ￥2，400

文字通り「森の王国」を意味するタビオラは、回国コミュニティ

に建設された近代都市である。本警は、当事業の発起人ヘルツエ

ンが全事業の過程を 明 らかにし、この大胆な実験が世界のすべて

の新都市計画との関連において詳しく記 されて いる待 望の書。

A 5半IJ ￥2，000

モントリオールのテーマ・ パビ リオ ン、 アビタの設計で者として知

られる著者は、設計テー? を集住体システムーすじにしぼって独

特の作風を つく りつ 、あ令 。 本書はアピタ以後、着実に完成に向

う集{主体システムを通して 、自身 と世の 中 との闘争を描いたもの。

- 主要在庫目録

機能主義理論の系譜
プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 仕 上 げ

J. G ウィルソン著/ 永井久雄沢 一一一 A 5 判 ￥1，5∞

so選書〈各四六判・既刊87点〉

87 日本の公園諦 2大著 γ 捌

日本に公闘が開設されて百年、初めてつづる公闘史。

59 京 の 町 家 一生活 と空間 の 原 理 一山 村 州 刑 980

「建築と社会 J at: 連載で好評の労作.

80 都 市 の 開 発 と 保 存 上回揖 ・鳴海邦傾編ー￥7ω

世界12の都市町その対策と具体的計画案を紹介.

86 建 築2000 ジエンクス箸/工藤国雄訳 ー ￥蜘

20世紀最後円 25年!日1円建築的情況のシミュレーション

85 ア ー バ ン ・ ゲ ー ム ヶンツレン箸品開雄駅￥咽

システムズアプローチ的多〈的問題を痛快に指摘批判 .

84 海 上 都 市 菊竹滑訓著 ￥980 

ハワイ海上初市を中心に 、世界的海上都市の計画を紹介-

ii ア メ リ カ の 建 築 と ア ー パ ニ ズ ム (上・下)

スヵーリ一帯/ 香山寿夫訳 各干 980

81 爆 発 す る メ ト ロ ポ リ ス 一 一 一 一 ￥980

ホワイト者/ 小品将志訳

:;;見 S D海 外 建 築 情 報 I ，II ，III ，N

岡田新一編 各￥780

78 実 存 ・ 空 間 ・建 築

ノベルグ = y ュルツ者 11m) 泌)' f l邦訳一一一一一 ￥780 

77 住 ま い の 原 型 ( II )  

吉阪陀正 ・他者 ￥780 

76 キ モ ノ ・ マ イ ン ド

ルドフスキ - :tf / 新庄哲夫沢 ￥780 

75 部族社会の芸術家

M W スミス制/ 木村m臼.lfi ￥780 

骨 組 の 解 析 〈ZTE3へ> A5号明言Z

lttn: 機による械造解析法について、解法例を示し ながら解説.

新手法による構造力学 日ぷ主γ イぷ

デジ.?J vj計算機内構造力学の基艇から応用ま℃ ￥4，000 

中川淳符

A  5 'i'l J ￥2，300 

Hi の々椛巡手法的経済性に対する考え方.

ビ ル 解 体 工 法 制i崎 正 義 刷fSl l元112

現A主的解休工事を介析し、省力化を図る 1: .必要な全てを悦1見。

建 具一 窓 〈践 す みコ診 A3?gJ，ai
住宅ディテー ル的建具 窓のIt 僚を一覧表的形式 にす る

イ ン テ リ ア デ ザ イ ン 〈全 勝酬 ぷ;:atm

析しい要求に応えたイ ノテリ アデザイ ン肉 体系 .

建 築 構 造 計 画 技 法

E. Rデ・ザーコ著IUJ本学治
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建 築 計 画 の 研 究

吉武司車水警
B 5 相l ￥2，500

コ ン ク リ ー ト の 露 わ し 仕 上 げ

J .G ウィルソ ン著/ 永井久雄訳 一一一 A 5 判 干 1，5∞

建 築 の 積 算 マ ニ ュ ア ル 〈数量算出の実務〉

富谷重雄赤堀弘共著一一一一一一- A  5 判 ￥ 2，300

空 調 設 備 の 積 算

渡辺婆序/ 飯野香著 A  5 相l ￥1，5∞

事 務 所 建 築 の 空 調 設 備 計 画

橋口敏著 A 5 判 2，0∞ 

音 楽 と 音 響 と 建 築

レオ L ベラヰク者/長友宗m. 寺崎恒正共沢 B 5 相l ￥7，900

リ ゾ ー 卜 ホ テ ル領計と経営〉

E. 7 7 ' ラベン箸/ 足羽洋保訳 一一一一 A 4 事l ￥7，300

デ ィ テ ー ル @築の仕上> <事務所建築> <出入口・窓〉

鹿島建設設計部編 A 4 各￥ 2，300

住 宅 デ ィ テ ー ル 集 (1) (II )  

杉山森一編 一一一一一 A4判( 1 ) ￥2，5∞ . ( ll ) 判， 000

建 築 標 準 設 計 の シ ス テ ム

向井A 党者 A  5 'i'l J  ￥980 

建 築 鋼 構 造 図 集 備はりの接合部〉

立花盛吉編 A 4 申l ￥3，200

住 宅 生 産 の 工 業 化

C ポノム、 L レオナール共著1; 水回菩一郎他. ¥R ￥1，800 

大型. 1 ' ¥ネル住宅

セベスチエ〆符If何回祥哉・大野勝彦監訳 A 5 判 ￥ 2，5∞

都 市 の 低 層 集 合 住 宅

7 ーパー ト・ホ7 7ン著/ 北町、理雌沢 一一 A 4  t.J 干3，9∞

人 間 の た め の 街 路

B. ルドフスキー者/ 平良敬一・岡野一字訳 A 5 判 干 2，6∞

都 市 計 画 か ら み た 住 宅 問 題

大河原義A 1t者 B 6 判l 平680

都 市 の 設 備 計 画〈環境デザイ ンへの指針〉

尾山俊雄編者 B 5 判l 4，3∞ 

新規準によ る 鋼 構 造 の 設 計

佐藤邦D，j著 A  5  f.J ￥ 1，800 

建 築 関 係 法 規 の 解 説

大河原容雄若 B 6 判 ￥960 

建 築 の 構 造

サルパド リ一、へラー共著/望月 ill 沢 一一 A 5 判 ￥ 1，3∞

建 築 の 構 造 設 計

サルパド リ一、レヴィ共著/望月 ill .¥R 一一 A 5 判l ￥4，400

建 築 の 構 造 力 学

サルパ ド') ー著/ 望月重訳 一一一一一一 A 5 判l ￥2，3∞

建 築 構 造 学〈全 11巻〉既刊 9 点

内藤多 f'I' ¥f . ，修一一ー一一一一一一- A  5 判 ￥ 1，1∞一1，500

建 築 施 工 講 座〈全11 巻〉

永井久雄他者一一一一ー一一- A  5  t.J 全巻定価' " 15，440 

建築設計者のための 設 備 計 画 講 座〈全 4巻〉

渡辺製監修/飯野香編集 A  5 'i'l J 全巻定価￥ 9，600

超 高 層 建 築〈全 4 巻〉

武藤 ｨ Ｇ ｬｬｩ￭ｩｾＩ｜＠ - 一一ー一一一 B 5 相l 全巻定価￥ 17 ，6∞

鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 構 造 学

G. フラ ンツ箸/ 立花最古訳 一一一一一一 A 5 割l ￥2，800

ス ペ ー ス ・ ス ト ラ ク チ ュ ア の 解 析

日本鋼構造協会綱 B 5 判 ￥ 2，800

スA ー ス ・ ス ト ラ ク チ ュ ア の 設 計 と 実 例

日本鋼構造協会編 B  5  'i'l J ￥4，900 

建 築 の 施 工 図

鹿島建設建築部編 A  4  'i'l J ￥2.200 

建築用シーリング材の選ひ芳と使い方

誼ｊＮｦ ￭ 一 郎仁平久 ｦ ｾ ・加雌正守・大 浜 嘉彦共著 一 一一 ａＵ 申 ｬ ￥1，200 

構 造 物 基 礎 の 設 計 と 施 工

科学技術センター編/ 吉見吉日目他著 一一A 5  f.J ￥1，600 

無 音 無 振 動 基 礎 工 法

無TT無娠動基礎工法研究会編一一一一一 B 5 'i'l J ￥2，200 

軟弱地盤における建築の地下掘削工法

甲聖子繁夫著 A 5 刷l ￥590



4 中華人民共和国展覧会場施設工事、その

他の見学会

II!{ 和47年 9 }J， JJ 中国交正 Ｇｪｩｾ 化が災現し ， ー衣骨子 ｊ Ｎｬ＼ の隣国としての

2， ( 間余年にわたる長い交流の歴火を再び歩み始めましたが， ζ れを機

会 ｬζ 革命以後の新しい中国を，物 ｾｭ ・ 芸術 ・ 出土文物などを通じて広く

E : I ; j ¥: 1 C 紹介し，両国間の交流と友好規善の増進を一層深める目的をもっ

て11
1
尉主催の中華人民共布国展覧会が開催される乙とになりました。

乙の会場ーには，万国博覧会場跡、の角 ，お祭り広場を含む約20万平} j

mの敷地が用意され ，本年 7月 131:1 から 8月 11 日までの30日閣の開催カP

決定していますが，中 国側が持参する展示品のための展示館の他殺がお

祭り広湯の大屋根の下で，双星社竹腰建築事務所の設計監理，大林組の

胞工により現在進められており，また，展示館以外には，会期 1-11予測さ

れる数 100 万人の観客のためのサービス施設として食堂 ・売庖 ・野外劇

湯 ・関] 充所 ・休懇所などが| 尚もなく着工されようとしております。

今凶は大阪中国展覧会協会殿のどj単怠とと協力により，万国博覧会と

はまた異なった意味をもっ中華人民共有1凶展覧会以ーの建設工事その他に

ついて見学会を催します。 l瓜さわやかは 5 } J の日本庭園の散策などを派

ねて是非ど参加をお待ちします。

日 時 5月18日( 土) 集合14.00→解散16.∞

集合場所 日本万国博覧会記念公園内，太陽の絡の正面広場前付近 ・目

ｾ会旗印だし「エキスポランド」パス停発置所より股初の段樋をお祭り広

墳の万へ渡った所)

〔参考〕

耳、合 lli まで の交通は阪急泡. ! I i - ボ邸線「抜本 rl i" U ・下型線「山凶駅J ，国鉄 「訳本

II U .  Jt 大阪急行「千. ! l ! 中央駅」から 10分 - 15分 iJj lc . I、ス先. ! Ii rエキス ポランド J パ

スド正 FJli 。

定 員 40名

申 込 往復はがきに限ります。はがき l 枚に 1名限りとし， i 中国

展覧会建設会初見学会」と明記し，氏名 ・勤務先名および所

在地 ・ ￬ＡｬＡＪ省官話醤号 ・ 返信 ｊｈｾ 名 ・ 郵便￬ｩￍＧ号を記入の上 Ｕ )J 

11 日( 上) までに. i s 策協会事業記長へ。

ただし定員を飽過したときは仙せんにて決定し，参加 JiEi:

ｾｾ送りいたします 。

工事概要

19i .(E }也 吹凶市= r 里丘山 UJ 小川( 万国博記念公園内)

. i l l 築主大阪中国展覧会協会

〔展 示 館〕

設計監理( 附双星社竹腰悠築r_!J :務所

施 工 岡 大 林 組

冷 房 空 調 大 阪 瓦wr 株式会社

構 造 メ ロ シ ス テ ム 平 家，朕屋根( テント)

床 面 積 7，220nf

l以 面 総 8，8∞d

lお. さ 6.5111 ( 壁) → 16111 ( 屋線中心部)

壁 仕 上 サ ン ド イ ツ チ パ ネ J レ( イソバンド) I  

〔その他の級位〕

設 計( 附郡市科学研究所

食堂 ・売庖 ・野外劇場右 ・即売j沢 ・案内所 ・管理施設 ・ゲー ト

サイトファンチャーなど

構造はメロまたはテン卜その他

工 期 昭 和49年 2 月17日→ 7月101:1

日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一 一 一

(中国展覧会会場予定地)

. 会場施設の特質について

展覧会の開催期間が 1 カ刈の短期間であるため，その経済性からほと

んとすべての施設はプレハブ化された建築資材によるリ ース( 借用) 型式

をとっています。したがって，テントは勿論の乙とメロシステムのような

組立て解体が極めて簡単な構造を選んだ訳でありますが，あくまでも展

覧会としての仮設のプレハブ建築であって ，メロあるいはテントの構造

がそのまま意匠となっています。また個々の施設以外に既設の万国博覧

会跡地の特質をそのまま利用し ，しか も中国側の希望する「実用的で ，経

済的でかつ美観を担わない」中華人民共和国展覧会としての基本計画 ，予

測される大旦の入局者を処理する動線計画と観客輸送計画などについて

も見学の上ど意見をいただければ幸いです。( 大阪中国康協会長設課長より〕

4 復原工事中の薬師寺金堂見学会 (第1 回〉

奈良凶の京， i i取れる音楽」と孟われる三重搭が優雅にそびえる薬師

寺に金堂の復l原工事が進められています。昨年11 } J に上棟，現在主要な

木組を終わったと乙ろでl I el 拘l5) 1f 3 月落践を目指して白! ほの面影を再現

しつつあります。とのたび.薬師寺と金: 堂復興工事監理技師吉岡勇l銭氏の

どj手怠により見学する乙とになりました。吉岡氏は文化財保存事務所に

あってとの道五卜i J : : ，今は返かれてその議蓄を傾けて復! 刷E 専念してお

られますので， j，' Bi なお話を向う乙とができるものと思います。新緑の

火花I路を訪れ， 薬師自日米， 仁1) ¥> } J 光菩l鑑の温顔を拝して ， 俗監を洗

い，白胤の普を似ぶのも ，また良きものと存じます。

会員諸氏の多数のと参加をお待ちいたします。

日 時 5月22 日( 水) ｾ合 Ｑ ＳＮＴＰ →解散 Ｑ Ｖ ｟ ＰＰ

集合場所 近鉄奈良線「西ノ京」釈改札口付近 ・目標会旗

〔参考〕交通貨は各自負担のとと。

近鉄，難波駅発 ・奈良行快速屯車 (10分間隔で巡行〉→西大寺 lζ

て庖原行または天理行普通に乗り替えて 2 ツ目 「西ノ京」駅下車

所要時間約40分 ・片道運賃 180門

定 員 40名

会 費 7∞円( j t 観料 その 他，当日 受付でい たた きます。〉

申 込 往復はがきに| 浪ります。はがきは l 枚 IC 1名限りとし， i 薬

( 付記)

師寺金堂見学会」と明記の上，氏名 ・勤務先名 ・所在地 ・役

職 ・iili 絡屯話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入の上 5 月 11

1:1 ( 土) までに他築協会事業課へ。

見学先の関係上定員は増加 でき ませんので. l J l 過した1島合は抽せん ICて姦加者を決定の上

お知 らせ致します。なお， 釘s扶の ζ るIc !II 2 凶の見学をお願いする予定にしております。

法築と社会/ 1974年 4 月日 9  



本 建 築 協 会 会 告

4 通常総会議決報告

1111和49年 2 T.l17日開催の通; 市総会におきまして下記のとおり議決され

ま したので ，ど報告申し上げます。

d  L: 

1. 名谷正会員の推挙

下記 9 名の方々を定説: 第11 条による名谷正会員 iζ 推挙申し上げる

乙とに決定いた しまし た。

井 手 正 雄 氏 自 鹿 正 徳 氏 出 村 治 作 氏

中野順次郎氏 !Il r出 清 三 氏 浜口幹三郎氏

道田泰治郎氏 必 井 宗一氏 森定必之佑氏

2. 監- $ 1名 本 部 所 属 評 議 員28名の選任

選挙の結果，下記の方々が当選せられました。

@ 監事 彦 谷 邦 一 氏

@ ;本郎所属評議員 28名

相 川 三 郎 氏 山 本 茂氏 I J鍾井 敬氏| 今村 騰氏 |

井 上 久 雄 氏 青 木 茂一氏 I l uu 道博氏| 大 内 清 三 氏 '

岡 村 雅 央 氏 井川忠三郎氏 川 崎 敬 三 氏| 斎 藤 久 範 氏

l-JIl l  
中鳥 啓 吾 氏 片 岡 敏 夫 氏 西 国 太郎氏- / *T ｊｴｾｮ［＠
平 岡 寿 人 氏 高 橋 保 夫 氏 | 浅 海 正 雄 氏 1;谷 幸ー氏

星 野 二郎氏 | 浜口幹三郎氏 |姉)11 正男氏 |平間作太郎氏

第 2 回若い会員の集い

ｾ＠ I工業化工法による建築部材生産工場を

見る会J ( 第 2 回)

前回の住宅生産工島をみる会 lζ 引続き，今回はコンクリート系住宅の

P C版を製作する& 新の設備を設けた工湯と. I包3草.機を駆使して鉄骨部

材を一貫生産する工4誌を併せてみる企画としました。日頃建築の各止j 出j

でご活躍の会員諸氏にとっても ，工湯での製作工程を見るには得難い機

会かと恩われます。ふるってと参加ください。

なお ， 今回はスミ 卜ー・ ハウジングＨ附，川崎丞」二業Ｈ附の Ｒ 社のと ｴ Ａｊｬｾぷ

とと協力により開催いたします。

日 時 5月14日( 火) 8. 50 ( 集会) →18. 30 ( 解散)

集合場所 大阪市北区中之島 ・中央公会堂西哀

定

A  

"" 

大阪観光パス 1台 ・目標会旗

員 50名

費 7∞円 ( パス代および昼食代の一郎 ・別に補助あり)

- 当日受付でいただきます。

見学場所 Ｈ Ｑ Ｉ スミ トー ・ ハウジング小野工 ｊ Ｚｊ［ｾ ( 兵庫県小野市)

(2)) 11 崎重工業( 附加古 川 工 場 ( 11 加占川 rlJ)

行 程 9 ∞中之島出発→名神. 1奴神品述道路を経て

11. ∞ スミ 卜ー・ ハウジング必

11. ∞→12. 30 1司 上 工 場 見 学

13. ∞ 川崎重工業加古川工湯治ユ ・昼食，休態

14.∞→ 16. ∞ 向 上 工湯見学

16. ∞ 工場出発→ 18. 30 大阪駅北 u B ・解散

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1枚に 1 :名 |妓りとし . r第

10 

2 回若い会員の集い ，建築部材生産工脇見学会」と明記し，

氏名 ・ 勤務先名 ・ ｊＹｲ ＮｦｲＮ地 ・ 役職 ・ ｾ主絡屯話番弓 ・ 返信用宛名

郵使醤号を記入の上 5 月 4 日( 土) までに建築協会事業課へ。

ただ し定員を超過し たときは紺lせんにて決定し ，参加託を

お送りいたします。

第 3 回若い会員の集い

4 建築家のための「みどり」学習会 (第1 回〉

一一講義と実習による樹木の学習一一

住環境，都市環境において Ameni t y を創造する乙とは，建築家の重

要な使命であります。また政近は都市緑地保全法が制定され，乙の中で

緑化協定が明文化 されており ，さらに工場立地法も改定されて緑地，環

境施設の設置義務が強化されております。

今や悠築家にとって ，環境づくり. Ameni t y づ くりの主斐なぷ材で

ある組物( 樹木，草花) … … 「みどり」についての知識を身につける乙

とは必須のものとなってきております。

そ乙で ，乙のたび「みどり」の学習会シリ ーズを企画し，まず第 1固

として講義と演習( 樹木の標本採集) による樹木についての学習会を催

すことにしました。多数ど参加をお待ちいたします。

月 日 6月 1 日( 土) ・2 日( 日) .  2 日間

講 師 伊 佐 義 朗 氏

( 元京都大学j出学郎講師 ，現在京都市嘱託)

定 員 50名

会 費 1 . 5∞円 ( 2 凶出)

' !l H  81Cいただきま，r .

・都合で I 日だけの出席で も全額いただきます。

〔第 1 日・講義〕

• LI 1時 6 月 1 LI ( 上) 14.∞→ 16. 30 

・会 場大| 坂科学技術センター ・4 階 ・450号室

( 大阪巾白区制 l ー 1J 8 ・うつは公園東端北側 ・電. . 606・443-5321)

- テ ー マ 「造園樹木と自j I / . ¥界」 ・スライド併川

〔第 2 日・演習〕

• LI 11寺 6 }:l 2 1: 1( Li ) 集合 13. ∞→解散 16. 30

小雨決行 (似し，雨天の時は! 順延= 6 }:l 9 U ( U)  = に

します。)

・4長 合 湯 所 京 都 ・箔i?k寺山門( 仁王門) 前付近，目棋会旗

( 但し ，京1 : 1 1 駅から市電で 15分「清水道」下車 ・清水坂を畳ったと E ろ，

徒歩10分 ・交通費は各自負担の ζ と。)

・演 習 地 京 都 市 ・東山一帯

・行 程 清水寺→東山→円山公園( 約 3 km)  

・持 参 品 サインペ ン，紙テ ープ，ビニー ル袋( やや大きいもの)

ハサミ( がj 定パサミがあれば段良)

・服 装山歩きのできる軽装

申 込 往復はがき κ |岐ります。今回の催しは 2 1 : 1 つづけてど出席願

います。

はがきは 1枚に 1名| 絞りとし， rみどりの学醤会J と明記

の上，氏名 ・勤務先名および所在地 ・述絡屯話番号 ・返信用

宛名 ・郵便番号を記入し ，5 月25 日( 土) ま でに建築協会事

業課へ。ただし定員を超過したときは:hl lせんにて決定 し，ど

通知いたします。



日本建築協会法規委員会

あれば建築完成 l時に保証されていた建築物の適

法主状態の維持は期待できず、ひいては法の目

的を達することができないことになります。

ーナ

質疑などの投稿をお待ちしております。

そこで建築基準法では建築物の所有者、管理者

または占有者に対してその建築物の敷地、椛造

及び建築設備を 1Ps'U寺適法な状態に維持するよう

努めるべきを義務づけております( 法第 8 条)。

更にこれに加えて、特定あるいは、不特定多数

の人々を収容する特例、建築物、学校、病院、診

療所、劇場、映函館、演芸場、観覧場、公会堂、

集会場、百貨庖、マーケット、公衆浴場、ホテ

79 

大阪建築防災センターについて

大阪府下において、財団法人大阪建築防災センターがこのたび設立されました。以下その概要をお知

らせします。なお、役貝名簿については省略します。( 大阪市佐築局建築指草宇都指導第 l 謀 平 林 孝 )
l レ、旅館、下宿、共同住宅、寄宿舎又は自動車

車庫及びそれに設ける建築設備、全ての建築物

に設けられている昇降機、指定した工作物はそ

の所有者( 所有者と管理者が異なるときは管理

者) が、建築士または建設大臣の定める資格者

に定期的にその状況を調( 検) 査させ、特定行政

庁に報告することとしております。( 法第12条

1 ・2 項) ( なお定期調査、検査報告義務者は、

報告を怠り、または虚偽の報告をした場合、罰

則が謀せられます )

財団法人大阪建築防災センター出揖団体名

・特定行政庁

大 阪 府 大 阪 市 豊 中 市 堺 市 東 大 阪 市

吹 田 市 高 槻 市 守 口 市 枚 方 市 八 尾 市

・民間団体

( 社 ) 大 阪 府 建 築 士 玄

( 社) 日本建築家協会関西支部

( 社 ) 日 本 建 築 協 会

( 社 ) 日 本 建 築 材 料 協 会

( 社) 空気調和衛生工学会近畿支部

大 阪 府 管 工 卒 業 協 同 組 合

大阪市上下水道工事業協同組合

(社) 日本電設工業協会関西支部

大 阪 府 電 気 工 事 工 業 組 合

大 和 銀 行

大 阪 建 設 業 協 会

( 社 ) 大 阪 建 築 設 計 協 会

( 社) 日 本 建 築 学 会 近 畿 支 部

( 社) 日 本 建 設 受 託 協 会

(社) 日 本 設 備 設 計 家 協 会

大 阪 府 管 工 事 業 組 合 連 合 会

日 本 建 築 設 備 士 協 会 近 畿 支 部

(社) 大 阪 電 業 協 会

近畿プロ ック昇降機等検査協議会

設立趣意書

近年著しい都市化現象によって市街地の高密度

化が進行するとともに、建築物は高層化かつ用

途的にも複合多様化する傾向にあり、同時に又

建築物の各種設備機構も高度綾雑化の一途をた

どっている 。

このような趨勢は、反面今日の都市、建築物が

一旦災害の発生した場合に多数人命の犠牲を呼

ぶ危険な緊張を抱えこんでいることに他ならず、

固においても先年建築基準法が改正され、防火 ・

避難に関する基準の強化 が図られる 一方 、特株

建築物、建築設備及ぴ昇降機等の定期調査、検

査報告1111J 度が強化された所因である 。

このような事態に対処して 、大阪府において府

をはじめ府下の特定行政庁ならびに建築関係の

各種団体が一体となり、府下における建築災害

を未然に防止するため、ここに財団法人大阪建

築防災 センターを設立し、市街地および建築物

等の防災対策に関する指導啓発、調査研究なら

びに建築防災に関する専門技術者の指導 ・育成 ・

定期調( 検) 査業務等を積極的に推進して、建築

物等の安全性の確保を期し、もって国民生活の

安全保持に寄与せんとするものである。

事業概要

1建築防災の指導啓発に |期する卒業

(1潟i築防災に関する P R 及び講演会の開催

(2腿築防災に| 刻する資料の収集及び提供

2 建築防災の組織強化に| 謝する事業

(1)建築防災に関する専門技術者の育成

(2)建築防災に関する技術指導

3 建築防災の調査研究に関する事業

(1)建築物、建築設係l 等の防火 ・避難に関する調

査研究

Ｈ Ｒ ｾ 建築工事に伴なうｼ坊災に関する調査研究

4 市街地の防災対策に関する卒業

(1)市街地の防災計画の策定及び防災対策事業に

関する調査研究 ・業務受託

(2)市街地の防災対策卒業の推進

5特殊建築物、建築設備、昇降機及び遊戯施設

の定期調( 検) 査等に関する卒業

(1片寺殊建築物、建築設備、昇降機及び遊戯施設

の定期調 (検) 査対象物の把握、調( 検) 査の定

期報告の代行業務及ひ割 ( 検) 査の指導徹底

(2)関係行政庁及び関係団体の連絡調整

特殊建築物の定期調査、建築設備、昇降機、遊

戯施設の定期検査報告制度とは

建築基準法( 昭和25年 5 月24 目、法律第201号)

では建築物を建築するには工事に着手する前に

建築主はその計画が敷地、椛造及び建築設備に

関する法律等に迎合するものであることについ

て、建築主事の確認を受けることとし、更にそ

の建築工事が完了した場合には 、完了検査、 使

用承認を受けなければならないと定め、適法な

建築物の建築のために二重のチェ y ク制度を設

けておりますが、その後の維持保全が不十分で

この財団は、定期調 (検) 査対象物を把握し、調

( 検) 査報告の代行業務を行うものでその業務の .

しくみは下図に示す通りであります。

特殊建築物調査資格者、建築設備検査資格者、

昇降機検査資格者とは

1. 建築士の資格を有する者

2 建築主事の資格を有する者

3. 一定の 資格を有する者で、特殊建築物、建築

設備 、昇降機等の調( 検) 査資格者となるのに

必要な知識及び技能を修得させるため建設大

臣が指定した講習の謀筏を修了した者

をいい、大阪府下では現在

建築士 26，092 

建築主事資格者 450 ( 民間人 )

特殊建築物調査資格者 412 

建築設備検査資給者 2，350 

昇降機検査資絡者 500 

合計 29，804名の資格者がいますが、調( 検) 査

業務の実施にあたってはこのうち当財団に業務

登録した者を対象に適任の者を選ぴ調( 検) 査業

務に派遣することとなります。

定期報告代行業務の しく み

地 域 法 人

a 指定対皐古帳の聾歯

b 定期報告軍内

(l W 関係行政斤に代って指示)

e 菅内世格者町掌握 ・指導

d 定期報告代行車務

e その他

，主) ゅ は. 一般的な業務関係を ー・1; 定期報告義務の流れを示す .

定期報告

②案内( 通知)

挫築と社会/ 1974年 4 月号 11 



Nat i onal  

スペースを有効に生かせる天井吊りが、

率 社会と共に歩む技術の#=. IIII#/6，

12 

の
新登場/

【工事しやすく一一一16kgも 減 量 (当社比) 】

天井吊りエアコンの難問題が解決。工事がグン とラ

クになりました。 プラスチック ・ボディのf采用で、

重量が従来の55kgから、わすーか39kgに… 驚くほどの

軽さを実現しました。( 当社比) しかも、吊り下げをこ

れまでのボルト方式でなく、新方式の吊り金具を採

用。天井取りつけが簡単になりました。軽~いおし

ゃれな天井吊り、エアコン技術の成果です。

図の吊 り金 具A にB を

ひっかけるだげで、本

体が取りつりられます 。

高さは 4 段階に調節可

能。あとはポルトでし

めつげ完了です 。

‘  



【スマート操作二 二読しスイッチ 】l

"  

ナショナノレ独自の機構、プJ レ

黄 スイッチ。通 電 ・送 風 ・弱 冷

強冷を赤・黄・緑 ・緑のラン

緑 フ。で表示。便 利 な 設 計です。

: ボディをブルーに、お化粧なおし E  

サイドカバーは、明るいフワレー。おしゃれでカラフ

ルです。吹き出しグリルもスマートに、上下に風向

調 節 が… 吸 込口は後部へ、コ ンパクトにな りました。

空 冷 式 : c  S  - 3  7  T  ｾＲｾｺ ……………ＮＮ＠ 6 ，500kcal /h  

60Hz .. .. .一 . .. . ..・ 7，100kca l/h

( セパレート型)

冷房のめやす・・・・・・・・・ ーヨ0- 65m' 外型寸法ー高さ 230X幅 1. 260X奥 行55200

空; 令周室外ユニットー CU- 3 6 D2  
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量宮ョ昔l且

王子で日，" 壬てi : VA

床置き型にも工事のラクな

おしゃれエアコンが・. .

小さ く、そして驚くほど軽い (当社比)

高さ 169XI 幅78X 奥行35cmとグッと コンパクト。 しかも 重量が

従来の3 トン にくらぺ、なんと 10. 5kg も軽くなりました。

3色そろったおしゃれな前面パネル

バヰ、ノレの色はイ エロ一、ア イボリ 一、ブラ ックの 3種類。運転表

示は、ブルーのオ、オンが輝〈設計。2・・・. . ・・・・ 1

. . - 11I I i 画面孟=- ーー ・

: 璽 憧 謹翼 民 副 :

配管接続口を高〈 、上部ドレン

配管工事が簡単に

下部ドレン接続口を一体にする

など、 工事がしやすくなりました。

冬は暖房機としても

使えます

別j仮の電気 ヒー夕、または自 動 :

で
こ

O

F

す

コ

ゆ

ま

の

き

夕

、

司

一

同

レ
」

再

ザ

水

暖

温

風

L
」

目

皿

機

出

湯

適

人

石

半

人

ー

ー

@ 雌 省 選 定 グ 7げザイン商品:題拶〆 :  
水冷式 : CPー 38 Ｚ韻ｾ :  

. 、必....... 盟_.... .  

- 一 -

・ほかに、水冷式C P- 58もあります。 ! 、P " ' " " " . • . .  .  .  .  .  ... .  .  .  .  .  .  .  .  .. .  .  
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形影相同

影の曲直は、形の曲直によってきまるが如く、

住む人の心根をそのまま映し出すインテリア、

そこに、卜ータルインテリアく松山 〉の創造

のしがいが・ ・・・ ・
‘  

大阪堀江/ 心斎橋/ 東京

-

関

西

側

相

.

近

鉄

線

園

南

海

線

・

治

下

鉄

御

堂

陥

他

嶋

田

ツ

偽

線

千

B

前

嶋

- 本l吉/ 大 阪 四 ッ 橋 筋 立 花 通 り 角

宮 大 阪 ( 06 ) 53 1- 6451 (代 表 )
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ビル火災と避難施設

こ こ 数 年 間 に 固 め 内 外 の 各 地 で 発 生 し た 行 貸

席、ホテルその他のピノレ火災は消防関係者 の

決死の努力にも関わらず多数の死似す? を出す

結果となりました。

私 の 休 む 街 は 小 さ な 都 市 な の で 育 貨 府 と い っ

ても大きなものではなく、いざという場令でも 、

す ぐ 脱 出 で き る よ う に 思 う の で す が 、 家 内 な

ど は 百 貨 府 火 災 の 新 聞 記 事 を 見 て か ら は 育 貨

l汚の3階 以 上 に あがるのは恐いといっています。

も ち ろ ん 若 く は あ り ま せ ん の で 機 敏 な 動 作 が

と れ な い 不 安 か ら で も あ り ま し ょ う 。しかし、

世 の 中 に は 閉 じ 思 い で 百 貨 席 、 ホ テ ル な ど へ

行っている人も多かろうと，思います。

そ れ に 火 災 と い う も の は 、 い く ら 注 意 し で も

いつ な んH寺 発 生 す る か も 知れ な い し 、 大 都 市

と い う も の は 、 そ の 絞 斜1; な機材L上 た え ず 火 災

の 危険 性 に 包 まれています。

そこで考えますに、百貨府、ホテノレそのf也の

高屑ビノレは、もし隣接するビノレがあるのであ

れ ば 話 し 合 い を し て 火 急 の 際 の 相 方ー安 全 脱 出

の ため の 退 避橋 を 屋 上 に 設 備 す る こ と は で き

ないて・しょう古、

し か し 、 隣 接 ピ ル も な く 、 仮 り に あ っ て も 距

荷量が遠 く て 橋 な ど か け ら れ ぬ 場 合 、 ま た 何 か

法 的 に fむ11約 があって干局などかけられぬのであ

れ ば 致 し 方

福 井 氏 提 案 の 「 降 下 棒J

あ りませ ん。 断 面 図

ホテノレその

他 の ビ J レで

l言内 の l坊火

設備 を 万全

に し て も ら

わ ね ば な ら

ぬ の は 当 然

で す が 、 そ

h とともに

図 の よ う な

二 四 あ た リ に 4 >>所

@  

す 会 h ら附( 天 }f でむ

ある ) .ニ班t予120帽 町

孔ｾＮＮ，ＮすＮ出血 Ｗ 伺

は ど 町 パ イ プ 金 泊 し

て 立 て た ど け で あ る .

脱 出 用 の降下絡( 仮名) 装置 を 犀 上 か ら 地 1;皆ま

で 各 階 を 通 し て 少 な く と も 4 ヵ戸別立設備して

欲 し い と 思 い ま す。

き す れ ば 、 百 貨 席 、 ホ テ ル そ の 他 の ピ ル 内 の

人 4 も万一 火 災 が 発 生 し た 場合 で も 、 こ の 降

下 装 置 が あ る 限 り 、 安 心 し て い ら れ る の で は

な い で し ょ う か。 仮 りに 8 r;皆から 1 附 ま で 下

りるとして大休1分 間も あ れ ば 充 分 と 思 い ま す。

(i:)! 山 市 山 下 八 九 li ，iJI '険)

読者の頁

建 築 設 計 と 避 難 施 設 に つ い て

i' I 時、昨年末の熊本市における大洋デパート

の 火 災 を は じ め 、 各 地 に お い て 焼 死 者 を i下な

う ピ ル 火 災 が 発 生 し て い る が 、 こ れ ら の 火 災

は、 一 様 に 共 通 し て 往 築 椛 造 上 に 欠 陥 が あ っ

た ( 主として 防 火 区 画 が 不 完 全 で あ る ) こ

と が 指 摘 さ れ て い る 。 た と え こ れ が 適 法 に 往

築 さ れ て い た と し て も 、 い ざ 火 災 と な る と 平

素の管理休刊11同 悌 怠 、 あ る い は 、 新 建 材 な ど

の 急 激 な 燃 焼 に よ る 多 訟 の 燈 が 建 物 内 に 充 満

し、避難路 ( 廊 下 、 階 段 ) が断たれ、犠性者を

出 す こ と が 多 い。 ill 築法令」二、 避 難 の た め の

施設として、 ｩ 佳世 ｦｾ 階段、特別 ｩ 墜事仕階段の設置

が規制されており、住築物の用途、規模、その

他 配 置 間 隔等 lこ 応 じ て 、 そ の 設 置 数 が 定 め ら

れ て い る 。 ここにおいて、 j控 除 と は 「 危 険 な

場 所 か ら 安 全 な 場 所 に 逃 避 ( 移 行) すること り

で あ り 、 そ の 手 段 と し て は 原 則 的 に 階 段 を 利

用 す る こ と で あ って 、こ の 原則 を 忘 れ で は な

らない。 と こ ろ が こ れ ら の 階 段 が、万 一 使 用

で き な い 状 態 に な っ た 場 合、 逃 げ お くれた才?

に 対 す る 救 助 脱 出 の 手 段 と し て 、消 防 法 令 で

は 避 難 は し ご 、 す べ 1) 線 、 緩 降 機 、 救 助 袋 等

の 避 難 器 具 を r; 皆数、用途苦手に応じ設置するよ

う 義 務 づ け て い る 。

なお、避難昔器具の設置については、 一 定 の 条

件 を ffJ i J えた J盤強n附 段 、 渡 り 廊 下等 が 設 け ら れ

た 場 合 は 減 免 さ れ る こ とになっている。

以 上の こ と か ら 往 築 設 計 に あ た っ て は 、 下 記

の 点 に 留 意 し 、 安 全l支 の 高 い 避 難 階 段 を 可 能

な 限 り 設 け る な ど、 i出i!f g焔 設 の 確 保 に 万 全 を

期 す る 配 慮 が 望 ま れ る 。

1  いずれの部分からでも、 二 方 向 以 上 の 経

路 でj控 礁 で き る よ う 階 段の 配 置 お よ び 設置

数 を 決 定 す る こ と 。

2  建 築 法 令 に 定 め ら れ た 最 低 限 度 の 数 を こ

える数の階段( J 議外、特別 j佐官11' 階 段 ) を 設

lするこ と。

3. 隣接建物がある場令は、 !Ifljtr;fii に 自 閉 袋 世

避難橋のいろ いろ

十! の甲粁u幼火戸を{ 耐えた耐火椛造、または

鉄 骨 造 の 渡 り 廊 下 等 を 設 け る こ と。

4  上記の名地設を設けることが困，｜ｦｾな場令

は 、 名 階 に マ ン ホ ー J レ 付 の バ ル コ ニ ー を 設

け 、 こ の 部 分 に 取 付 け た 固 定 は し ご に よ っ

て 干13型に i堅苦11 ; できるようにすること 。

と こ ろ で 、 津 山 市 の 稲 井 氏 が 左 記 の と お り 提

案 さ れ た 「脱 出 用 降 下 機」 の 設置 に ついては、

科 階 の 床 ( 天井 ) に 7 ンホールを交冗に設け、

降 下 棒 を 通 じ て 安 全 に 迎 慨 を 行 う と い う ア イ

デ ア は ま こ と に 当 を 得 た 考 え -}'j で 大 い に 共川〉

するものであるが、各| 滑の床に脱出 干し を設け

る こ と は 怨 築 物 の 水 平 的 |坊火区阿を打! なうこ

ととなり、火災の際、延焼経路となって屋内 に

設けることは建築法令上の問題もあり、また、

延 焼 経 路 を 辿 つ て の 避 慨 は 危 険 を 伴 な う 結 来

と な り か ね な い。従 っ て こ の 考 え 方 は 、 保外 の

パ ノ レ コ ニ 一 、 ま た は 局 内 の 防 火 区 画 さ れ た 部

分に設けることが要件となるのではなかろうか。

消 防 法 令 に お い て 、 「 降 下 棒 」 は 「 す べ り 棒」

という 7. 称 で 2 階 部 分 に 設 け る こ と が 認 め ら

れ て い る が 、 徒 案 内 容 の 名|渚ご と に 千 応 型 に

i監現時できるよう設ける「降下棒」いわゆる「す

べ り彬」 は 、 法 令 の 主 趣 に 反 す る も の で は な

い と い う 感 じ が す る 。 こ れ を 用 い て 避 慨 す る

こ と は 、 そ の 迅 速 性 に お い て は 固 定 は し ご よ

り 優 れ て い る が 、 俸 の 材 質 、 太 さ な ど の 選 定 、

ま た は 、 老 人 、 子 供 な ど が 使 用 す る 場 合 の 安

全 と 確 実 性 に つ い て 問 題 が 残 さ れ て い る よ う

て。ある 。

なお、 ｩ 出世 ｦ ｾ 事情 の設置については、現に設置さ

れ て い る も の も あ り 、 さ ら に そ の 設 置 促 進 に

努 力 し て い る が 、 隣 接 建 物 と の 高 低 差 や 、 公 道

上 に 設 け る 際 の 道 路 関 係 法 な ど に 制 約 を 受 け

て 、 そ の 設 置 数 に お い て あ ま り 矧 加 し て い な

いのが王見状のようである 。

今 回 の よ う に 識 者 の 方 々 か ら 縫 々 の ア イ デ ア

を い た だ く こ と は 、 今 後 の 防 災 対 策 を 推 進 す

る上において、 t till な資料となり、誌上! 亨〈

itflJ 札 を 申 し 上 げ る 次 第 で あ る 。

( 大阪市消防局予防部防災設備課)

他 築 と 社 会 / 1974年 4 JI 号 15 
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マスチッヲヲ1 : 1 - 9: 1ヲ“

耐久性のすぐれた防湿床材

特 長

1  耐久性: 而t久性にすぐれている 。

2  耐摩性 : 摩耗の度合が低〈 、ホコりなど生じない。

3  すベり抵; 抗f性: すべり抵; 抗f性にすぐれている 。

4  復元性: 弾性があり、万一亀裂ができても使用している間に復元する 。

5  粘着性: 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭 : 完全無毒で各種食品工場 、貯蔵庫に多〈使用されている 。

J 園、@

、圃〆

フリントコートについてのお問合せは下記へ

の

ｪ 限式会 ｦｦｩ￭ シェル厄 ｾ￦～ 版発売所
ＷＮｊｾＮＢＧＢ こｉＺ ｾｉＮＮＮＮＮ 施工販売部

大 阪 哩! ! -532 大 阪 市 東 淀 川 | 区 西 中 島 2 丁 目 7 6  f i ( 06 )  303 ー 713 1

東 京 ⑮104 東 京 都 中 央 区 宝 町2丁目 4番 地( 第2ぬ η 彦 ピ ル3階 ) n- ( 03)  562 - 4646 

名 古 屋 ⑮461 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3の 47 ( 日 本 橋 ピ ル4 階 ) f i ( 052) 931 - 8537 

広 島 ⑮730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 番 6 号 ( 西 林 ヒソレ3 階 ) f i ( 0822) 21 - 1224 

福 岡 ⑮8 10 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 l ー 1 - 5  ( 舞 鶴 ヒソレ3 階 ) n- ( 092 )  77 - 1961 

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 



建 築 と 社

A

Q

一

A

ユ

ニュース原稿をお送り〈ださい.

-

大 阪 市 の 公 園 計 画 3 点

【老人憩いのコーナー 30公 園 設置 ]

お 年 寄 り の 楽 し め る 公 図 計 画 て ¥ 既 存 の 市 内

の 公 閣 の 一 角 を 利 用 、 約 1，000 7 n

2

の コ ー ナ ー

を 総 工 費 約 1，200万 円 で 4 ヵ年 li ll に30公 図 に

設 泣 す る と い う も の 。 コ ー ナ ー に は ① 将 棋 盤

の あ る テ ー ブ ル セ y ト②シェノレター付き日陰

だ な ③ 花 壇 ④ 芝 生 ⑤ 軽 運 動 の で き る 施 設 な ど

が予定されている。新年度に着工するのは「老

人 の 森J ( 約 2 ha) 建 設 計 画 が あ る 鶴 見 緑地

( 城 東 区 ) の ほ か 、 都 島 公 園 ( 都 島 区 ) 、 入 舟

公 園 ( 港 区 ) 、 西 平 野 公 園 ( 東 住 吉 区 ) 、 聖 天

山公 園 ( 阿 倍 野 区 ) の 5 ヵ所。

【長居植物園】

東 住 吉 区 ・長居公園内に全敷地の約々、 23. 8ha

に第三 紀 植 物 群 、 明 石 植 物 群 、 氷 ltJ J. lm氷 期

植 物群 な ど 500秘 25 ，000本 の 大 規 紋 刷 物 図 を

総 額 約 4 億 4 千 万 円 か け て 造 成 中 て 4 月に

図内の自然、史博物館とともに附図の見とおし。

【史跡連絡遊歩道】

大 阪 市 内 の 国 指 定 特 別 史 跡 7 ヵ 所 、 重 要 文 化

財 保 有 寺 院 神 社18 ヵ 所 、 大 阪 府 指 定 史 跡 ・名

勝 17 ヵ 所 、 大 阪 市 指 定 史 跡83ヵ所、キ土寺仏閣

2，500ヵ 所 な ど の 点 在 す る 文 化 財 や 史 跡 を 見

な お し 、 都 市 化 の 中 で か ろ う じ て 、 命 脈 を 保

っ て き た これ ら の 史 跡 を 保 存 し 、 か つ 、 市 民

の 余 暇利 用 場 所 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り に 役

立 て よ う と い う も の 。 遊 歩 道 の ネ y トワーク

総 延 長 は 150 キ ロ で 、 れ ん が 、 カ ラ ー 舗 装 が

整備 さ れ る 。 49年 度 は 江 口 コ ー ス 、 上 町 台 地

コース、平野郷コースの 3 モデノレコース、 46. 4

キロ を14億円かけ、 3 ヵ年の予定で活手する。

全 体 計 画 完 成 は 56年ごろ。

第 4 回 神 戸 須 磨 離 宮 公 園

現代彫刻展コンクール作品公募

神 戸 市 ・日 本 美 術 館 企 画 協 議 会 ・朝 日 新 聞 社

共 催 の 線 記 彫 刻l展 は 、 ビ エ ン ナ ー レ と し て 定

期的に開催されており、 今 年 も 9 月28 日から

11 月10 日 ま で の 問 、 催 さ れ る 。 そ こ で 、 都 市

の 広 場 ・公 園 ・その他 公 共 施 設 を ふ く め た 都

市 空 間 の な か に 、 新 し い 周3刻 の あ り 方 を 追求

す る 意 図 を 今 年 は さ ら に お し す す め 、 神 戸 市

内 の 諜 題 場 所 を 想 定 し 、 理 想 的 な コ ミ ュ ニ テ

ィ ー へ の 造 形 活 動 と し て 「 都 市 環 境 の な か の

彫 刻 」 と い う テ ー マ で 一 般 に 公 募 さ れ る 。 務

査 は 土 方 定一 務 査 委 只 長 ほ か 10名があたり、

優 秀 作 品 に は や11戸 市 長 賞 ( 100万 円 ) ほ か 数 々

の表彰が用意される。

出展希望者は、 A 六 甲 山牧場、 B 国 鉄 神 戸

駅前広場、 C ポートアイランドの諜題場所を

選 定 し て 500m
2

以 内 の 悦 型 に 明 細 を 付 し 、 応 募

して下さい。搬入日時は 5 月8 日一9 自の 2 日間、

場 所 は 神 戸 市 立 中 央 体 育 館 と 大 和 運 輸 附 美 術

相包大阪営業所。

なお、詳しくは神戸市教育委只会文化課「第 4

回 神 戸 須 磨 離 宮 公 図 現 代 彫 刻l展 係J ( T E L 078 

- 331- 8181 内 線2058 - 9  ) ま で お 問 い 合 わ

せ下さい。

交 通 問 題 シ ン ポ ジ ウ ム

2 月18 臼、大阪郵便貯金ホー/ レにおいて大阪

府主催の交通問題シンポジウムが| 羽かれた。

こ れ は 、 自 動 車交 通 対 策 に つ い て 、 府 民 と 行

政 は ど う 考 え て い く べ き か を 討 論 す る 初 め て

の 試 み で 、会 場 に は 市 民400人が詰めかけた。

府 民 代 表10人 が 意 見 発 表 を し た あ と 、 天 野 光

三京大教授、 l百村卓氏( 作家) 、三村浩史京大

助教授、 宮 本 恋 一 大 阪 市 大 教 授 と の fHJ で 事 故

・公 害 ・ 安 全 対 策 、 道 路 改 革 、 都 市 交 通 の 効

率 化 などが論議された。

第 2 回 光 明 池 ハ ウ ジ ン グ

プロジェクト設計競技

入 賞 者 決 定

大 阪 府 泉 北 ニ ュ ー タ ウ ン 「 第 2 回 光 明 池 ハ ウ

ジ ン 究 ・プ ロ ジ ェ ク ト 設 計 競 技 」 は 、 大 阪 府

が 堺 市 光 明 池 地 先 に 計 画 中 で あ る 住 宅 開 発 の

一 環 と し て 、 「人 間 と 住 い を 考 え る 」 を テ -

7 に 実 地 さ れ て い る も の で 、 今 回 発 表 さ れ た

の は こ の う ち B Ｈ幼 利 ｉ ｾ 図Ｉ 、 ｣ ( 保育所) 両部

門 て ¥ 福 田 朝 生 審 有 委 員 長 ら 5 務 査 只 の 慎 重

な 審 議 の 結 果 、 入 ft 各 3 名 、 佳 作 各 3 名 の 12

名 がill ば れ た 。 入 選 者 は つ ぎ の と お り 。

【競技 B ( 幼稚園) 】

1 > 入賞= 横 山 J'L ( 大林 組 本 庖 建 築 本 部 設 計 部)、

井 戸 昭 七 ( 向 上 花 房 文 一 郎 ( 竹 中 工 務 庖 大 阪

本 庖 設 計 部 )

1 > 佳作= 富島俊雄( 大建設計) 、上村幸之( 大

林 組 本 庖 建 築 本 部 設 計 部) 、岩瀬宇11生( 岩瀬建

築 設 計 事 務 所 )

【競技 c ( 保育所) 】

1>入 1 ' 1 ・= 多川孝雄 ( 大林 組 本 庖 建 築 本 音11設 計

宮11)、 細 田 昭三 ( 向 上 木 村 幸 弘 ( 工 学 院 大 学

建 築 学 科 )

1 > 佳作= 岩堀康 夫 ( 新 建 築 計 画 事 務 所) 、 花房

文 一 郎 ( 竹 中工務庖大阪本庖設計部) 、 小 島 孜

( 小 島 孜 建 築 計 画 事 務 所)

74デザインフェアosaka開催

一 般 の デ ザ イ ン に 対 す る 理 解 と 認 識 の 向 上 を

は か り 、 生 活 文 化 の 向 上 と 健 全 な 産 業 経 済 へ

の 寄 与 を 目 的 と し て 、 財 団 法 人 大 阪 デ ザ イ

ン セ ン タ ー 主催 の 74 デ ザ イ ン フ ェ ア osaka が

3 月 1 日か ら 6 日1M!、大 阪 ・近 鉄 百 貨 庖 阿倍

野 庖 に お い て 開 催 さ れ た 。 r生 活 に 楽 し さ を

心、にうるおいを」をテー? として、 「くらし

と デ ザ イ ン 」 コ ー ナ ー で は グ ッ ド デ ザ イ ン商

品、 「道具の今昔J r商 品 の 品 質 と は 」 で は

パネ J レ 類 や 笑 物 が 展 示 さ れ た ほ か 、デザイ ン

投 票 や 即 売 コ ー ナ ー も 設 け ら れ 、 約 300点 の

商品が展示された。

建築公害ゼミナール

「正J ) ; 築公答」問題が各地で絞発し、対立する

な か で 、 実 態 を 正 し く 把 握 し 、 公 正 な 解 決 を

め ざ し て 新 建 築 技 術 者 集 団 大 阪 支 部 ( 大 阪 市

西 成 区 岸 の 里 束 2 丁目 1 - 11 T E L  06- 653-

3776) で は 、 市 民 運 動 が め ざ す べ き ま ち づ く

り の 方 向 な ど の 議 論 の 場 を も つ た め 、 「建築

公 害 ゼ ミ ナ ー ル 」 を 開 催 し て い る 。 第 4 回 は

4 月20 日 、 午 後 1 U寺 半 か ら 中 之 島 中 央 公 会 堂

において、 “ 処 築 公 害 対 策 か ら ま ち づ く り へ

の 遣 を さ ぐ る ー ー パ ネ ル ・デ ィ ス カ ッ シ ョ ン "

と い う テ ー ? で 聞 か れ る 。 参 加I ご 希 望 の 方 は

申 込 用 紙 に 参 加 賀 300同 を 添 え て 前 記 事 務 局

までお申し込み下さい。

挫築と社会/ 1974年 4 月号 17 
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

-
-

軽 量

比 重 0. 5

断 熱

而七k

法 定耐 火 材 料

。

当

⑨ ｐｏｒｅｾ＠

大 松 ピ J レ・岡山 県

設 計 池 上 建築 事 務 所

施 工 中 国 建 設 工 業 株 式 会 社

使 用 個 所 カ ベ ・マ ジ キリ

@ シ ポ レ ッ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高層 ビ ル ま であ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被 覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の建 物 に は 特 に 最 適 です 。

1  工 期 短 縮 を 要 す る す べて の 建 物

2  空 調 を 要 す る 工 場 ・介 J車 事 務 所 住 宅等

3  鉄 骨 大 張 聞 の 工 場 ・休 育 館等

4  軽 量化 を 要 す る 日 層 建 築 物 ・軟 弱 地 慌 の挫 物

5  鉄 骨 耐 火 構 造 の 建 物

長ポレ111ワ ス 株 式 会 社

本 社 ・東 京 支 庖 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町 2 - 6  (平 沼 ピ ル )

E舌 東 京 ( 256 ) 代 表 3 4 5 1  

大 阪 支 l苫 大 阪 市 西 区 立 売 掘 北 通 1 - 9 0 ( 第 三 富士 ビノレ )

話 大 阪 ( 538 ) 代 表 0 5 2 1  

名 古 屋 支 l苫 名 古 屋 市中 村区 広 小 路酉 通 3 - 2  ( 大 商 ビ ル )

書 舌 名 古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4  2  1  



口写真と概要をどしどしお送りください。

凡(91
) :  a  所荘地 b  敷地而刊i c  建築而干/i d  延荷村i e  構造規模 f 工JUI

973.  中 川 農 業 協 同 組 合 事 務 所 I 974.  堺泉北フェリー旅客ターミナルビル I 975. 

976.  

979. 

設計: 株式会社翼建築設計事務所

施工:株 式 会 社 松 村 組

a  京都市北区中川北山町 2 0  3  

c  .  262. 9m
2  

d.  872. 2m
2  

e  鉄骨造 3 階建

f  昭和47年 7 月一昭和48年 1 月

設 計 側 目 建 設 計

施工 側 銭 高 組

a 大 阪 府 政 大 津 市 新 港 町

c.  738. 48m
2  

d.  1，398. 44m
2  

e.  S 造 2 F ，P H，3 F

f . 昭和48年 3 月~昭和48年 10月

明 星 ビ ル ト 977. 住 友 生 命 金 沢 尾 張 町 ビ ル I 978. 

設 計 側 竹 中 工 務 庖

施工. 鰍 竹 中 工 務 后

a  大 阪 市 西 区 靭 1 丁目 1 4  5  

b.  1，060m
2  

c  .  693m
2  

d  .  9，545m
2  

e  .  S  R  C ， B  2 ， F  13， P  1  

f . 昭和 46年 12月一昭和48年 7 月

天 満 屋 広 島 底 I 980. 北

設 計 制 竹 中 工 務 庖

施工. 側 竹 中 工 務 庖

a 目広 K13 市 古 月 町 5 - 22 

b .  3，977. 58m
2  

c.  3，904. 67m
2  

d  .  40，021. 95m
2  

e.  S  R  C 一部 S ，B 2 ，11F ，P 3

f  昭和46年 9 月ー昭和48年 3 月

設計・ 日 建 設 計

施工: 清 水 建 設

a 金 沢 市 尾 張 町 1 丁 目

b  .  1. 451. 7m
2  

c  .  927.  3m
2  

d.  7，397. 3m
2  

e  .  S  R  C ， B  1 ， 10 F  

f  昭和47年 8 月~昭和49年 1 月

脇 医 院 I 981. 

設計 佐 治 建 築 事 務 所

施工 岩 童 書 工 務 盾

a  大阪市fj ，吉区長居町中2丁目 13

b  .  428. 04m
2  

c .  207. 96m
2  

d.  487. 89m
2  

e.  R C ，3 F  

f . 1I百和48if. 5 月~昭和48年12月

木津川カントリークラブ・クラフ'ハウス

設計. 側近藤、 柏原建築事務所

施 工 株式会社 銭 高 組

a 京 都 府 相 l 楽 郡 笠 i丘 町

c.  2，138. 10m
2  

d.  4.185. 20m
2  

e.  R  C 造

f . 昭和47年 10月~昭和48年11 月

広 島 銀 行 呉 支 底

設計: 日 建 設 計

施工:増 岡 組

a  . 呉 市 本 通 り 3 丁 目

b.  1，421. 8m
2  

c .  1，125.5m
2  

d.  2，560. 4m
2  

e.  R C ， B l ， 5 F  

f  昭和47年 8 月~昭和48年11月

藤 井 寺 市 立 市 民 総 合 会 館

設 計 側 池 田 富 彦設計事務所

施工・側，菱 沼 組 大 阪 支 庖

a. 藤 井 寺 市 北 問 1 - 2  - 3  

b .  5，632m
2  

c.  3，367m
2  

d .  9，587m
2  

e.  R C ， B l ， 5 F ， P l  

f .  昭和47年 3 月~昭和48
i
p 9 月



防水層の保護と軽量、断熱に

東邦の，¥0ーヲイトコ〉タリート歩行…肝地用)

1111・I I I "O噌了u二三コ

山 市」竺 回o・E・.-岡田園
Li 圃 剛 師 岡 周 回 面 回 国 岡 田 園 田

函 白 岡 剛 岡 田 圃 園 田 園 田 園 田一 一

一一一一一一一一一一回園田_ 1M

屋上アスフアル ト防水層の保護、断勲、軽量に東邦，ミーライ トコ ンクリ ー ト

P  C - D 工法採用の大海法務合同I宇 舎

tl!: lt十 近畿 地 方 建 般 局 施 工 K K 伊 腹 組、 K K 笹 川 組

PC- D工法

作 業 が ー 工 程 省 け 工 期 の 短 縮 と

コ ス ト が 安 く な る 合 理 化 工 法

- 防 水 層 の 押 え に 使 用 し 仕 上 モ ル タ ル の 要 ら な い 金 ゴ テ ー

ノマツ仕上 工 法

・ デ ッ キ プ レ ー ト の 軽 量 化 や 鉱 出 防 水 下 地 、 ま た は 貼 物 下

地 に ナ ラ シ モ ノレ タ ノレの婆らない金ゴテーパツ 仕 上 工 法

畳下 地の省 力化と塩ビ系タイル下地の防湿、防温、軽量化、断熱( 結露防止) に

東邦の，芯ーヲイトモルタル

各階のタタミ下地に東邦J ぐーライ トモルタル P M - C 工法採用の

大 宮高 層分 憾 住 宅

股 富 十 大 阪 市 住 宅 供 給 公 社 施 工 K K 間組、 K K 熊 谷 組

本オ 2卜ルスキS4

化粧、吸音、 防湿、断熱( 結露防止) と多目的用に

- ベ ニ ヤ 仮 枠 コ ン ク リ ー ト 下 地 ( 天 井 及 び か べ ) に 直 接 l次

付ーして{削指ft の 心、酉['，カずない

・かベ面は金ゴテ押え すれば否定治壁タイプの表面ｾＡￍｬｊＮ支のあ

るソフトでデラックスなムードである( ネオノマーノレスキ

ン の 特 徴 )

・ー 工守呈で仕上るので工 期 の 短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・下 地 は ボ ー ド 類 、 鉄 板 類 、 石 料1板、モルタノレなど伊I ん で

もよい

・ 布 ｾ ｾｾ白色 Ｒ Ｐ 色と特車 ＱＱ 色 もできる

PM- C工法
- タ タ ミ 下 地 の 床 組 ( 大 工 仕 事 ) が 会 〈 要 ら な い の で工 期

短 縮 と コ ス 卜 が 安 く な る

・床 組 し な い の で 建 物 の ボ リ ュ ー ム の 節 約 が で き る

・無 機 質 100% 絶 対 耐 火 そ れ に 多 孔 性 材 料 の た め 吸 也 、i逃虚

音 lに叫こ斗1

. 独 立気 泡 の 来邦ノマ一 ラ イ ト と防水液をイ使吏用した完全防

水 パー ラ イ ト モ ル タ ル で あ る た め 、湿 気 を 全 〈 透 さ な い

比 重 ・ 断 熱 共 木 材 並 1 ・3

( 比 重 0 . 85kg / t 、熱 伝 導 率 0 . 14kca l / mhc )

かベ面にヰオパールス キン 7 F  K  (吹付後金ゴテ押え ) 採用の

村 量 子 、 森 建 築 事 務 所

官宣言十 村 野 ・ 森 建 築事 務 所 施 工 鹿 島 建段 K K

命|

東邦バーヲｾ・株式会柑
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建

築

の

眼

関 原 猛 夫

同E 大 牢 量 揖 工 傘 圃 直 属 国 境 研 究 宜

大 海 一 雄

神 戸 市 住 宅 島 住 宅 膏 瞳 股 瞳 畳

三 輪 泰 司

塩 脇 昭 司

館 高 組 瞳 債 薗 量

1 月号よリ 6 月・ーまでよ配‘ 民で組出

口 土 地 が 足 り な い

府 ー で も 市 で も 新 年 度 の 公 営 住 宅 の 建 設 戸 数 が 大 幅 ダ ウ ン 、 見 通 し も 立 た な い と い う 。 建 築 資 の 上 昇 よ り

も 土 地 の 取 得 難 が 響 い て い る ら し い 。 住 宅 用 適 地 が な い わ け で は な く 、 土 地 の 価 格 が 呉 常 に 昂 騰 し た た

め で あ る 。土 地 の 値 上 り を 、 さ る 不 動 産 社 長 は 一 億 総 不 動 産 屋 の せ い だ と い う が 、 一 億 総 ざ ん げ 式 の 弁 明

は 聞 き 捨 て な ら な い。 九 千 九 百 九 十 万 の 善 良 な 住 民 は 自 分 で 使 わ な い 土 地 ま で 買 う だ け の 才 覚 を も ち 合

せ な い こ と う け あ い だ か ら 。 企 業 と 地 主 が 総 不 動 産 屋 に な っ た と い う な ら 全 く 当 ら な い こ と も な い が。

土 地 が 足 り な い を 口 実 に 土 地 有 効 利 用 と か で 、 公 営 住 宅 と い え ば 日 照 条 件 の わ る い 南 北 車lli 高 層 高 密 度 住

宅 を ズ ッ と 推 進 し て き た が 、 そ れ も 建 た な い と な る と 住 民 は い よ い よ 絶 望 的 だ。 だ い た い 他 人 の 困 っ て

い る の を 見 ぬ ふ り し て 値 上 り 待 ち に 土 地 を 遊 ば せ て お く な ど は 犯 罪 的 行 為 で 許 せ な い 。 永 年 、 住 宅 難 解

消 を 唱 え て き た 政 府 が 無 策 で 土 地 に 税 を か け る こ と し か 考 え て い な い が 、 そ れ よ り も 土 地 の 価 格 を 日 本

列 島 改 造 論 の 出 る 前 の 値 に 凍 結 さ せ る の が 最 上 の 策 で は な い か。 そ れ が で き ぬ な ら せ め て 空 間 地 1 ヘク

タ ー ル 毎 に 1 本 づ つ 所 有 者 名 を 明 記 し た 立 札 を 立 て さ せ て み た ら ど う か。 土 地 は 積 み 重 ね て 倉 庫 に 隠 せ

な い か ら 空 閑 地 の 大 地 主 は 世 論 を お そ れ て 手 離 し て く る の じ ゃ な い か と 思 う の だ が 。 ( S e )

口 都 市 と 建 築 文 化

最 近 、 い わ ゆ る マ ン シ ョ ン の 日 照 問 題 な ど で 、 建 築 が 市 民 生 活 に い ろ ん な 影 響 を 与 え て き た 。 しかし、

本 来 、 建 築 は 都 市 や 市 民 に 良 い 環 境 を 提 供 す る 役 割 り を 任 っ て い る は ず で あ る 。 美 し い 自 然 を 生 か し た

建 築 や 、 地 域 の 人 達 に 喜 ば れ て い る 建 築 物 も た く さ ん あ る 。

ヨ ー ロ ッ パ の 多 く の 都 市 が 、 長 い 聞 か か っ て 美 し い 建 築 を 生 み 育 て て き た よ う に 、 わ が 国 も 都 市 の 中 で

の 建 築 の 役 割 り が 正 し く 評価 さ れ る よ う に 、 や が て は な る だ ろ う 。

方 、 私 達 の 建 築 活 動 は 、 何 ん ら か の 意 味 で 良 い 建 築 を 目 ざ し て い る が 、 そ の 尺 度 や 視 点 は 価 値 の 多 様

化 と と も に 揺 れ 動 い て い る 。 ま た 、 建 築 を 見 る 市 民 は 文 化 治 産 の 保 存 や 、 都 市 景 観 へ の 関 心 は 高 ま り つ

つあるが、 一 般 的 に は ま だ 低 い と 言 わ ざ る を 得 な い 。

そ こ で 神 戸 市 で は 市 民 の 建 築 に 対 す る 理 解 を 深 め 、 美 し い 自 然 の 地 形 の 中 で 、 将 来 に わ た っ て 良 い 建 築

を 残 す た め に 建 築 文 化 貨 の 制 定 を 進 め て い る 。 こ れ は 今 ま で の 建 築 界 か ら の 視 点 だ け で は な く 、 多 く の

市 民の 同 意 が 得 ら れ る よ うな ユ ニ ー ク な も の に な る だ ろ う と 、 神 戸 で 建 築 に た づ き わ る 一 人 と し て 期 待

している 。 ( 0 )  

口 空 間 計 画 と 集 合 論

建 築 計 画 で も 地 域 計 画 で も 同 じ だ が 、 計 画 を ね る と い う 時 の プ ラ ン ナ ー の 頭 脳 の 働 き は 、 彼 が 経 験 の 中

で 替 え て き た 人 間 生 活 や 笠 問 機 能 や 構 成 技 術 に つ い て の 素 材 的 な 知 識 を 空 間 計 画 の 立 場 か ら 認 識 し て 、

機 能 と か 技 術 と か 材 料 と か 形 態 と か の 概 念 で 類 別 し て 、 そ れ を あ る 論 理 に 沿 っ て 再 編 成 す る 働 き で あ る

と い う よ う に で き る 。 す な わ ち 、 計 画 と は 人 聞 が 「 考 え る 」 こ と に よ っ て は じ め て 成 立 す る 概 念 で あ る

が 、 こ れ は ち ょ う ど 、 数 や 形 や 色 な ど に つ い て 人 聞 が 考 え る こ と に よ っ て は じ め て 存 在 す る 考 え 方 で あ

る 「 集 合 」 の 概 念 と 似 て い る 。 集 合 は ま ず 、 人 聞 の 感 覚 と 怨 像 に よ っ て 定 め ら れ る 。 集 合 の 対 象 で あ る

「要素」ははっきりと指定されたものである。プランナ一、デザイナーの頭脳による作業は、さまさ' まな要

素 を 「 集 合J r分 割 J r部 分 集 合J r順亨IJ J な ど で 演 算 を 行 っ て い る こ と と 説 明 で き る 。

あ る 地 域 に お け る 人 口 配 分 と か 、 デ ザ イ ン モ チ ー フ と そ の 展 開 な ど に 意 識 的 に 集 合 論 の 方 法 を 応 用 し て

ゆ く と た い へ んf更利である。

し か し 、 大 事 な こ と は 2 つ あ っ て 、 ひ と つ は 個 々 の 要素 を つ ま り 知 識 の 概 念 規 定 を 明 確 に 科学 的 認 識 と

し て 「 指 定 」 し て お く こ と 、 も う ひ と つ は 論 理 を た え ず み が い て お く こ と で 、 そ こ に プ ラ ン ナ ー の 哲 学

が 生 か さ れ る の だ と 思 う 。 地 域主 間 計 画 の よ う な 学 際 的 研 究 が 不可 欠 な 仕 事 を し て い る と 、 さ ま ざまな

専 門 領 域 の 方 法 を 学 ぶ こ と が で き て た い へ ん 勉 強 に な る 。 ( M )

口 建 築 解 体 材 の 再 生

つの きど

福 祉 社 会 を 実 現 し 、 未 来 社 会 の 機 能 を 司 る 都 市 造 り の た め に 大 き な | 怒筈 と な っ て い る 公 害 問 題 、 環 境 問

題 が 複 警 で 深 刻 さ を ま し て い た 矢 先 に 、 世 界 的 な 資 源 不 足 、 そ の 資 源 を 輸 送 し 加 工 す る エ ネ ル ギ ー の 不

足 と 相 俊 っ て 流 通 機 構 の 専 横 は 物 価 高 騰 、 品?fF等 、 悪 性 イ ン フ レ 化 し て 広 範 囲 に か つ 、 多 様 化 し て き た 。

大 阪 市 が ス ェ ー デ ン 、 西 ド イ ツ 、 ア メ リ カ に 倣 っ て 、 「 ご み の 空 気輸 送 」 に ふ み 切 っ た こ と は 、 労 働 力 の

省 力 、 そ で の 輸 送 公害 を な く す る の に 画 期 的 で は あ る が 、 ii 同 の 方 法 と も い う べ き 「 ご み の 再 生 利 用 」

にまて。歪リっていない。

以 前 か ら 実 現 化 し て い る 「 ご み の 図 形 化 再 使 用 」 に も 、 ま だ 問 題 が 残 っ て い る よ う で あ る 。

近 畿 で 初 め て 決 定 を み た 堺 沖 の 「 産 業 廃 諜 物 処 理 主 里 立 地 」 計 画 も 、 廃 楽 物 の 処 理 工 場 実 施 段 階 に お い て

処 理 だ け で な く 、 再 生 産 に 結 び つ け る よ う 各 産 業 界 の 叡 智 を 結 集 し て い た だ き た い も の だ 。

原 木 表 皮 を 化 学 肥 料 や 硬 質 繊 維 板 の 原 料 に す る 時 代 で あ る こ と を 思 え ば 木 と 鉄 と ガ ラ ス と コ ン ク リ ー ト

で で き て い る 建 築 物 の 解 体 材 を い か に 再 使 用 、 再 資 源 化 す る か 考 え 、 そ し て 実 現 化 す る こ と は い ま ま で

資 材 の 消 費 の み に 腐 心 し た 建 築 関 連 各 企 業 の 社 会 的 責 任 で あ る と 思 う 。 ( Si )  
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ループイングを造って50年. ノ

50年前の製造風景

日 新 工 業 は II) J 水材を作 っ て 50年 、 そ の 安 定

し た 突 織 で 高 い 信 頼 を 得 て お り ま す。 さ ら

に 、 設 計 者 の 色 々 な 注 文 に 合 っ た 防 水 が で

き る よ う 、 今 日 も 新 し い 製 品 の 開 発 を 続 け

て お り ま す。 II)J 水 の こ と な ら 、 マ イ ホ ー ム

か ら ト ン ネ ノ レ ま で 、 ど ん な こ と で も 日 新

業 へ お 任 せ 〈 だ さ い 。

- 防 水 工 事 用 ア ス フ ァ ノレ卜 J レー フ イ ン グ 類

・ 合 成 ゴ ム 系 J レ ー フ ィ ン グ 材

・ 塩 ピ ・ ゴ ム 系 床 用 タ イ J レ類

.  ｾＮ歴膏系 ・合成 高分子系シーリング材

・ 防 水 工 事 用 コ ン パ ウ ン ド ・塗 料 ・ 接 着 剤

・ 屋 根 葺 用 ア ス フ ア ル ト シ ン グ ル

・ 断 熱 ・結 露 防 止 材

・ J レー フ イ ン グ 原 紙 ・板 紙 類

防水の難問を解決した

特許ストライブ工法 ピロヲI : III ド

、 ー・ ・

1. 露 出 防 水のフクレを完全に防止します二

2. 下 地 挙 動 を 緩 和 し 、 優 れ た 耐 亀 裂 性 を

発 揮 し ま す。

3. 従 来 の 絶 縁 工 法 に な い 接 着 力 で 、 風 に

よ る 剥 離 を 防 止 し ま す。

P  A  T  856649 

す ｏ 町民ｊｃｩ￙ￛＺｏｏＺￚｏｑ的合間合切Ｇ｣ｬ苅 η かか同町おぽ狩ｾＧＢＺＺ

ｾ岸地岸地止出 ｩ 法当 ふと出排出 〉仕

必! /// sグ 必! s  

⑥

国

日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

・東京都足立区千住東 2 丁目 21番28号 T E L 東京( 882) 2424(代表)

. 大阪市東淀川区端光通り 4丁目 30の2 T  E  L 大阪( 329) 7737- 7740 

自 衛 工 業 練 式 会 社

本社営業所. 東京都足立区千住東2丁目 21番28号 T E L 東京 ( 882) 2424(代表)

大阪支l吉. 大阪市東淀川区瑞光通り 4丁目 30の2 T  E  L 大阪 ( 329) 7737- 7740

出張所・名古屋( 741 ) 4257- 8. 広島 ( 21 ) 1010 ・1061・福岡 ( 74) 3461 - 3

. 札幌 ( 28 1) 6328(代) ・山形 ( 23) 0437- 9 工場・東京. 埼玉・山形
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人気の秘密を分析すれ出・-

T OT O洗面化粧台。

蛍光灯

置き場所や使う時間を考えて

蛍光灯を設置しました 。

' . 5mのコード fサきです 。

三面鏡

磨き込んだ自立式の三面鏡を

採用。鏡の裏面が侵され ない

防湿性です。鏡の裏側に便利

な歯フラシ立てをつけました。

カウンタ一

美しい洗面器との調和が

デザイン面の基調にな って

います。化粧品などの

日用品がゆ ったり置ける設計。

便利なコンセント付きです。

24  

匝虫巡回

洗面器

本物の感触、陶製のカラー

洗面器です。水返しがついて

いますので 、衣服や

床をぬらす心配もま・ ったく

ありません。その上 、汚れが

つきにくく 、お手入れも簡単。

キャビネ ット・引出し

湿気に備えて 、ビス一本まで

素材を検討。妥協のない眼を

仕上げに向けています。

タオルなどの小物入れに最適。





特 集

既 成 市 街 地 の 住 宅 地 整 備 の 方 策

回 総 論

大 都 市 圏 に お け る 住 宅 政 策 の 方 向一一一フ ロ ー か ら ス ト ッ ク へ / 三 村 浩 史

修 復 型 居 住 環 境 整 備 に つ い て一一一イ ギ リ ス と ア メ リ カ の 場 合/ 延 藤 安 弘

国 手 法 の 検 討

既 成 居 住 地 の 整 備 手 法 の 現 状 と 問 題 点 / 北 条 蓮 英

既 成 市 街 地 整 備 の 新 手 法 に つ い て / 長 沢 孝 行

大 阪 府 に お け る 生 活 圏 整 備 事 業 に つ い て / 佐 藤 健 正

国 豊 中 市 庄 内 地 区 整 備 事 業

地 区 計 画 の 思 想 と 方 法一 一庄 内 南 地 区 計 画 ( 豊 中 市 ) を す す め る に あ た っ て / 片 方 信 也

既 成 市 街 地 に お け る 居 住 環 境 整 備 手 法 の あ り 方 ( 素 描 ) 一 一庄 内 再 開 発 計 画 の 作 成 作 業 を 通 し て / 辰 巳 詞 二 / 中 川 善 博 / 松 原 徹 雄

固 居 住 地 管 理

居 住 地 管 理/ 梶 浦 恒 男
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大都市圏における住宅政策の方向

フローからストックヘ

三 村 浩 史

住宅や居住地は ，たとえそれが個人の所有物であっても，それは社会的な資産である。

よい質の住宅や居住地が，蔀市地域のなかで大多数をしめるほどにまで苔積され，適切に

維持されていかないかぎり ，住宅や生活環境の問題は決して解決しない。

ふつう ，いったん建設された住宅は30年から 50年にわたって使用される超耐久消費財で

ある c もし ，人円の治加があまり急激でない鶴市地域があると仮定すると ，年間 ，全ス ト

ックの 2 - 3 パーセントが，より高い水準のものへと更新されつづけるなら ，安定した住

宅事情の向上が期待されるわけである 。人々はそれらの住宅ストックのなかで ， 自らの通

勤先や家族構成 lζ 見合った住宅を選んで住みかえることができる。

ところで， この 10年間くらいの住宅の更新率を大阪大都市固についてみると ，それは平

均して年間 1. 数ノマ一セン卜程度にすぎない。その原因は，ひとつには ，耐用年限をすぎた

戦前の長屋住宅などが住宅難ゆえに趨過使用されていて，なかなか更新されないというこ

とがある。しかし ，それよりも ， もっと大きな原因は， 60年代以降に建設された新しい住

宅が，現在のストックの半分をしめているからである 。 もし ，乙れらの新しい住宅 ・居住

地が，こんごの20 - 30年聞にわたって人々の居住水準の要求を満たすものであるなら ，当

面の更新率の低いことは何らの問題にもな らないであろう 。

だが ，困った乙とに ，とれらの新しいストックは，木造 1 室アパー トや，関西でいう文

化住宅，つまりは木造 2室アパー トとか ，敷地がせいぜい50平方メ ー トルといった極小建

売住宅の密集地が大きな比率を占めている。

これらの低賃の住宅ス トックが， ζ んど数卜年にわたって ，大阪大都市圏のなかで ，住

宅市場での価値をもちつづけるとしたら，それは恐るべき状態を意味するにちがいない。

非戦災の戦前長屋は ，戦後の文化住宅よりは ，はるかにすぐれた都市住宅であり ，コ ン

ノf ク卜で ，かっ地改築など ，居住水準の部分的な向上の余地をの乙してきた。 しかし ，そ

れもおそらく物理的耐用年限の極限 lζ 達するであろう 。おまけに ，比較的安定した居住状

態を保ってきた戦前長屋住宅地区札商業地域の拡大，ビ J レの乱立，公害や生活環境の悪

化によって，次第に崩壊のきざしをみせている 。

一方，戦後の木造アパー トや文化住宅は，そうした部分改善の余地すらもたない極小住

宅である 。おまけに ，初期のそれなどは ，土* 瓦の基礎 lζ ，水はけの悪い ζ ともあって，築

後十余年にして ，すでに土台や柱が腐朽している 。先日も，文化住宅地区を歩いていて，

ためしに，モルタノレ塗りのはく搭した部分のやuζ ボーJ レペンをさし込んだら，ズプズブと

入ってしまうような代物であった。60年代につ くら れた住宅ストックの約 2 分の l が，乙

うした貧困な社会的資産の主主主! : でt しかないわけである 。

こういう状況から考えると ，60年代において，とにか く大都市に必要な労働 ) J ; を定住させ

ればよいと安易に，かつ安上がりに建設されてきた貧しい住宅ストックからの逆襲が，もう

そろそろはじまっていて，近い将来，それが朽廃住宅問題の爆発となることが予想、される 。

老桁長屋地区にしても ，木質アパー 卜地区にしても，それらは ，そ乙から脱出が困難な

生活困窮階屈を巾心とする人々が，きわめて低水準で，改書することも困難な住宅に定住

をつづけるエリアとなる ζ とが予測されるわ けである 。 こうした地場が，大阪の都市周辺

区から，隣接都市の低湿地にか けてぐるりと灰色の輸をなす，これが現在進行中の大阪大

都市圏の居住地のあり様である 。

建築と社会/ 1974年4月号 27 



園圃

60年代では ，地方から来住し た若年居が，木賃アパー トや会社の単身寮 lζ 住み ，結婚し

てか らは ，文化住宅や公営 ・公団住宅の 2 D Kへと住みかえるか ，建売住宅を購入すると

い う， 住みかえステップの余地が残 されていた。

だが ，70年代! と来住した人たち は，片道通勤時間90分以上の郊外に小さな建売住宅を求

めるか ，あるいは ，2 D K程度の高密 マンシ ョンを購入するか ，その資金力のない屈は ，

いまよりは少しはましな文化住宅か長屋に住みかえるしかない。大阪府下の庄内や門真の

最近の調査結果でみても ，世帯主の年令が50才以上 ，家族も成長 した子供をもっ階屈が，

脱出したいと思いながら ，1;jf 小 ・低賃の住宅 ・居住地に住みつづけざるを得ない傾向がは

っき りと読みとれる。

人々が住みかえても ，低賃の住宅はのとる。そして ，住みかえ自体が困難になっている。

60年代に安上がりに ，大都市 lζ 集中する企業が求める労働力を吸収するためにあたかも

巨大な飯場のように住水準と生活環境を切り捨てて建設された住宅と居住地 ，それがいま

新規κ 開発するよりもはるかに高価な住宅再開発 コス トの負債をもたらしているのである。

都市空間は耐久消費財ではない。われわれは ，それを使い捨てるととはできない。まし

て，大阪大都市圏では ，もはや大がかりに市街地を新規開発する余地 lζ も乏 しい。

いきつくと乙ろは ，既成居住地の保全や建てかえや再開発 IL ，70年代後半の住宅 ・都市

政策の重点をおかざるを得ないわけである。

その努力の方向は ，①現存する住宅 ・居住地のストッ ークの質を乙れ以上悪化させないで

維持するとと。@ 公園や下水道のない地区を整備し ，改善できる住宅の修理や増改築をす

すめ， @ 極端に悪化 した地区では ，現住者の住宅対策を中心と した再開発をお乙なう。@

新規供給の重点を ，不特定多数から ，②お よび③の世帯の住みかえ改善 l乙優先的 lζ 割当て

るーすなわち ，フロー ( 供給) とス トック 対策とを結合させた住宅対策の リンクシステ ム

を確立す る。⑤ ζ れが独力では困難な屈に対して ，家賃補助 ，増改築融資 ，住みかえや増

改築 lζ 対する減税 ，公共住宅への優先入居 システムなど ，乙れまでの戸数主義政策をあら

ため，き めの細かい公共住宅政策を確立す る乙とである。

既成の居住地の整備や再開発をすすめるにあたって ，ニュー タウン 建設と根本的 lζ 異な

る点は， 前者においては，そとに現住する住民がいる乙とである。乙 の乙 とは上からの再開

発にとっ ては，煩瑛なプロセス を意味するであろうが，住宅や居住環境の改善を要求する主

体があると いう乙とは ，住民主体のまちづくりの エネルギー がそ 乙にある乙 とを意味する。

ζ の点で ，既成居住地の撃備や再開発は ，まちづくり運動と結合せざるを得ない。公共

住宅に入れなかったのは ， くじ運が悪かったのだといった住宅政策からの疎外を克服して ，

住民の要求としての住宅政策を築く新しいきっかけが，乙とから生まれるのである。

近年 ，関西においても ，神戸市の コミュ ニテイカル テづくりとか ，兵庫県における青木

深江地区再開発調査 ，あるいは ，丸山地区のまちづくり運動 ，大阪府における既成市街地

の生活環境盤備に関する調査 ，鶴市再開発 lζ 関する基本構想 ，盟中市庄内地区整備への努

力，門真市の住宅整備基本調査や大阪市における住工混在地区整備計画など ，乙れまでの

改良住宅や同和対策事業の経験 lζ 学びながら ，既成居住地と住宅 スト ック改斧のための新

しい方向の模索がはじまっている 。 乙れらを ，かつての区画整理やニュ ータウン開発のよ

うに ，どの自治体でもやれる新しい都市経備制度へと確立していくととが， ζ の数年間の

大都市での住宅 ・都市計両政策の rll 心課題である。 (みむらひろし京都大学工学郁助教授)
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修復型居住環境整備について

イギリスとアメリカの場合

延 藤 安 弘

1. は じ め に

大都市圏における公的住宅建設の行き づまりに端的に象徴されるよう

に，公的住宅供給計画は，いまや. あら たな道を模索し ，選択 しなけれ

ばならぬ時点に立たされている。本稿は，従来の「 フロー主義J . i戸

数主義」的公的住宅供給計画 IC対比 さるべき， 今後の新しい次元の住宅

供給計画一一修復型居住環境整備ーー の方向づけと， そのイメ ージを描

く上での一定の素材として，英米の住宅 ・地区修復の最近の動向を伝え

る乙と IC しTこい。

既成市街地における乙れからの住宅供給計画の備えるべき基本的観点

は何か，要約するとつぎの簡単な命題に帰着する。

① フロー対策よりもストック対策の重視

②住宅供給と環境整備を一体化した ，ハウジングの立場からの居住環

境整備

③ 現存の社会的 ・地域的生活パタ ーンを乱さず，居住者の自律的 ・自

主的改善エネルギーの尊重

④局部的「切開手術J (Cl earance) より ，プライト化の全般的「予

防J (Rehabi l i t at i on) へ

@ 事 業 推 進 は . Top- down方式より. Bot t om-up方式

@ 地 区 の ロー カリティ ，居住者の多織なニーズに適合しうる，選択的

手段の体系化

以上のような ，諸点をもり乙んだ，既成市街地における住宅供給計画

の方法とは ，つまると乙ろ ，住宅 ・地区のリハ ビリティション ，修復型

居住環境整備である。乙の乙との重要性の指摘は，すでになをれている

が，現在の問題は ，それを単なるスローガン的な意味での一般的認識に

とどめではならない乙とである。大都市圏の既成市街地の住宅 ・居住環

境の物的 ・生活的 ・行財政的実態は ，修復型居住環境整備の火がつけら

れるのをまっている状況である。そうした問題の背景について，包括的

に検討をおとなう余裕は乙乙には与えられていない。乙乙では，むしろ，

修復型居住環境整備の具体化をおし進めるために，そのモデJ レを，英米の

先例 lζ 求め ，その 乙と の有効性と方法を示唆する乙とにしたい。乙とわ

るまでもなく ，それぞれの国の社会的 ・経済的背景，都市基盤施設の整備

状況，住宅の構造的差異，住居法の有無および住宅政策体系の違い，等の

ために，日本lζ 機械的に適用する乙とは無意味で‘ ある。あくまでも ，修復

型居住環境整備の日本版を創造するための，一つの手がかりにすぎない。

2. イギリスの修 復 型居 住環 境 整 備

イギリ スに おける住宅修復の歴史的検討は ，すでに明らかにされてい

るので，泊詳 しく ふれる乙とはさけるが，最近の動向，とくに . 1969年

住居法以降について若干記しておとう。

イギリスの住居法において，修復( イギリスでは . Housi ng I mpr o-

vement . 住宅改善) の概念が芽生えるのは . 1926 年にさかのぼるが，

第二次世界大戦前は独立 した 概 念 として とらえられていなかった。

I mpr ovemen t  について，積極的姿勢をうちだしたのは . 1949年住居法

圏圃

で，住宅改善補助金が定められたときである。以後. 1969年住居法に至

るま での間，補助金の額，および標準補助金の対象となる必要余命数，

およひ改修目標の住宅設備水準の規定 ・緩和をめぐって，それぞれの住

居法のなかで独立した地位をしめるに至った。

1968年の イギ リス住宅白書一一「古い住宅から新しい住宅へJ ( ftOl d 

Houses i nto Ne w Homes "  ) をうけて. 1969年住居法では ， 自分の

住宅を改修，建てかえようとする者 lζ 対して . 3 種類の補助金を与える

乙とができるようになった。カリングワ ースによれば. 1969年住居法の

意義をつぎのようにまとめている。*2 その目的は. i人間的居住にふさわ

しい標準的快適性J (St andard of  Fi t ness for Huma n Habi t at i on)  

を得るために ，構造的 iζ 良好な住宅 Iζ ，住宅の諸設備を備えつけるのを

援助する乙 とであり ，乙のような目的に公共の資金を用いるととを正当

づける理由としては ，それによって，居住環境が改善されるという乙と

のほかに， 古い住宅の現代化 (Moderni zat i on) を怠ると ， スラム化

し，公共の資金で除却し ，または移転しなければならず，結局，高価に

つくという点である。さらに . 1969年法は，住宅の修復にとどまらず，

地域環境の修復にまで展開している点が注目される。それによれば，地

方公共団体は . i総合改良区域J (General  I mpr ovement  Ar ea) を

指定する乙 とができ . i 区域の改良」 という新しい概念は ，児童公園，

駐率場の整備のような改良 lζ 対する国庫補助，植樹，交通規制等の権限

をもふくんでおり ，地区修復の手段を提供している。

つぎに . 1969年住居法K 依拠 した修復型居住環境整備の興味ある プロ

ジェクト例を紹介してお乙う。 ftNew Li f e in Ol d Towns "時 で計函

対象地区と してとりあげているネルソンとロ ーテンス トーノレは ，都市衰

退がまさに加速化しつつある地区である。そうした地区の居住環境改善

の行動は，自治体と居住者の経済的に可能な範囲で とられるように計画

されている。住宅改善には ，プラン変更や，エ レベーションの外装，設

備の付加が，自治体の技術的ア ドバイス一一自治体内部，または自治体

と契約 した建築家の指導， tJt 準的改善プラン ・ディテー J レ・仕様のまま準

の作成，新材料や新工法の有効な選択基準の図解・ーーによって，地域的

建設労働( 大工 ・工務庖などの熟練労働) を使って進められる。住宅ま

わりの環境改善については ，裏通りの改善( 舗装や街灯設置) . 小 さな

付随的なオ ープンスペースの確保，歩道のネットワ ークと景観の質的改

善等がすすめられる。その'f1用は . 1969年住居法にもとづいて. 1戸当

たり最大 ｬ ∞ ポンドのｾむ閣内におさまるように見積もられている。計画

策定の前IC. 住宅調査と社会調査が実施され，住宅と居住潔墳が評価さ

れた後 K . 対象地区の環境改善の概念的な行動計画と ，フィジカ J レ・プ

ランニングが作成される。計画案の模型は，タウンホ ーノレに展示され，

住民 iζ 公開され，住民は公聴会を通じて，その計画 K 対する窓尻を開陳

し，計画はそれにしたがって修正されていく。乙のような地区修復計画

のすすめ方と， それをパックアップする住居法に規定された国の財政援

助のやり 方は， わが国における修復型居住環境整備事業に一定の ヒント

を与えるものとして興味深いものがある。
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3. アメ リカの修 復型 居 住環 境 整 備

限をアメリカ lζ 転じよう。アメリカの邸rn再開発が，民間デイベロッ

パー中心のそれから ，公共住宅政策と社会福祉政策との連携，住宅政策

と都市再開発政策との一体化の方向をたど‘ っている乙とは ，すでに論じ

られている通りである。ととろで， アメリカの居住環境整備のタイプ

は，住田論文叫の整理にしたがえば ，つぎの通りである。

A. クリアランス事業 (Redevel opment) 

B . 地区修復事業 (R ehabi l i t at i on)

B - 1 . 保全事業 (Conser vat i on)

B - 2 . 修復事業 (R ehabi l i t at i on)

C . 住宅条令執行事業 (Housi ng Code Enf or cement )  

D. モデJ レ都市事業 (Model Ci t i es)  

すう勢としては . A タイプから B. C.  D タイプIC向かいつつある。

地区修復事業は . r現状の施設の継続的利用を基調とし，不良化しつつ

あるか，またはそのおそれのある施設を改修し，生活環境全体として不

足している施設を充足していく手法を指す。」住宅条令執行事業は「ス

ラム化のおそれのある一定の区域を対象! C ，住宅基準条令を施行し，基

準以下の住宅を除去または改修し ，不備な公共施設を充足した上で，回

復した地区内の住宅 ・環境水準を確保していく事業」をいう。前者が，

「面的な修復J . 後者は「点的な修復」が中心である。 D . の Model

Ci t i es Pr ogr am については，すでに他lζ 紹介が行われているが*5. C.  

Hous i ng Code Enf or cement についての立ち入った検討は，寡聞にし

て知らない。そ乙で，以下! c， Housi ng Code Enf or cement について

いくつかの文献*6によって知りえた乙と紹介しておきたい。それは，自

治体における住宅ストックのあり方を規定した「住宅条令J . 条令執行

のための住宅インスベクタ ーの役割，修復補助金 . C R P との連動など

の点で，わが国の既成市街地における住宅供給計画，居住環境整備に一

定の示唆を与えていると思われるので，とりあげた。

1 )  Ho u8i ng Code とは何か

まず，Housing  Code(住宅条令〕とは何か。その鶴市の住宅の梼造，

設備，維持ないしは居住状態の一つまたは，それ以上の側面において，

基準以下 (subst andar d) の住宅は ，公衆の衛生と安全!r 悪い影響を及

ぼ し， 居住潔境の荒廃の継続 ・拡大 ・恐化ILつながるものである。その

ため，公衆の保健，安全および福祉を適切に保護するためには，最低住宅

基準の設定とその施行を必要とする。それが. Hous i ng Code である。

注意すべき乙とは Housi ng Code ( 住宅条令) は ，Bui l di ng  Code 

( 建築条令〉とは異なる点である。 Bui l di ng Code は，新築の建物の

構造，設備，配管，配線，出入口 ，採光，換気，防火，道路との平時宇

について規定した ラ占二基準である。一方. Housi ng Codeは，ストツ

J 基準であり ，既存住宅の居住と維持管理の水準を設定している。全米

中，最もHousi ng Code Enf or c ementがうまく機能しているといわれ

るフイラデルフィアの Housi ng Code Iこよれば，第一 Ir ，居室のプラ

イパシ ー， 水洗便所，照明 ，暖房，防火，安全，敷地における位置，厨

房施設といった住戸の維持の水準について，第二! と ，家主および居住者

の管理立任を ，衛生，廃物の除去，暖房，管理サービス ，最大居住人数

の明示，にわたって定めるれており ，第三lζ ，アパー トの管理規定とし

て，部屋別アパー トの許可，多家族住宅の許可，途反の除去，居住!r 適さ

ない住宅の指定，等! とわたって明記されている。その他，民間アパー ト

の営業許可制の内容，管理 ・法規の施行および罰則の内容を定めている。

乙のような内容をもっ Housing Code が，各自治体ごとに準備され

ており ，水準以下住宅をなくすための重要なテ コとなっている。

2 )  H ou8i ng  Code  E nf or cement とは何か

上記のような Housi ng Code を，一定地域 ・都市IL適用し，執行し

ていく乙とを ，Housi ng Code Enf orcement (住宅条令執行事業) とい

う。その目的を ， 一言にしていうならば Ｎ ｾ図的クリアランスを必要と

する前 IL . 効果的な Code Enf or cement と，適切な公共施設の供給を

通じて，居住環境の安定性を維持し. プライト化を予防する乙とである 。
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表 1 Code Enf or cement  Proi ect s K対する連邦政府の州別補助金額

( 1971年〉
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Code Enf or cement の生いたちを簡単にふりかえってみると， つぎ

のようである。 1954年住居法で Wor kabl e Pr ogr amの策定が義務づ;'I j

られ， そのなかではじめて Hous i ng Code の規定が行われた。 1959年

住居法で，C R P  (Communi t y  Re ne wal  Pr ogr am) が導入され，当該

市域を， a )  Code Enf or c ement ， b ) 援助なし保全( Conser vat i on) ，

c ) 援助付保全および修復 (Rehabi l i t at i on) ，d ) クリアラ ンスと再

開発 (Redev elop me n  t) の4 つの更新事業手法 IC区分されたなかに* 7 ，

位置づけられた。さらに ，19似年住居法の Wor kabl e Progr a mのなか

に，コミュニティ ・ワイドの Hous ing Inspect i on  (住宅検査) と ，

Code Compl i ance  ( 基準応諾) が導入され，Housi ng Codeの適用が

連邦政府の目的として義務づけられた。 1965年住宅 ・都市開発法11: 至っ

て， i集中的住宅条令執行事業」を行う権限がきめ られた。1968年住宅

Ｎ ｾ市開発法で は ， 修復 補助 金 の増額 Ｈそれ ま で の Ｑ ， Ｕ ∞ド ルを Ｓ ， (間ド

ルlζ 増額) によっ て，住宅修復の実施水準を高め，近隣住区の安定性と ，

集中的条令執行事業の強化を図るとと ができ るようになった。

なお ，Code  Enf orce ment が全米中どの州で，どの程度とりあげら

れているか，補助金額でみる と，表 1 の通りである。

3 ) 住宅インスベクターの活動

「住宅基準」と「事業計画」と「補助金J 11: 加えて，Code  E nf orcement  

を支える大事なファクタ ーとして，住宅インスベク ターの活動を見逃す

わけにはいかない。 Hous i ng Inspect i on ( 住宅検査) の方法には二通

りある。ひ とつは， i個別苦情処理シス テム」で，居住者個人の苦情 ・

投書に よっても ち乙まれた住宅について，市当局の住宅イン スペクタ ー

による住宅検査を通じて，住宅改善の指導を行う やり方である。もう一

つは ， i集中的条令執行シ ステム」 で，地区ぐ るみの計画的な修復，基

準執行を行うために ，全市的観点から遷ばれ地区の bloc k to bl ock， 

house to house の全戸調査を行い ，その水準の程度によって改善の方

法 と11質序を決定するやり 方である。当然，後者の方が，体系的で効果的

な居住環境整備につながる 方法といえる。しかし，乙 うしたコミュニテ

ィ ・ワイ ドのインスペク ション を実行している都市は少ないようであ

る。うまく進んでいるといわれる フィ ラデルフイア の例では，全市を72

地区lζ 分割し ，そのうち住宅検査の必要な32地区，全市20万戸のω 形の

住宅を ，1958年- 1962年の 5 年聞に完成 した。最近，さらにフィラデル

フィアの C R Pが全市にわたっ て再点検をうけ，そのなかで全住宅の検

査を行う必要のある地区が勧告 されているようである。

住宅インス ペクタ ーは，と‘ の位の人数が必要かについては，ある仮定

によれば，人口 2 万人 11:対 して 3 人のインス ペクタ ーが，シティ ・ワイ

ドの年間住宅検査プロ グラムの初年度の実行11: 必要で，その後は 2 人の

インスペクタ ーでいいとされている。また ，他の仮定では ， 1 日lζ ，8  

- 10戸の住宅検査を行うとして，年間住宅検査プログラムの実行lζ 必要

な人数を計上するという例もみられる。

住宅インスペクタ ーのよ定成は，州の教育プログラム 11 : よってすすめる

れるインスペクタ ーとしての専門的 ・技術的 トレーニ ングによって行わ

れる。住宅インスベクタ ーは，スペシ ャリ ス トと いうよりも ，ゼネラリス

トであり ，建築の技術チ ェッ クの知識，条令i盗反を改善するための技術指

導と ，そのパックにある法律・財政的勧告，およびコミュニ ティ ・リーダー

との接触等のための幅広い知識を必要とする。いわば，住宅インスペク

ターは，ハウヅングlζ 関するソ ーシヤ J レ・ワーカー的存在ともいえよう。

4 )  Hous i ng Code E nf or cement の問題点と，方向

すでに，アメリカでは . Hous i ng Code E nf or cement が，居住環境

Jg化を防止する効果的予段と して，その必要性は， 議論の余地なく認め

られてはいるが，実際執行していく上には ，騒々の困難につきまとわれ

ている乙とも事実である。た とえば，

・条令の標準が不明瞭であり ，非現実的である場合

. 執行事業にたずさわる住宅インスペクターのスタッ フ不足

. 条令にある ペナノレティが無視されがちである

・家主は ，修繕命令 11 : 応じるよりも ，その時々の罰金を支払 った方治安

いと考えがちである

- 適正な住宅供給の不足か ら，過密居住住宅や，荒廃化住宅から居住者

を住みかえさせるととが困難である

・低収入階層の家主は，条令通りの改善を要求さ れても，その費用負担

に耐えかねるし ，自治体の財政的裏づけ も十分ではない

・低収入階層の借家人は ，条令執行後( 修復後) ，家賃値上げか，立ち

退きの要求があるので，条令執行に抵抗する

以上のように Code Enf or cement の困難性は，S anct ion(許可・処罰)

の実行性と， それに大いに関係、がある財源問題， および住宅インスベクタ

ーの質 ・量をどれだけ拡充しうるかとい う組織問題lζ あるようであ る。

ととろで，紙数がつきたので，録後に一言 ，Hous i ng  Code E nf or-

cement は，乙れからどんな方向 IC向かおうとしている のかについて，

簡単にふれて結びに したい。 19ω 年代の経験から . 1970年代のあるべき

方向を示唆している レポートの勧告によれば. Code Enf or c ement を，

市当局 11: 中央化 ・集中化する よりも ，コミュニテ ィ単位 IC分権化する方

向を提案している。すなわち，自治体のなかのーセクシ ョンだけでな く，

コミュ ニティのなか IC ，ハウ ジング ・サービスの恒常的事務所が設置さ

れる方向を示 してい る。さらに，大事なζ とは，住宅インス ペクタ ーは，

修復活動の専門家，コ ミュニティ ・リレイシ ヨンの行政官，住民組織，

各居住者が協調 して，当該地区の居住環境改善プログラムの作成や， そ

の七めの情報提供を行い，さらに，住宅修復 とそのための資金調達の指

守 . do-j  t - yoursel f の住宅修繕の援助等を行う地域世話役的な， 自治体

と居住者を結ぶパイプとしての役割をおびる方向かうかがわれる。

4. む す び

以上， いささか端折りすぎのきらいはあるが，英米の修復型居住環境

整備 と，とくにHous i ng Code  E nforc ement のあらましを述べた。わ

が国の大都市の既成市街地の居住環境， 住宅供給のあり 方を考える とき，

physi cal な姿の機想とあわせて，乙うした S OF T な制度を衷打ちしな

J ればなるまい。 上11 : みてきたような，住宅ストックの対策を， 居住者

・地域の実情11 : 合わせて，修復中心! と進めていく乙と一一居住環境管理

サーピス一一 乙そわが国でも ，自治体の乙れからの主要任務と なろう。

もちろん，従来の公的住宅の建設戸数をもってのみ，住宅政策の実絞の

バ ロメーターと考えてきた国 ・自治体の体質が，早急に変わ ると は思え

ない。しかし，少なく とも一つの突破口を，いずれかの地成 ・自治体でつ

くりうる契機が今日存在する乙と を，私は重視したい。かつて，パルティ

モアとい うー 自治体によ って始め られたHous i ng Code Enf or c ement  

が( 1941年) ， 20年あるいは30年を経過 して ，全国的な レベルで定者，

成長してい ったかの国の経緯を思う とき，条件のある自治体で乙う した

手法の創怠的な「日本版」の先鞭をつけることの努力は，あながち無怠

味ではあるまい。
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既成居住地の整備手法の現状と問題点

北 条 蓮 英

1. 既成居住地の整備手法の方式

既成居住地の整備は ，それが含まれる既成市街地の整備 と密接にかか

わっ ている。したがって，整備手法についても ，その前提として既成市街

地一般の整備手法をみる乙とがまず必要になる。乙乙での整備手法を，

単なる物的施設の除却，建設といった狭義の手法に限定する乙と なく ，

市街地の質的改善に役立つあらゆる都市計画的手法と ，理解 しておく。

整備の手法は ，その目的，方法によりつぎの 6 つの方法11: 分類で、きる。

① 規制に よｾ方式

用途や施設立地の規制は ，都市計画の最も基本的手法である。規制

は， 民閣の建設活動を長い時間をかけて誘導していくものであるから ，

市街地技術に対 して速効薬的効果は期待できないが，地区の土地利用の

等質化を徐々に図っていく乙とにねらいがある。 r用途地域J r建ぺい

率J r容積率」は，一般的規制jである。また，近畿圏の既成都市区域に

おける工場特例限区域において. r大規模な工場，学校( 敷地函積1. ()()() 

nf 以上) J の新設，増設が規制されている。

② 融資による方式

融資は民間のスペースの共同改善を側面的 IL援助する手法である。地

改築，新築といった建築活動のうち，大半が民間によって占められてい

る乙とから ，乙の手法は無視しえない働きをする。個人単位の建築活動

を，街区単位11 : 共同化できれば，市街地整備に一定の効果を発揮する。

旧防災住築街区造成事業は，建物の共向述醤えを組合単位で行わせる手

法であり，大阪府下では大きな実紛をあげている。共同建築lζ 際して一

定の公関空地をとる乙とにより ，建築の容積，形態lζ 対して建築基準法

の一般的規制を緩相する手法としては . r特定街区建築物整備事業」

「高度利用地区建築物整備事業J r総合設計建築物整備事業」がある。

とれらの事業11: 対して，住宅金融公庫の融資が受けられる 。

③ 買収による方式

乙の方式は ，あとでのべる鶴市施設や公的住宅の建設事業の前段階の

買収行為ではなく ，買収自体を目的とする事業である。市街地内に立地

する問題胞設( たとえば，公害工湯) などの買収，撤去，あるいは公共

用地の先行取得といった手法は ，居住環境改善の前段としての事業とい

える。既存の手法には， r都市開発資金制度J r土地の先買い制度」が

ある。前者は ，近畿圏の既成都市区域において公害工場などの環境慈化

施設を買収するというもので，大阪市では 3.()()()nf 以上を対象としてい

る。後者は ，都市計画決定されている区域内の土地および 2. ()()()nf 以上

の土地の取り引きにあたっては ，市長lζ 届出を義務づけている ζ と，ま

た， 3∞nf 以上の土地について，市長 lζ 買い取りの申し出ができるとい

った乙とが，その内容である。

④ 都市施設の建設による方式

道路，公図 ，下水道といった都市施設は ，市街地構成の蕊幹的施設で

あり，都市計画のなかでも重要な卒業として位置づけされている。とく

に道路の撃ｾＱｉｩは Ｎ ζ れまでの都市計画において大きな比重を占めてき

た。一方，公園 ，下水道は居住地の法本的機能であるにもかかわらず，

道路に比して後手にまわされてきた。都市施設の建設は，それを単独で
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施行する なら，その区成内の権利者を買収するわけで，転出を余儀なく

する。 とくに既成居住地における都市施設の建設は， i公的住宅の建設」

「地区整備」と述動させる必要があろう。また，都市施設とはいえない

が，公害防止事業団の「共同工場の建設譲渡制度」は，公害工場を間引く

という機能があり ，居住環境撃仰という点で大きな窓味をもっている。

⑤ 公的住宅の建設による方式

公的住宅のとれまでの建設のやり方は，さら地があれば所かまわず戸

数かせぎに建設するという乙とから ，戸数消化主義と批判されてきた。

乙れでは，既成居住地の整備という視点を求める乙とは，無理であっ

た。しかし，既成市街地へのあるまとまった量の公的住宅の供給は，一

定水準の居住地を計画的 11 : 創出していく乙とができるという点で，大き

な役割lを担っている。 ζ れまでの住宅公団の 「市街地住宅建設事業」は，

既成市街地への住宅供給という目的があった。乙の制度のなかで， r地

区市街地住宅制度」は，路線商庖街の不燃化と住宅供給をあわせて進め

るものである。 r面開発市街地住宅」は ，大規模な工場跡地( おおむね

3  ha以上) 1ζ 高密度な住宅開発を行うものである。

⑥ 地区整備による方式

乙れは ，特定地区において公共施設の整備とあわせて，物的施設の整

備を一体的 lζ 進める事業手法である。手法のなかで最も積極的な役割j を

もっている。既成居住地の手法としては，市街地開発の三法，つまり ，

住宅地区改良法，区画技理法，都市再開発法などがある。住宅地区改良

事業は改良地区の指定，不良住宅の除却，敷地整備，改良住宅の建設を

行うものであり ，居住地を対象にしたI I ! E - の再開発手法である。区画整

理手法は，換地という手続により土地の交換分合を行い ，公共施設の盤

。lI iを行おうとするもの。道路，公図用地は，土地所有者が持ちだす乙と

( 減歩) により，生みだされる。都市再開発法は，既成市街地内の木造

密集地区において，建築物の共同建替え，高層化を行い，土地の高度利

用と都市機能の更新を図るというものである。乙のための手法は，権利

変換と いうやり方で，権利の買収を行う乙となく従前の土地，建物の権

利を新 しい建物 lζ 置き換えると いう ものである。

2. 既存手法の基本問題

「規制J r融資J r買収J r都市施設の建設J r公的住宅の建設J

「地区整備」といった既存手法全体を通 していえる基本問題を，つぎの

2 点についてのみふれてお乙う。

1) 単一目的達成型手法であること

まずおのおのの手法が，単一目的の達成に目標をおいているという点

である。市街地とか既成居住地の性格は多様であり ，そ乙 lζ 内在する問

題も多面的である。乙うした地成の整備の課題と回線は ，決して単一で

あるはずがない。と乙ろが現実の手法は，個別の目的に対応した手法と

なっている乙とから ，複数の回線があっても ，単一目標 lζ 限定して施行

するとか，あるいははじめから手法の条件にあわせて，地区整備を行わ

ねばならなくなっている。本来なら ，地区の問題の質と広がり ，そ乙か

ら規定される整備の課題と回線が設定されたあと ，手法という多様な手

段がさめられるべきものなのに，乙れが逆転している。



2) 土木事業的手法であること

「規制」および「買収」による方式を除く手法は，何らかの物的施設

の建設を伴うものである。市街地とか既成居住地は，生活，営業活動の

物的基盤である乙とから ，物的施設の整備は，既成居住地整備の基本で

ある乙とはいうまでもない。しかし ，乙の物的施設の建設がそれのみに

おわるとしたら ，やや問題である。というのは ，市街地は単なる積み木

ではなく ，乙ζ には生活や営業のシステムが展開する生活空間がある。

物的施設の転換は，そとに居住，営業している者 IC生活様式の転換を求

める。あるときには生活再建，事業の展開，業種転換といったととを，

なかば強制する。乙うしたととに対しては ，単に物的施設さえつくれば

よいという土木事業的発想ではなしそ乙 IC形成している生活，営業シ

ステム， 地域の人間関係などの社会構造そのものの展開を考えるもので

なければな らない。乙れまでの手法を建設省サイド的とよべば. 乙れに

厚生省サイ ドとしての社会福祉的視点が導入される必要があ ろう。

3.  運用 にみ られる 特 徴

整備手法のなかで，特定地区の物的施設の整備を直接的に行う手法と

しては，再開発三法( 住宅地区改良法，区画整理法，都市再開発法) が

あるが，それらの運用における特徴と問題点をみる ζ とにしよう。

1 ) 住宅地区改良事業

三法のなかで，居住地整備を直接IC目的とする手法は，住宅地区改良

法である。乙の手法は，戦前の不良住宅地区改良法が昭和35年lζ 住宅地

区改良法として改訂されたものである乙とからみて，法のたてまえは ，

「住宅地区」の改良をすすめる手法というととになっている。しかし，

乙の手法の適用の 4 条件( 地区面積，不良住宅数，不良住宅率，戸数密

度) は，対象地区を局古事的 lζ 限定させ，劣窓住宅の密集地区といったと

乙ろにしか適用できなくさせている。乙うした法の硬直性に対して建設

省の方針は，比較的柔軟であり . 4 条件よりも施行者である市町村の事業

意欲の方を，より重くみている。乙の手法の問題点の 2 つは，施行者の建

設する住宅が，公的賃貸住宅に限定されている乙とである。乙のため，持

家の多い不良住宅地区において，適用が困難となっている。と乙ろが現

実の例では，分譲住宅を導入しているととろが最近でできている。兵庫

県川西市では零細な建売住宅地区 IC改良法が適用され，改良住宅として

賃貸住宅以外に，金融公庫の融資を受けた個人共同住宅( 分譲住宅〉を入

れている。法理論上は分譲住宅を導入する乙とに問題がないわけではな

いが，現実的対応としてやむを得ないという見方がつよい。乙の乙とは

住宅地区改良法が遂用段階において，現実の居住地整備の課題IC対応す

るために，かたくなな法の基準 IC抵抗している乙とを示している。つま

り，法そのものが，現実の前にシャッポをぬいでいるとみてよいだろう。

2  ) 区画整理事業

区画整理法は，半世紀以上の歴史をもち， i都市計画の母」といわれ

るように ，都市計画の諸手法のなかで& も大々的 IC進められ，震災，戦

災のあとの都市計画の手法として強力に活用された。「公共施設の整備」

により ， i宅地私用の増進」を図るという乙の手法は，確かに郊外の公

共施設の未整備な米市街地においては ，一定の効果があった。しかし ，

既成市街地において，減歩という方式により公共用地を生みだす乙とに

は，きわめて困難がある。乙のため，密集市街地の区画整理事業につい

ては，幹線街路の整備貨を管理者負担金として補助する「公共団体区画

整理補助事業J ( 旧称都市改造区画整理事業) が制度化されている。手

法は ，乙のように一定の修正，改訂が加えられはしたが，既成居住地に

おいては乙の手法の適用はきわめてむつかしいといえる。それは ，道路

なと、をすっきり通す乙とは ，かえって率の侵入，通過交通を許す乙とで

あり ，居住環境の慈化につながる不安がある乙と。また，密集地域では

宅地そのものが零細規模であるととから，区間整理の適用が物理的 ( C困

難であるという事態になっているからである。

3 ) 都市再開発法

都市再開発法は，旧市街地改造法と旧防災ｾ築街区造成法が発展的に

合体して生まれたものである。法の目的は，土地の高度利用，都市機能

の更新であるといわれているが，具体的には公共施設の整備，建築容積

の高度化に集約される。乙のための手法としては ，権利変換方式である

が，いま一つの特質は ，事業資金の捻出のやり方にある。 つまり ，保留

床を建設し，乙れを一般処分する乙とにより ，事業資金を生み出すとい

う考え方である。事業成立の乙のしくみは，事業の対象地区をおのずと

限定される乙とになる。都市再開発法という大きな名前のわりに ，いぎ

現実IC適用されているのをみると ，駅前広場，幹線道路の整備，中心商

業地区の建替えが圧倒的である。また ，工場跡地の再利用 とい ったもの

もある。都市の選本細胞である居住地の再開発lζ ，乙の手法を適用する

乙とは ，ど うも困難であるようだ。国会の審議過程において，法第 5 条

「住宅建設の目標設定の義務」があわててつけ加えられたという法の成

立過程からみても ，住宅，居住地の乙とが副次的にしか考えられていな

かった乙とを示している。乙うした経過を不問にするとしても ，乙の手

法の成立条件，すなわち ，地価の相対的に高いと乙ろで，かっ，高容積

のスペースをつかむ乙とが可能である立地という乙とを考えると，既成

居住地における乙の手法の成立性は，きわめて望みが薄くなる。市街地

再開発事業の施行主体として住宅公団が入っているととから，従来のよ

うな住宅供給一点ばりの姿勢を改め，既成市街地の質的改普ーに公団が乗

り出すならば，一定の前進といえよう。

4) 合併施行

整備手法の連用の近年の特徴は ，合併施行というやり方である。個々

の手法は，それが単一手法として適用されると，どうしてもおち乙ぼれ

る問題が出てくる。乙うした場合，複数の手法を同一地区，あるいは隣

接地区において重ねて適用する乙とにより ，個々の手法の限界を別の手

法に補完させる乙とができる。つまり ，個々のもつ弱点を相互に補充し

合う乙とができる。区画整理法，住宅地区改良法，旧防災建築街区造成

法の組合わせは，比較的よく用いられる方法であった。旧防災建築街区

造成法は ，事業法というより組織法的性格であったため ，比較的身軽に

使われ，他の手法と組合わせて活用された。大阪市上六下寺町の再開発

は，合併施行のはしりであり ，防災建築街区造成事業と公団市街地住宅

制度，それに区画整理事業，街路事業，高速鉄道事業などの公共卒業の

組合わせて‘ ある。尼崎市常光寺は，区画整理事業にあたって零細な借家

権利者，老朽住宅への対策として住宅地区改良事業が同時施行されてい

る。また，伊丹市呉竹，若松地区では ，区画整理事業において商庖経営

者は防災建築街区造成事業により，共同建築をたて，借家人は改良住宅

に収容するという方式をとっている。伊丹の場合，地区内住民の区画整

理事業の反対運動が対策要求に発展し，施行者をして乙うした方策を実

行させたものであるが，区画整理の単独施行の限界を解決しようとした

点は，一応評価できょう。合併施行方式は施行者からみると ，運用面に

おいて問題がないわけではない。制度の監督官庁が異なるため，事務手

続きの繁雑さ，国庫補助率のちがい，買収者に対する税金の負担額 IC差

カf ある乙となどである。

4. 運用にお ける行 政 体の姿 勢の問 題

手法は，その制度の内容の充実もさる乙とながら ，迩用，あるいは述

用過程がきわめてE 要で- ある。それは ，運用段階においてはじめて，そ

乙lζ 住み働く地区住民，権利者の生活，営業の利害と直接にかかわって

くるからである。運用の過程において，施行者である公共団体の姿勢，

居住地整備に対する考え方が強く反映される。卒業過程で最も重要な部

分は，住民折衝，話し合い . 関係機関との協議といった非行政的な業務

である 。乙うした業務を行政的 IC処理するのではなく，住民との情報の

フィ ー ドパックを通じて， 事業条件をにつめていくという態度が不可欠

である 。都市計画事業は一般に ，住民の知らぬ閣に決定された都市計画

案をベースにして事業計画が認可されると，行政的決定をたてに，しゃ

にむに事業を執行していくという旧来の方式があるが，居住地整備にお

いては全く通用しない。施設のっくりかえは ，行政体はもちろん ，そ乙

に居住，営業している主体の窓識の変革を求める。居住地整備の目標

は，単なる物的施設のっくりかえにあるのではなく ，そとに形成，存続

している生活空間のシステムの展開をも含むものでなければならない。

( ほうじよう れんえい K Kアーパン ・プランニング研究所代表取締役〉
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既成市街地整備の新しい手法について

長 沢 孝 行

1. 新 手 法 の必要性と基本的方向

一 公的住宅供給面からの問題点

三大都市圏，とくに東京，大阪では公的住宅建設が促進できす. r住

宅行政の行き詰まり」が表面化 している。乙の事実は，単l ζ r i l l : の供給j

を重点としてきた住宅政策の問題にとどまらず，過去の諸施策において，

住宅が生活の場を創造する 重要な羽i d'i・胞設としてどのように位置付け ら

れてきたかの問題を提起させようとしている 。

一般的論点は. r住宅行政のあり方」の見直しを第一義的に行 うべきで

あるとしているが，乙れと同時に，多面的解決策を検討すべきであろう 。

とくに公的住宅供給の立場ーから乙の原因を切らかにすると ，第一 lζ 土地

問題にからむ住宅用地の取得難，第二Iこ地方財政の貧困による住宅に関

連する郎市施設の未整備にかかわる投資の限度性，第三 ICは都市形成に

かかわる都市施設としての住宅の計画的位置付け，ならびに，集合住宅か

創造する生活の場の確保と地域 コミュ ニティ ーの貢献性の問題である。

むろん問題解決と同時に今までの具体的検討でどちらかといえば怪説

される傾向にあった住宅問題の位置付けが都市問題の次元まで積極的に

持ち上げられ，きめ細かい対策lζ 組込まれるべきであった。とくに今日

の郡市構造，人口配置等の諸問題のなかで ，土地問題が都市環袋，住宅

lζ 与える影響は根深く，住宅供給等が公有地の確保を前鍵に行われる，

現在の仕組みを変えない限り，あるいは土地利用にかかわるすべての規

制が国民のコンセンサスを背去に全面的に ， 合理的に実行されない限

り，根本的には解決されたといえない。最近の土地の確保は現在の行政

体質ではもはや至難であり，確保されたものについても特別の努力が仕

組まれたものばかりという実態である。土地の所有権と利用権の認識が

所有- l f と乙れを利用しようとする者の問で距離的隔たりを保ちながらそ

れぞれの利益追求lζ 努力のほとんどを続けて，反省を試みない限りでは

同様に解決されない。乙のぷ味から ，いわゆる土地が投機対象とな らぐ

いための対策や，地価の高総と比例する都市E基地荒廃の現象を防止する

方策が社会経済面で総合的に組立てられる必婆性が強く望まれている 。

つぎに地方財政貧困の実態は高度成長! とおける繁栄の裏面 lζ 存在する

弊13の具体的一例といえる 。乙れは都市におけ市街化の鉱大が都市施設

整備の速度と一致せず，将来の都市構想も不明確のまま ，環境水準の低

下を現出させたが，とくに JI- 画的市街化が必要とされる地域において，

施設整備が難航し，秩序ある住宅の定着を阻害し ，地価高騰なと‘を伴っ

て低賃，狭小化を生じさせる乙とになった。従来のストックであった施

設は急激な人口の集中! こ侵食され機能上もマ ヒを生じ，つぎたし的施設

拡充を余儀なくさせられることなど‘から，財政的投資を混凱させること

に，問題を発展させたのである。
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方，社会増 lζ 現出した過密人口 ，世帯のための住宅需要に第一目的

をおいた公的住宅の孟中心の供給施策は大規綴開発重視の低地価ゾーン

追随をつづ. け，これに必要な関辿施設の整備負但の大部分をその地域に

ゆだねる乙とになったが，乙れがまた，今日の大都市周辺における地方都

市の「団地お断り」と「人口抑制」の芯向を助長する結果を生じたのであ

る。乙れはまた ，住宅が本来求められる場所! 1 : 生活の場の胞設として，

他の施設と一体的 lζ 機能を発邦し ，郡市形成の重要なファクタ ーとして

存在すべきであったにもかかわらず，乙れが認められていなかった事笑

を明白 iζ 証明した乙とである。つまり ，住宅の立黄色限定性の証明が難し

し施設整備の責任のほとんとを負わされた結果のみが生じたといえる。

また.r団地族」なる用語を生じさせるまでになった集合住宅の形態は，画

一 的 で形式化された空間確保にその技術や資金のほ と んとがｾ吋 ｉ され ，

低廉的建設が美化される乙とも手伝って，ますます集合居住詳の特性を

失い，周辺地域との コミュニティー窓識を薄めていく結果を生じた。

以上のように過去の住宅政策が社会，経済面 lζ 残した影響は大きく ，

今日の住宅問題をー居侵起させた。したがって今後の住宅問題は ，都市

全体憎造のなかでその位置付けを社会経済的函から検討される乙とにな

っfこ。

以上. 大枠的 l乙今日の住宅| 問題を公的住宅の立場からのべたが，この

ような現状において，とくに既成市街地を中心とした乙れからのきめ細

かい住宅供給手法の基本的方向付けが必要となり ，たとえば，過去の鶴市

拡大の結果として，市街地周辺に残された空洞的良地が鶴市環境上から

も注目されているが，とくに乙れらを含んだ土地利用は今後の邸rb機能

と住民境保全の立場からその計画性と運用が大切であり ，既成市街地の

整備の方向付けに重要な怠味をもっている。 したがって，既成市街地整

備は新市街地との境い自にある空閑地の活用策によると ζ ろが大きい。

以上の乙とから新しい整備手法の前慢となる基本的方向としては，第

一は，都市構想、全体のビジョンを背去とした土地利用計画が地区レベル

でミクロ的 lζ 定められる必要があり ，ζ の計画! こ基づいてすべてのS妥協

開発か規制，誘導策とからんで円滑に促進される乙とが，都 rti 占E盤定着

上からも好ま しい。

第 二は，土地 利 用にからむ所有償と利用機の調整であり ， 土地権利ｾ

対策が有効に働かないと公共用地の取得，あみ出しは無理である 。乙れ

には公と民間の役者lが公共性と個人の権利の平等性において明確に認識

される乙とである。さらに財政面での有効な投資と税制面からの措置が

乙れら とからみ，経済上も好ましい効果が担保されなければならない。

第三は，住宅供給を含む都T布施設整備事業のそれぞれが総合的計画性

でつながりが弱かったため ，各事業が単独的 IC施され，総合的にみた都

市の俄能や，居住性，環療保全の確保が十分でなかった乙とである 。乙



乙れらの制度は市街化区域内で ，計画的かっ早急 iζ 市街化を整備し ，

無秩序な市街化を防止し，あわせて住宅および宅地の供給に資するた

め，一定の区域を僧定して ，一定期間内 iζ ，商的整備を行うとととし ，

乙れを実施するための事業について種々の措置を与え ，事業の円滑な促

進を図ろうとしている 。また ，これらの制度は ，都市計岡上定められた

既設の市街地開発事業の谷聞をうめるように位置付けられているととも

に，市街地の形成が上地基盤盤。I i i と施設整備が同時に行えるような仕掛

けとなっており，今までの制度 lζ ない多面的で=かっ一元的な規制と誘導

の手法が盛り込まれているといえる 。

つまり，この 2 つの制度は宅地開発促進地域が鶴市郊外のやや中規棋

( 20ha 以上) で，上地区画整理事業を行うと同時に農地等も集約しな

がら ，土地利用の計画的規制と誘導を行う乙とになっている。また ，住

宅街区整備事業制度は前者よりさらに都市近知の位置にあって， 1  ha 

以上の規模で土地の交換分合などを行いながら，必要に応じて段地の集

約も可能とし，基盤i喋の笑施と ，土地利用上の細かい規制をかぶせな

がら良好な住宅地のあみ出しを図ろうとするものである 。とくに住宅街

区整備促進地区 ，宅地開発促進地区に指定された区域ではおおむね 2 年

以内の事業の実施が好ましいとされており， 2 年間経過後は公共機関が

肩替わり施行できるとしている 。 したがって，この事業促進のため，乙れ

ら事業に対して，国および地方公共団体は助成措置として調査，事業計

画に対する財政的技術的助成，事業伎の補助，融資，利子補給のほか，税

制面で譲渡所得，固定資産税について優遇措置が行われる乙とである。

以上は国が新たな法律として制定しようとしている「大街市地域におけ

る宅地供給の促進 lζ 関する特別措置法案J !C盛り込まれる 2 制度の概要

である 。内容概要についてはつぎに掲げる 表- 2を参考にされたい 。

新しい手法，制度の検討で ，今一つの事業手法として ，49年度から園

が任; 怠事業( 今後制度化もありうる) として ，特定住宅地区整備促進事

業( ころがし方式) を地万公共団体において実施を計画中である。乙の

事業は既成市街地で鶴市施設が不足し，住宅環境が劣J患で ，乙の改善が

早速に必要とされる区域において，住宅を供給しながら不良な施設の扱

去と住民の住替えを行い同時に新しい施設の設置を図ろうとするもので

ある 。つまり特定の空閑地にまず新たな住宅を建設し ，住民の住替えを

特定入居の方式で行い，その跡地を新たな住宅，もしくは新たな施設に

転用しながら計画的 lζ 市街地の鐙備を図ろうとするもので，土地の再利

用 ，施設の移転が行われる ζ とから ， i 乙ろがし方式一跡地利用による

近隣更新計画」と呼ばれるものである。施行者は市町村( 必要に応じて

都府県，住宅公団，地方住宅公社) で，都府県知事が指定する特定住宅

地区内 lζ 「施行地区」を定め，特定住宅地区整備促進事業を行う。施行

者は地区内の空閑地を取得し，地区内での土地建物の現況，生活環境施

設の実態，新たな住宅への入居希望等事業lζ 関巡する丞礎的調査を実施

し，事業の基本計画を作成し，住宅( 乙乙では特定公的住宅と呼ぶ) 建設

の事業主体等との協議および，事業関述者とのすべての協議を完了の後，

事業の実施計函を作成，計画内容の P R，関係権利者lζ 対するコンサ J レ

テーションを行い ，特定公的住宅への入居あっせん，撤去住宅等の跡地

譲渡等の契約を完了させる 。一方，住宅の建設は先 lζ 取得した空閑地で

完成されるが，入居の完了と同時にすでに契約されていた跡地は施行者

!C取得され，土地の再利用として新たな生活環境施設整備が配置される

ととになる。乙の事業において国および鶴府県は基本計画および事業計

画ftlζ 対する助成，跡地用地取得貨にかかる補助等を行う。とくに乙の

事業手法は既成市街地の改造をきめ細かく実施する上で ，実験的要素も

多く，運用上も ，組織ノりや資金面がどのようにシステマティック lζ 動く

かなど検討すべき問題点が，先lζ のベた 2 つの制度と同様に多いが，い

ずれも現在の社会情勢のなかで: の胞策としては ，一般的 le評価される。

ちなみに特定住宅地区整備促進事業は豊中市庄内地区で' 49年度からス

ター卜 する乙とになったので，今後の新たな手法への一つの指標として

注目したいと思う。したがって今後も新たな手法について数多くの検討

課題が総括的で ，かっ ，各論的lζ 論議される乙とになるので，乙れから

の方向付けや問題提起はつぎの機会まで時間を待ちたいと思う。

( ながさわ たか由主 大阪府n察部住宅開発課)

のことから ， 今後は一つの計図をベースとした事業の関述付けが必要

で，計画の実施 b 時間的ずれの生じないことが大切といえる。乙のため

には計図の一元化 ，らしくは調整が十分になされることであり ，乙れら

を実行するための新たなシステムの確立が必要であろう。

新 し い 手 法 ， 制度 の 検 討一 国 に お け る 政 策

国では ，三太郎市圏において，とくに公的住宅の供給停滞が顕著 l ζ r

った乙とと合わせて，今日の土地問題なと都市計画上，健全な市街化形

成が極端 lζ 阻害される要因が多くなったことなと、から，とくに市街化区

域内での土地利用が本来の目的( 都市計画法上の〉を満たし ，計画的に

都市住宅環境が縫保される方策を制度化し，乙れによって当面の課題で

ある無秩序な市街化の妨止，都市施設の盤uifi ，公的および，民間( 主! こ

土地悔利者) による住宅の供給を一つの計画ベースで実施しようと) 5 -

え，その具体的手法について ，昭如48年 4 月都市計画中央審議会へ「大

都市地域の市街化区域内における段地等の市街化を促進するための制度

はいかにあるべきか。」を諮問した。これの答申として周年 7 月，っさ.の

ような内容を受け ，これを基本として，国は新制度を行う予定である 。

まず，基本的考え方では，

1  ) 郎市計画法で指定された rli 街化区域はおおむね 10年以内 lζ 優先的か

っ計画的に市街化を図るべき l孟減であり，土地所有者等の開発事業誘導，

あるいは公的機関による市街地開発，住宅団地の建設を積極的 lこ行い，

計画的な市街地の面的婆備を促進する必要がある。

2) 住宅，宅地幾が返迫する大都市では，位地等の無秩序な市街化を防

止しつつ ，街路，公園 ，下水道写の公共施設のととのった住宅市街地の

整備がとくに必要であり ，乙れには新制度の確立が必要である 。

3 ) 新制度の実施に 当たっては . 土地所有者等に対する規制! と援助措置

が長' J t 一体となる必要があり ，この際 ，土地利用の公共的特性，住宅，

宅地供給の重要性，都市計画の極旨，内容等につき十分な認識を勺える

よう周知措置を講ずること c

4) 市街地の整備に 当たっては，公園，緑地等のオ ープンスペースを計

画的 [ζ 十分に確保すること ，c らに生産緑地についても制度を検討中で

あるので ，乙の点にら配慮すべきである 。

としている。

乙の芯本的方向に基づく実胞上の制度として ，宅地開発促進地主主およ

び住宅街区整備事業制度の創設の必要性を述べている 。 これらの制度の

都市計画上の位置付- けはおおむね ，表- 1のとおりである 。
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表- 2 新しい手法，制度の概要

特 定 住 宅 地 区 笠 備 促 進

( ころがし方式)

住 宅 街 区 登 備 事 業 制 度

: 既 成 市 街 地 内

主 た る 現 況 | 既 成 市 街 地 ; の 空 間 地

住 宅 街 区 整 雨 漏 度 | 住 宅 街 区 整 制 足 進 地 区 需1] 度

| 市 街 化 区 域 内 の 燥 地

第 |種 ・ 第2種 住 専 ま た は 住 居 地 域

指 定 す る 区 域 | 特 定 住 宅 地 区 ; 特 定 空 閑 地

施 工 地 区

住 宅 街 区 整 備 促 進 地 区

ま見 キCJit

I  Ila以 上 1  ha以 上

市 街 地 再 開 発 百

施 行 で き る | 住 宅 地 区 改 良

住 宅 街 区 愛 備 事 業

事 業 | 公 営 住 宅 建 替 事

ー そ の 他

F 句 集 の 内 容

都 市 計 画

決 定 の 内 容

都 市 計 画 決 定 者

施 工 者 ま た

は 事 業 主 体

一 定 期 間 経 過 後

の 措 F

助 成 措 置

税 制 上 の

優 遇 措 置

0 特 定 空 間 地 の 取 得 l 土 地 の 交 換 分 合

0 空 閑 地 上 へ の 公 的 住 宅 建 設 I  ( 一 般 住 宅 区

コ施 行 地 区 内 土 地 建 物 質 収 I  i 公 的 住 宅 区

コ施 行 地 区 か ら 空 閑 地 に 建 設 さ : l 集 合 農 地 区 ( 3 0 %を限度)

れ た 住 宅 へ の 移 転 | 公 共 施 設 整 備

0 施 行 地 区 の 生 活 関 連 施 設 整 備 | 住 宅 区 の 住 宅 の 建 設

0 施 行 地 区 内 住 民 の 優 先 入 居

任 意 事 業 と し て 施 行

。函 積

め 住 宅 区 ( 一 般 及 び 公 的 )

集 合 農 地 区 の 商F

。建 ベ い 率

0 容 積 率

0 高層、中層、低層] J I] 住

宅 戸 数

0  住宅区、集合農地区、

公共公益的施設の配置

の 方 針

| 市 町 村

知 事

。主 要 な 公 共 施 設

。詳 細 計 画

ー・適 正 な 開 発 単 位 と し て

の ヱ 区

・工 区 ご と の 住 宅 区 の 面

積書IJ 合 の 最 低 限 度

- エ 区 こ' と の 集 合 燥 地 区

の 面 検 割 合 の 最 低 限 度

. 工 区 ご と の 建 ベ い 率 の

高 限 度

・1也 区 の 容 税 率 の 目 標

・工 区 ご と の 容 以 率 の 上

限 お よ び 下 限

・公 共 ・公 益 的 施 設 の 配 l

竺耳 l  

地 方 公 共 団 体 | 住 宅 街 区 整 備 組 合 住宅街区主主備組合

( 臼 本 住 宅 公 固 ま た は 地 方 住 宅 ¥ I 地 方 公 共 団 体

供 給 公 社 に 施 行 さ せ う る ) 一 日 本 住 宅 公 団一 一

。基 本 計 画 作 成 資 - 事 業 計 画 ・

作 成 費 に 対 す る 助 成

跡 地 取 得 費 に 対 す る 利 子 補 給

( 齢 事 業 の 一 )の 場 合 、 組 合 の 申 誇 |

ま た は 職 権 に よ り 知 |

事 が 代 行 j  

3 ヵ 年

市 町 村 に よ る 住 宅 街 区 笠

備 事 業 の 施 行

市 町 村 と 協 議 の 上 、 都 道

府 県 、 公 団 等 に よ る 施 行

都 市 計 画 に 関 す る 調 査 に 対 す る 助 成

公共、公益的施設皇室備に対する助成

住 宅 建 設 に 対 す る 長 期 低 利 融 資 お よ び 利 子 補 給

土 地 所 有 者 等 の 納 付 す る 負 担 金 に 対 す る 長 期 低 利

融 資

譲渡所得の，成免について検討 譲渡所得税の軽; 成

する | ・土 地 を 地 方 公 共 団 体 に 譲 渡 す る 場 合

・建 設 住 宅 を 一 定 期 間 内 に 譲 漉 す る 場 合

・地 方 公 共 団 体 の 先 寅 従 あ る い は 買 取 請 求 に よ る

場 合

・公 的 住 宅 区 の 補 償 金 を 受 け 取 る 場 合

集 合 農 地 区 内 農 地 の 宅 地 並 み 課 税 の 免 除

不 動 産 取 得 税 、 固 定 資 産 税 の 軽，成

土 地 所 有 者 等 が 建 設 し た 賃 貸 住 宅 お よ び そ の 敷 地

宅 地 開 発 促 進 地 域 制 度

市 街 化 区 域 内 の 農 地

第 l 穏 ・第2種 住 専 ま た は 住 居 地 域

宅 地 開 発 促 進 地 域

2011aζ J.J:ニ

既 成 市 街 地 に 隣 接 5 1l a以 上

土 地 区 画 愛 理 事 業

土 地 区 画 整 理

| 公 的 住 宅 区

; 共 同 住 宅 区

集 合 農 地 区 ( 3 0 %を限度)

主 要 な 公 共 施 設

地 域 整 備 計 画

面 的 整 備 事 業 の 基 従 と な る 道

路 、 公 園 、 下 水 道 、 学 校 等

知 事 ( 地 域 、 主 要 な 公 共 施 設 )

市町村( 地域墜備計画)

土 地 区 画 変 理 組 合

2 ヵ 年

市 町 村 に よ る 土 地 区 画 受 理 事 業

の方包1T

市 町 村 と 協 議 の 上 、 都 道 府 県 、

公 団 等 に よ る 施 行

地 域 設 定 に 関 す る 調 査 資 に 対

す る 助 成

土 地 区 画 受 理 事 業 費 は 地 方 公

共 団 体 が 負 担 し 、 国 が 補 助 す

る

宅 地 造 成 お よ び 住 宅 建 設 に 対

し: 長期低利融資、利子補給

扱 渡 所 得 税 の 軽 減

・土 地 を 地 方 公 共 団 体 に 譲 渡

・換 地 処 分 ま た は 開 発 行 為 の 工

事 検 査 完 了 後 2 年 以 内 に 宅 地

をｾＡＨ［度

・地 方 公 共 団 体 の 先 質 権 あ る い

は 買 取 請 求 に よ る 場 合

・公 的 住 宅 区 等 の 補 償 金

集 会 農 地 区 内 農 地 の 宅 地 並 み 課

税 の 免 除

不 動 産 取 得 税 、 固 定 資 産 税 軽 減

土 地 所 有 者 が 建 設 し た 賃 貸 住

宅 お よ び そ の 敷 地

施 工 地 区 内 の 跡 地 の 土 地 等F 丁 言 ( 集 合 農 地 区 ) 1 有 ( 公 的 住 宅 区 、 公 益 的 有 ( 公 的 住 宅 区 、 公 益 的 施 設 問

先 賃 制 度 の 有 無 | 買 取 契 約 I  ，. ，- - - _- - • I施 設 用 地 集 合 燥 地 区 ) 地 、 集 合 農 地 区 )

そ σコ
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『第 | 種住専地域において( ; ) : 容積率、高さ等に特例 第 l 種 住 専 地 域 に お け る 公 的 住

措 置 を 講 ず る 宅 区 、 共 同 住 宅 区 の 容 積 率 、 高

区 域 指 定 に 当 Tこ り 区 域 整 備 の 基|

本 方 針 を 住 民 に 周 知 す る こ と |  
他 I ' T' ' ' ' "'  ｾ＠ ｾｾＮＭ，ＭＢＮ｟，＠ - - - I  

| 都 市 計 画 決 定 に 当 た り 土 |

地 所 有 者 等 の 意 向 調 査 な |

| ら び に 説 明 会 を 開 催 す る |

こと |  

さ 等 に 特 例 措 置 を 講 ず る
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固固四国国

大阪府における生活圏整備事業について

佐 藤 健 正

は じ め に

「生活圏整備事業」は，大阪府土木部が昭和46年から約 3年聞にわた

って，既成市街地における生活環境整備の手法として，その実現のため

の諸準備をすすめつつあるものである。乙乙では，その準備作業1r. 協力

する機会を与えられた立場から，乙の卒業の目的や内容などを紹介する

とともに，事業実現上の諸問題等について触れてみたい。

1 . 背 景

高度経済成長期におけるわが国の都市政策は，産業経済基盤の整備に

重点をおいたものであった反面，市民生活の翠盤である住宅市街地の整

備については，遅れをとってきたといわ古るを得ない。乙れまでニュ ー

タウンの建設や土地区画整理' j J 業による新市街地の開発のほか，開発許

可制度をはじめとする民間開発の誘導 ・規制j などの方策がとられてきた

ものの，大多数の人々が生活している既成市街地においては，総合的な

生活環境整備の手法を持たないままであった。

人間中心 ・生活優先への政策の転換期にあたって， ζ のような既成市

街地整備のための具体的方策を明らかにし，乙れを実現する乙とは，今

日の都市行政上の重点課題となっている。

2. 事業の目的と性格

以上の背去にたって， ζ の事業は，整備の遅れた既成市街地で，土地

区画8整理，市街地再開発，住宅地区改良など既存の手法の適用が困難な

地域を対象として，住民の日常生活 lζ 欠く乙とのできない生活環境施設

を総合的に整備する目的で構想された。

既成市街地における生活環境の整備を速かに ，かっ効果的に実現する

とい う観点から ，事業の持つべき法本的な性絡は，つぎのように規定さ

れている。

イ. 目指; 生活に関わる環境施設を一括して，総合的に整備するとと 。

乙れまでのように ，さみだれ的 lζ 諸施設の設置を行うのでなく ，総合

的な計画のもとに ，現行のさまざまな施策を含めて，地区の生活環境施

設獲備に関する投資を，一元化するととが必要であり，乙のための地方

自治体における体制づくりが先決問題となる。

ロ. 住民に与える影響を最かとし，多数地区に適用できる事業とする乙

と。

市街地の全面的改造や大規模な用地買収を伴うような事業は，巨貨を

要し ，また住民への影響も大きく，その適用区成が局限されるだけでな

く，それが事業実現上の大きな障害となる。 ζ の事業では，最小限の公

共施設 ・公益施設用地のほか，全面的用地買収や改造を避ける ζ とを前

提とし ，乙れによって府下の広い区域 lζ 事業を行う乙とが意図された。

ハ. 住民参加の事業とするとと 。

事業の実現は，住民の合怠なくしては考えられない。また事業の効果

が住民に実感されるものであるために，事業計画は，地域社会の実態にそ

の基礎をおき ，住民の関心と要求 lζ 乙たえるものでなければならなし、。

乙の意味で，計画の立案 lζ 際しての住民の参加が不可欠な条件となる。

ニ Ｎ ｾ用負担の原則にたった Ｇｊｾ 業である乙と。

財政上実現可能な範囲で，公平かっ速かな整備を行う窓味で，府はあ

らかじめ ζ の事業によって達成すべき整備水準を定め ，乙れを: l J ; 本事業

とし，乙のほか費用負担の決窓を伴った地元の要請によるものを付加事

業として加えて一体的整備を行う ζ ととしている。

×  ×  

「生活圏整備事業」は ，住宅を主体とする既成市街地における修復的

再開発の手法として位置づける乙とができる。また速かに多数地区での

整備を行うため，必要最小限の整備を短期間に実施するととを目指すも

のであり ，と の意味で健康で文化的な生活環境の実現への第一段階とし

て考えるべきものである。

さらに一面では，生活環境に関する住民の意識を高め ，コ ミュニティ

形成の基盤をつくる契機としての意味を持つものといえよう。

3. 事業の内容

事業の内容に関して，生活閤設定のあり方，整備対象施設と整備水

準，住民参加のあり方と標準工程，自用負担の原則等の検討のほか，モ

デノレ的な事業計画の作成が行われている。

事業の施行区域となる「生活圏」は，小学校区を単位としている。小学

校区は住民の日常生活の場として最も基本的なものであり ，また自治会

など住民 コミュニ ティのまとまりを形成している単位でもある。無性格

化しつつある既成市街地に，小学校を中心とする生活圏を確立し. i ま

ち」として乙れを再編成するととが事業の意図すると乙ろでもある。

乙の怠味で，今後大きな人口の変動等のない比較的安定した コミュニ

ティの基盤にたって事業を行う乙とが考えられている。

一般にニュータ ウンのような新市街地では，乙のまとまりは人口約 1

万人 lζ 対応するが，既成市街地では ζ れに比べて児童発生率が低いの

で. i生活圏」の人口は . 1. Ｓｾ ＱＮ Ｔ 万人となる。

事業の主体とな る市町村が対象地区を選定する場合，

O客観的環境水準が他地区に比べて低い乙と

0 住民の生活環境に関する不満や要求が高まっている乙と

のほか

0 コミュニティ のまとまりや活動状況からみて，事業K 対する住民の積

極的協力 ，参加が期待できる乙と

が重視されよう。

整備対象施設および、その水準については， 見IJ 表K 示すモデルが作成さ

れている。

乙乙 K 示されるように，事業費を一定限度にとどめる ζ とを前提とし

つつ，整備対象施設としては，

0 安全性 ・健康性など基本的な生存権をまもるための飽設

。「生活圏」 を構成する要素として重要な施設

0 老人や子供など弱い住民を対象とする施設

などが優先的にとりあげられている。

乙の結果，小学校区全体を対象とする施設より ，身近な ，よ り小さな

生活圏内に配置すべき分散的施設に重点がおかれているのが特徴となっ

ている。

×  ×  

物的生活環境整備の計画において，コ ミュニティ施設の整備と交通体

系の整備とは， その柱をなすものである 。
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乙乙で，コ ミュニ ティ施設の整備が自に見えてその効果をあらわ しや

すく ，また事業化 しやすいのに対 して，交通体系の整備は， 道路の拡幅

・車偏通行規制など，いずれも日常生活の安全，利便を確保するための

基礎的条件であるにもかかわらず，たとえば消火活動や救急活動など緊

急時 Ir : 備えての対策は，住民に とって直接効果が感じられにくいばかり

か，住民の権利関係 Ir : 与える影響も大きく ，その実現 Ir : 大きな障害が予

怨される。

事業費の構成においても ，道路用地の取得賞が大きな割合を占めるこ

とが予測される。道路 lζ 対する過大な投資や乙れによる居住者への影響

を避けつつ，環境整備の効果をあげるためには ，車の利用 Ir : 関する制限

や負担などに住民自らが取り組まなければならないであろう。

交通体系の整備に関しては，まず消火 ・救急活動なと、のため段小限必

要な道路を確保する乙 と， 道路の段階構成を明らかに し， 通過交通を排

除するために ，細街路Ir:車止めや一方通行規制を設ける 乙と ，さらに車

の入れない通路や排水路を利用して歩行者専用路を設けたり，細街路{ r :

歩行者優先路の表示を設けたりする乙とによって歩行者路のネッ トワー

クを形成する乙となどが主要な対策としてとり上げられている。

×  ×  

乙れらの物的施設整備とならんで，生活圏内での行政福祉サー ビスの

向上もまた環境整備における主要課題である o: ( } らしの コー ナーは，乙

の; 怠味から市役所の行政事務，保健相談，児童 ・老人福祉相談やパーソ

ナルケア江どに関して，生活圏における総合的な窓口と なるものとし計

画されている。事業を契機とし ，あるいは並行して，乙のような専門職

員の養成や行政サーヒ。スの体制づ‘ くりが必要となる。

×  ×  

住民参加は ，乙の事業では ，住民の切実な要求 lζ 乙たえた施設整備を

実現し ，その効果を高める窓味を持ち ，さらに住民の生活環境に対する

意識を高め ，コ ミュ ニティ形成の契機となるプロセスとして位置づけら

れる。

住民の意識 ・要求の発展段階 IL応じて，環境問題の提示，計画作成の

あり 方における多様な対応が必要であり ， i住民のチ ェックをうけた計

画J ， i住民の要求lζ 基づく計画J ， i住民による計画J などの考え方

が示されている。

現実の事業段階では ，多数地区への適用を前提としてあらかじめ設定

された整備水準と ，住民の要求水準との聞に大きな差が生ずる乙とも考

えられる。また速かに環境整備を行うことによってその効果を高めると

いう行政目的( r : 対して，住民の聞に地域の環境改善についての コンセン

サスを得るととや，コ ミュニティ形成の側面からみれば，一定の時間を

かけ る乙 とが望ましい場合もあり ，乙の函で残された問題も多い。

4.  今 後 の 方向

事業は，乙れまでの準備段階から ，いま具体の地域を設定して事業化

の段階に入ろうとしている。

乙れまで・の鶴市整備のあり方から ， i生活圏整備事業」は多分! と実験

的性絡を持つものであり ，乙の意味で，

0 府 ・市町村における財政的な裏付けを確保する乙と

0 コミュニ ティレベルでの施設整備を総合的 lζ 実施するため行政上の体

制をととのえる乙と

0 住民の意識 ・要求を事業 lζ 反映させる乙と

などが，事業そのものの試行過程を通じて実現されなければな らないで

あろう。

最後に，乙の「生活圏整備事業」の検討にあたっては ，大阪市立大学

三輪先生，大阪大学大久保先生，関西学院大学橋本先生( 費用負担) ， 

大阪社会事業短期大学右田先生，京都府立大学広原先生( 住民参加，標

準工程) の諸先生 lζ ど指導をいただいた乙とをおととわりします。

( さとう たけまさ は市浦梅市開発建築コンサルタンツ〉
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対象施設と整備水準
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地区計画の思想と方法

庄内南地区計画(豊中市)をすすめるにあたって

片 方 信 也

1. 地 区 計 画 の 考 え 方一 基 本 問 題

従来の地区の計画( i モデルコミュニティー 計画」や駅前地区などの

再開発) を評価するうえで，重要と思われる論点は ，①その計画が地区

住民を計画の担い手( 計画の主体) とみているかどうか，②地区住民の

なかに民主主義的原則が貫ぬかれているかどうか，にあるといえる。

多くの場合，地区計画は地区住民の間にいっそうの階層的分化をもち

とみ，そ乙 IL根づいている住民生活( 生活 ・営業など) のいわゆる生活

権，生存権および財産権などをうばいとるか，上からの押しつけによっ

て民主主義的な地区づくりとはほと、遠いあらたな地域社会への再編成の

道具となってあらわれてくるのが実情である。

とのような地区計画に対する住民の批判は ，自治体をも含む住民運動

を通じてたかまり ，その結果，近年になって担い手としての住民や民主

的自治体がまちづくりの積極的な対案を求めると乙ろまで発展してい

る。その乙とは同時IC，住民間のより民主化 された結合関係をっくり出

し，そのなかではたすべき自治体の役割を実践的 ・理論的に明らかにし

てきているといえよう。乙乙でいう地区計画とは ，乙のような住民間の

あたらしい結合関係の創造のもとに ，地区住民が生存権や生活権を守る

うえで必然的 IC要求してやまないまちづくりの空間計画である。乙の点

に地区計画の性格を規定する根本問題がある。

そこで，地区計画のもつべき性格としてつぎの 5 点をあげたい。

まず第一1[ ，地区計画は地区住民の要求にもとづくものであるという

乙とである。との易合，住民の要求とは ，生存権や生活権など国や自治

体のもとで保証されるべきさま本的権利として自覚されていくものであっ

て，必然的 !C階級的な性格をもたざるをえない。

ｾ求が ， 乙のような基本的権利の主張として自覚されていくプロセス

は，民主主義そのものであって，民主主義が徹底すればするほど，階級

的な性格がより明瞭になる。乙のように要求と民主主義( いし、かえれば

住民自治) は表裏の関係にあるといえるのである。

住民の要求は ，また ，民主主義の徹底の程度 lζ 対応して，地区内の住

宅やその外郎環境をめぐるさまざまな矛盾を摘出し，それと対抗する方

向を歩まざるをえないが，それが早〈展開するか遅くなるかは科乍的な

諸成果がどのように貢献するかにかかっているといえる。近年のまちづ

くりを求める住民運動や自治体闘争が，乙の; 意味において計画学の分野

にもあたらしい問題をなげかけているといえよう。

第二 ! C 地区計画は地区住民の自治組織をより発展させるうえでのい

わば民主的協定を空間化した ものである。したがって，計画は地区住民

が参加しているさまざまな自治組織に対して，民主的結合関係の創造を

求めるだけでなく ，住民組織の民主的協定IC対するよりすすんだ規律性

を要求するようになるであろう。その ζ とは ，住民自身が自覚的 iこ地区

を統治 ・管理する力i訟を蓄積していく乙とを意味している。

第三 !C，地区計図は， 住民の要求にもとづいているその性格からみ

て，要求の発展 IL対応して変化する ものであって，固定的でないという

乙とである。との乙とは空間的 !C矛盾するものではむろんない。なぜな

ら，地区計画は ，地区住民が計画の主体として陶冶されていく全プロセ

スのなかで一定の断面をまちづくりの空間計画として表現したものであ

るからである。

第四! [ ，地区計画は ，住民自治組織のよりすすんだ民主主義的規律性

( いいかえれば統治 ・管理の力l J 1 ) にもとづいた要求から実現されてい

く3十画であるというととである。それは，とのような婆求乙そ地区! C: お

11る諸矛盾との対抗を不可避的 IC求めるからであって，計画はその対抗

関係を現実政治をふまえたうえで最大限表現しなければならない。

第五IC，地区計画は，発展していくにつれて，より広域的な既定の都

市計画( 市町村，府県および国レベ J レ〕や上からのあらたな計画( おし

つけの) とも対抗するようになる。乙の対抗関係は ，幹線道路や鉄道な

どの広法的な輸送手段，産業施設および軍事施設などを通じてより厳し

くあらわれてくる。乙の対抗関係の発展は ，やはり基本的権利の行使を

要求する地区住民の民主主義運動であって，乙の運動自体がより広域的

な観点IC立った地区計画の位E づ‘ けを求めていくようになるであろう。

2. 地 区 計 画 と 民 主 主 義 運 動ー まちづくり運動の視点

以上，地区計画は，地区住民の要求 IL もとづき住民の自治組織に民主

主義が定着 していく乙とを通じてより発展していく乙とをみてきた。

この観点よりみるならば，まず第一1 c 地区計画をつくりあげていく過

程は自治組織の民主化を徹底させてゆくであろう。地区計画の主体の形

成をささえる組織が既存の自治組織( たとえば町内自治会や青年，婦人

団体など〉にあるか， i OOの会」といった任意の新しい組織にあるか

を悶わず，いずれにおいても民主主義が原則であるが，とくに既存組織

によってささえらている場合は一般に多くみられる一部有力者による支

配や，住民の総怠にもとづかない組織の運営などは，住民の要求をすみ

ずみから正しくくみあげ，それを集約していくうえでどうしても廃絶さ

れなければならない墜となる。地区計画をすすめるために ，住民がさま

ざまな単位自治組織を代表する代表者からなる合議機関をもっている場

合は ，両者の権限関係や名代表者の権利 ・義務などの原則を明確にさせ

ておく乙とが必要である。また ，たとえば合議機関への代表者の選出方

法，解任できるかどうかなどの点は重要な検討事項となろう。とくに ，

地区計画の実現条件がまだ昔日分的ではあっても民主的勢力のカによって

行財政的K 保障されうる今日的状況のもとでは，地区のとのような民主

化の速度は加速度的 IC増大すると思われる。また ，住民の要求にもとづ

いた地区計画の実現条件を臼治体( 議会や行政) を通じて住民が切りひ

らきつつある状況は ，自治体闘争や全国レベルの民主主義運動の発展 lζ

対応している乙とはいうまでもない。乙の対応関係は ，地区計画を通じ

て住民の自治組織がより全面的な住民自治をささえる条件をととのえ ，

この住民自治の発展を介在させる乙とによってまちづくりの住民運動が

広域的な民主主義巡動へ包摂されていくととを示すものである。乙の対

応関係，すなわち民主主義迩動への包摂を指向する住民巡動のカE の蓄

積過程 !C 乙そ ，ひるがえって地区計画を質的にたかめるととができるモ

メン トがある 。

郊二Iζ ，さきにのベた地区計画と既存( もしくは上からのおしつけに

よるあたらしい) 上位計画との対抗関係に関連するととであるが，乙の

両省の抗争を通じて地区計画そのものが民主主義的なより広域的な観点

からの位置づけを要求するようになる。乙のような民主的な位置づけ

は，やはり市町村や府県レベルの民主主義運動の力量によって節分的で

はあるにせよはじめて可能になるのであって，乙の述勤のノり量の増大が

現実政治lζ ねざして質的に変化したとき ，部分的な可能性からより全面

的な可能性を導き出す重要なス テップをふみ出す乙とになろう。

これらの点において，地区計画は不可避的に計画の担い手の形成をお

しすすめる。そして乙の担い手乙そが民主主議迷勤( IP町村や全国レベ

J レの統一戦線運動) を地域やよりミク ロな地区のレベ J レからささえる役

割をはたしていくよう ICなる。
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3. 庄内南地区計画作成のプロセス一 方 法論 の 提 起

盤中市庄内地区は神崎川をへだてて大阪市lζ 隣接し，高度成長期 IC形

成されたスプロール地帯であって，住宅やその外部環境がきわめて低賃

な状況におかれている乙とはよく知られている乙とである。なかでも南

地区( 人口約 2 万 ・6. C別世帯，地区面積約 l∞ヘクタ ーJ レで，南北が神崎

川と国道三国塚口線，東西が阪急宝塚線と神戸線にか乙まれている地区)

は，密集 ・公害 ・火災危険などでより矛盾が集中している地区である。

乙の地区の町内自治会やその連合会を構成委員の選出母体とした「庄

内南部地区再開発協議会J ( 事務局は行政が担当) と研究者 ・プランナ

ーで組織した「作業グソレープ」が対等の立場において提起した地区計画

の方法はつぎのとおりである。

まず第一は，地区問題白書の作成である。地区計画をはじめる最初の

段階として，住民自身がみずから地区を調査する乙とによって問題点を

ひろいだす。その乙とが地区計画をすすめるうえでの，①住民婆求を分

析 ・把援する基礎条件を提供し，②住民の地区の再認識をうながし，①

住民が担い手lζ 成長していく第一のステップである。

第二は，住民要求地図の作成である。地区問題白書をもとに要求をま

とめあげていく過程であって，全プロセスのなかでももっともE 要な位

置をしめている。住民の聞ではさまざまな住民の階層のととなる要求を

民主主義によって統一するために頻繁な反復作業を徹底させる乙とが必

要になる。乙の反復作業を単位となる自治会レベルにとどまらず，たと

えば地区内道路の貫通や袋小路の改良などの事項については隣接の複数

の自治会聞の協議をもくりかえされる乙とになろう。科学的諸成果は乙

れらのさまざまな要求を構造的にくみたてていくために不可欠であっ

て，とくに空間構成上，矛盾がお乙らないようにしなければならない。

第三は，要求の政策化である。乙れは個々の要求の実現条件を総点検

する乙とによって実現のための体系を整理することをｾ味する。その場

合，まず①現行の制度的財政的な条件の検討( たとえば地区改良や「乙

ろがし方式J など) . ②乙れらの枠にとどまらず，要求をより全面的に

実現するためにととのえるべき条件の提起，③そのなかで実現可能なも

のから実施していく乙とが重要である。

第四は ，政策化された( もしくは政策化されつつある〉住民要求の空

間計画化である。空間計画化にあたっては，①個々の敷地や小街区レベ

ルでできるもの( たとえば住宅の建てかえや老朽アパー トの撤去など)

など，全体との整合性を必ずしも要求されない場合，②しかし，過密街

区の人口密度の低減，それにともなう必要な用地確保，避難緑道とそれ

への接続J レー トの設定など，地区全体の骨組を決定していく場合のそれ

ぞれについて検討する。以上 4 つの作業カテゴリーに整理したのが今回

提起した地区計画の方法である。乙れらは先から順lζ すすめられなけれ

ばならないものではなく，それぞれが相互に作用しあいながらすすむ。

4. 圧 内 南 地 区 計 画 で と り あ げ る 課 題 そ の 概 要

庄内南地区計画は現在進行中であり，地区住民の要求地図を作成して

いる段階にある。その過程でかたまりつつあるいくつかの要求( 地区内道

路拡幅，過密老朽住宅の撤去 ・建てかえ，袋小路の改良，消火栓の設置な

ど) と対比させつつ，既存の調査・分析やわれわれの現地調査のつみかさ

ねからとりあげねばならないと恩われる課題の全体フレ ームは，大別し

て①住宅供給・改善計画，②生活環境施設計画，③事業方式の 3 つである。

1) 住宅供給・改善計画

既成市街地の住宅供給を考える場合，従来の不特定な需要屈を対象と

するのでなく ，地区内の需要にもとづいた限定された供給対象を想定し

なければならない。この窓味において，住宅難 ・住宅困窮など従来の需

要推定で対応するだけでは ，そ乙での供給，そして管理の流れは抵抗が

つよいだけではなく，かえって地区住民閣の階層的分化，共同体の破壊

につながりかねない。乙の点ではやはり住宅や生活環境への住民の要求

をもとに住宅供給計画をたてていく方法を採用しなければならない。乙

れがまず越本前提である。

南地区の現状からみて，住宅供給 ・改善計画は①面的なクリアランス

アンドピJ レド方式，②部分的な共同たてかえ，過密 ・老朽住宅の撤去の
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2 つの方式を結合させていかねばならない。前者は数街区レベルを単位

とした範囲であり，後者は住線ひとつひとつが対象である。街区によっ

ては現状より Ｓｾ Ｔ 割にも達する密度低減をはからねばならないととろ

がある乙と，および供給される住宅の水準を往戸規模で木質アパート ・

文化住宅の Ｒ ｾ Ｓ 倍までかりに引きあげるとするなら大幅な床面積の増

加は避けられない乙となど‘ から，必然的 l乙代替住宅や宅地を用意しなけ

ればならないといえる。地区住民の大部分が地区内居住を要求するとと

を前提とするなら，敷地規模のより広い工場などの跡地利用が必要とな

ってくる。点在する老朽 ・過密アパート・ 文化住宅は個々に撤去し，居

住世帯を地区内( 条件によっては地区外) IC集約しなければならない。

2 ) 生活還境施設計画

①第一義的な課題は防災緑道である。 ζ の場合，住宅や街区から緑道

への避難が容易な乙とが大切であるが，現状は i ) 住宅が密集している

街区での避難路のための部分的住宅の撤去 ii ) 廃車や工場廃液などの

捨て場になっている空地の整備 iii ) 障害となる高庄司3線の柱脚の移設

など，追加的な事業が少なくない。

②防災上( 火災時の消防車の進入，避難，交通事故などJ つぎに問題

となるのは. i ) とくに夜間の駐車， i i) 車の進入 ・通過交通の処理( 排

除も含む) . i ii ) 袋小路の改良 ・道路拡幅などである。狭い道路での長

時間駐車は，火災時lζ 消防車の活動を妨げるだけでなく，住民の避難の

際，障害となる。乙の点ではとくに夜間における駐車を面的に規制する

乙とが必要となってくる。また密集街区への車の進入の規制 ，および地

区内の通過交通を排除 ・規制する乙とは，子供の通学や遊び，主婦の買

い物時などにおける事故を防止するうえで大切な課題といえる。なお，

袋小路の改良 ・道路拡憾においては，住宅の撤去を相当置ともなうの

で，住宅の対策を結合させる乙とが重要である。

③その他，保育所，診断所，公園などの諸施設を設置する。とくに地

区内工場への就業率がたかい乙とが予想されるので，単IC主婦の買い物

行動や校区にとらわれず，就業条件にみあった施設配置が必要である。

④一部! c 下水管の不備から排水不良の地区がある。とくに乙れが過密

地区の場合，家屋の老朽をはやめるだけでなく ，衛生上問題が多いの

で，公共下水道計画が急がれねばならない。

3 ) 事業方式

①まず，問題となるのは住民参加の方式である。南地区計画をすすめ

る考え方で示したように， ζ れを実践していく乙と自体が住民参加をす

すめている乙とになるであろう。要求にもとづいた計画である乙と ，ま

たその発展プロセス乙そ， rモデルコミュニティー」でいわれる「住民

参加」やさまざまな「住民運動論」を適格に批判する乙とになるといえ

る。住民参加は ，地区計画の主体を形成してとそ，その真価を正しく発

揮するからである。

②地区計画をすすめるうえで，自治体財政は，たとえば行政のたて割

によってそのセクションどとの事業資としてか支出できない点、，また，

全体の枠の制約をうけながら，国からの行政的，政治的な操作 ・介入を

うけている実↑ 育など，少なからぬ矛盾があるといえる。乙の観点から地

区計画における住民負担のあり方を考察する。

①権利調整 ・経営方式・・・・面的整備 ，地区外移転などの場合，生活 ・

営業が保障される乙とを原則とした住民要求の論理にかなった権利調整

を考えなければならない。商業的な再開発などで採用されている方式が

乙の南地区にはほとんど迎合しないととは明らかであって，従来の方式

から適合できる側面は抽出するとしても，そのうえにあらたな観点を定

立する乙とが必要である。

x  x  

なお，既存の調査 ・分析を活用しながらも ，計画をすすめるためには

i  ) 地区内住民の階層分析， ii) 就業構造の分析. ii i) それにもとづく

地区内産業の位置づけの解析など，あらたな調査が今後必要と恩われる。

庄内南地区計画は現在進行中であるが，府下においてはもちろん，全

国的にも大きな意義をもっているといえる。江東地区再開発とは質的に

ζ となったモデルケースであって，その意味で課せられている課題は大

きい。 ( かたがた しんや京都大学工学部述築学教室助手〉
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1 . は じ め に

昭和30年代，大都市圏を襲ったスプロ ールの波は ，今日では老桁化し

た木賃アパー トや文化住宅で代表される低質住宅と ，混乱した土地利用

1[. よって疲弊し ，自らの蘇生カを失った荒廃した居住地を大都市周辺lζ

残す乙ととなった。

豊中市の庄内地域は ，乙のようなスプ ロールの波を ，その初期の段階

において，もろに被った大阪府下における代表的な地域である。市滋而

積の% の地域 1[， . 人口の弘， 約 9 万人が貼りついた庄内地域は . 4∞ヘク

ターJ レの全域にわたって，木立アパー トや文化住宅，建売住宅等の低賃

住宅が述坦し ，工住の混在や鶴市施設の不備を抱えた荒廃化 しつつある

居住地が拡がったいわゆる「プライテッド ・エリア」である 。土地利用

の混乱，住宅の低賃性という点に止まることなく，乙の地域を一般のス

プロー ノレ地区に比して著しく特色づけている点は ，大阪国際空港 lζ 起因

する航空機騒音の問題や ， 阪神工業地帯から発生する大気汚染等のｾｾ皆ー

によってその様相をー庖複雑にしているととである。いわば居住地とし

ての最低条件ともなる . i 安全性」なり . i健康性」が著 しくむしばま

れた地績であるといえる。豊中市では ，昭和42年以来，基礎的な地域実

態の解明をすすめてきたが，住宅のII 替期という都市サイクルの節目を

迎えて，昭和46年度l r . 至り ，大阪府と共同して具体的な地域の整備に取

り組む乙と となった。計画は ，その策定段階から地域住民の参画を得た

住民参加の再開発計画 として，住民，行政と学識経験者が一体となって

作業をすすめ ，昨年 8 月には . i 防災避難緑道と広場の圧内住環境盤tlli

構恕」として基本計画がま とまった。本論は，われわれが乙の庄内地域

に対する再開発計画の作業過程で生じてきた問題を踏まえながら ，との

ような密集市街地の整備をすすめていくにあたっての新しい事業手法の

あり方について若干の問題提起を試みようとするものであ る。

2.  居 住 環 境 整 備手 法 の必 要 性

庄内再開発計画の概要については， すでに本誌の昨年10月号lζ 掲依さ

れているが，簡単にいえば，地域の現況をi主催Ir . . 災害対策を主軸とし

て， 公共施設の整備と住宅対策を含んだ都市計画的な修復的再開発計画

である。地域 Iζ 災害時の避難路と生活街路を兼ねた歩行者専用路を設

け，避難広場や公闘を確保 しながら学校や コミュ ニテ ィー施設と述繋さ

せて，全域的なネッ ト構成を図り ，あわせて老桁化 し不良化 した住宅地

区の整備を目指そうとするものである。

既成市街地，とくに密集 した地域の整備は，昂市的施設の基盤整備と

街区規綴での住宅の改良，改善が平行的l r . すすめられなければならない

と考ーえられるが，乙の両面から取り組みながら ，既成市街地を綜合的に

整備 し居住深境の改善を図っていく包倍的ともいうべき手法なり . t艮幹

となるべき法制度が現状では整備されていない。今日 ，環境改善のため

の面的手法といわれているものは . i 住宅地区改良法」なり . i都 Ili 再

開発法」や「区画整理法」等が考えられるが，おのおの単発的な適用な

いしは合併路行のなかですすめていく以外に道はない。

しかしながら .i住宅地区改良法」は ，庄内地域のような文化住宅や本

質アパートの密集地区に対する手法としてはその運用上，無理な拡大解

釈をともなうし，開発利益を前提として組み立てられる「鶴市再開発法」

や，細分化 された土地 f[. 悩淡した権利関係を抱えた庄内のような地域で

は. i 区薗整理法」等は当然ながら手法上の限定を受けるも のと考えられ

る。と同時に ，乙れらの合併事業を考えても広範囲な地騒を対象として

災施 していくには ，主として行政組織の面から生ずる大きな消耗を伴わ

ずにはおれない。さらに ，街づくりの蓋本的な問題とも考えられるが，

居住者自身の街づくりに対する エネJ レギーの活用 ，とくに居住者が共同

して行う住宅の改善や改良事業( [ . 対する制度的，手法的な保証が与えら

れていない。乙の ζ とは，住宅対策が常々大きな問題となりながら ，根本

的には住宅施策の体系が確立されていない一面を物語るものであろう。

また，住宅や工場，商庖等が無秩序 1[. 混在した地区にあっては， 都市計

図上の規制が加えられでも既存の施設に対する用途純化の道は ，更新時

点というきわめて消極的なものであって，むしろ商工行政なり ，公害対

策上の施策I r . 委ねられた感が強く ，都市整備上の手法，制度としては確

立されていない。その意味で，ーないし数住区の住宅と公共施設の獲備

を土地利用上の純化を図りながら ，住環境を一体的に整備 し得る包括的

な新しい整備手法の開発が既成市街地を考える場合，今日強く要求され

ているといわなければならな い。

それでは一体，そのような包括的な新しい手法と呼ばれる ものはどの

よう なも のでなければならな いのであろうか。

3.  居 住環 境 整 備 地 区 の 考 え 方

ζ の問題を考えていく前 f[. ，乙のような地区整備を行わなければなら

ない地域 とは，つぎの条件をもっ地減で・ある と規定したい。その第一は，

過密性を有する地威である。その地戚における居住密度や容結率，公共

空間率といった尺度を指標として過密の実態を把える 。たとえば高密度，

高容積であっても道路や公園が整備されたオ ープン ・スペースE容が高い

地区では，住環境が一応保証された地区であるといえる し， 高密度，低

容積で低い公共空間E与を示す地域にあっては ，過密度がきわめて高い地

域である といえよう。第二は混合性からの視点である。地域 としては，

工湯や住宅，商庖等が無秩序』ζ 混在した地区が考えられるが，居住環境整

備の視点か々は，工場 と住宅の混在率が問題となる 。第三点は，危険性の

問題である。地区の立地誌盤がその地区の危険性を決定づける乙ととな

る。たとえば，老何化 した木造建築が密集する地区，消防施設の不十分

な地区，軟弱地盤上に立地する地区，低湿な地区，非衛生的な地区，各

種の公害にさらされている地区，通過交通のひんぱんな地区等がすべて

との危険性を抱えた問題地区で-ある。乙れらのファクタ ーが，おのおの

独立的にあるいは，二重 ・三重I r . 穏湊している地区が「居住環境整備地

区」となる 。乙の「居住環境整備地区」の把え方は ，ーないし数住区の

スケ ーノレで考えられるが，全域的1[. は，必ずしもすべての要件をみたし

ていなければならない とは限らない。ブライ テッ ド・エ リアは通常，散

在化 した形で広範囲に問題地区が拡がっているものであり . i居住環境

整備事業」が土地利用21・画と一体的lζ すすめていかなければならない乙

とから ，かなり広い地域を対象とする乙とになろう。との「居住環境整

備事業」を推進 していくため K は，土地利用計画が卜分検討され，住民

間でもオ ーソライズされたものでなければならないととはもちろんでは

あるが，土地利用計画自身もいわば理念的段階から脱したものでなけれ

ばならないといえる。そのためには，土地利用 ;n函が単純K 周辺なり ，
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問題地区の利用計画ということではなく広域的ないしは全市的な立場か

らの視点が要求されており，総合計画のなかでの明確な位置づけカ必ｾ

と考えられる 。

4. 居 住 環 境整 備事 業 の あ り 方

・ 「居住環境整備ド業J では ，整備計闘の作成と事業実胞というこつの

段階を通して地区住民の参加の道筋を通すとともに，その制度的保証が

lヌlられなければならない。同時に' j J 業実施の前段階で初市計画的な「悠

ｶｬ ￏｩ地区」の網をかぶせる必ｾがある。整備地区のネッ卜は ， 用地の先行

的取得の追を開くことをねらいとする一方，できれば新たな建築活動に

対する必要な規制をも加えることによってーj五業化につないでいくもので

なければならない。そのためには ，:jJ; 長化に先だって，少なくとら，つ

ぎの三点を満たしていく必要がある。

その第一点は，用地取得上の問題である 。地区内における完買の届 1i i

を義務づけ，あわせて公共による先口権を優先させる 。さらに ，公共取

得時における税法上の優遇処置を与える。また ，事業胞行時の物件補償

を適用する乙とによって権利者対策のJ ! l . 味を別し ，公共的取得を容易に

すべきではないかと考えられる。

第二の点は ，用地取得のための制度資金等の流れを盤的することであ

る。現在の悶における制度融資は ，大都市圏整備の越本となる「首郎同

整備法」ゃ， I近没図笠防法」による 鴎線百 1" によって，資金の流れ}J

が明確に区分されている 。 しかしながら ，庄内地峻のようにスプロ ール

化した密集地域や混合地峡は，必ずしも， I既成市街地」なり， I既成

郷市区域J 内だけであるとはいえない。むしろ，過度の人口と産業の匁

rlJ あるいは ，その溢流によってスプロール化した問題地域は，I既成市街

地」なり「既成郎市区減」の縁辺郎であったといわなければならなし、。住

環境整備の事業をすすめていかなければならない地区は，むしろ， ζ の

ような大却市に隣接した白治体であると考えられる。そのためには既存

の枠! こ乙だわることなく ，このような住環境整備をすすめていく地区に

対して都市計画的な用地取得の道を開くとともに，資金が流れるレ ーノレ

を設けなければならな L、。さらに，取得された用地は，長期にわたって行

われる事業用地となるむのであるため，その資金は長期低利でなければ

ならない。また巾 ・小工場や住宅の跡地，空地といった小規棋な場合に

も卜分使えるものでなければならないと考える。現存の「都市開発資金J

' : ! F 乙そ，このような地域 lζ 対する制度として整備されるべきである 。

乙のようにして，点的にあるいは総状 lζ 取得された用地は ，学業化の

段階では ，一定のまとまりをもつものになっていなければならなし、。こ

の点が，第三番目の問題となる。公官発生型の[11 ・小工場を中心に，工

tZの移転や ，住宅 ，アパート の建径というチャンスをつかまえて取得さ

れた用地ゃ，過密のなかの間引きとして生み出されてくる用地をも含め

て，零細地の集合化か行われなければならない。乙の集会化や換地化，

またそれに伴う清算業務等は，行政はもとより，開発公社や乙れらの 車

業のために設立される整備公社についても行えるものでありたい。集合

化には，交換分合，ｾ合換地，飛び換地や立体換地等の手法を設け，税

法上の優遇処置とリンクさせる。さらに ，土地信託や地上権活問につい

ても事業内容として実施できるよう逃が聞かれなければならない。

5. 包 括 的 手 法 の 内容

包括整備手法の )J・え方の視点は，個々の制度，手法として個別化せす，

「居住環境整備事業」に集中化し ，同時に事業'l!l の保証と居住者等の民

間のエネ J レギーを積極的な街づ‘ くりへ方向づけていく乙とをねらいとす

る。具体的な事業としては ，①公共施設整備，②住宅改善，③商業施設

等生活関連 施 設の整備と工湯等の住環協を阻ｾｾするおそれのある施設対

策を含むものであるが，密集市街地においては ，災害時の避難路や避錐

広湯といった災害対策施設を板斡公共施設として位置づけ重点主業とす

る。また，街路整備のためには，都市計画道路事業の特枠を与え，細街路

整備についても一般市街地とは区別して考えていかなければならない。

節二の住宅改善事業は ，板幹的公共施設の生み出しのためにも ，再開

発住宅や改良住宅，公営住宅等とのリンク対策を講じ ，公的制度として.

多織な手法を用芯; し，同時に，居住権の保証はもちろん ，家賃助成，傾
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斜家賃制度等のきめ細かな居住者対策を図ってL、く。また ，f寺地，持家

応lこ対しては ，特宜や乙ろが しの枠を与え，土地信託制度や公的機関に

よる悠替施行の道を聞くとともに，持家屈が共同して行う迷信‘ i五業iζ 対

しては， I組合方式」を検討し，税減給置や助成策を泌ずる乙とによっ

て民閣のエネ J レギーを積極的 ( C育成する。

-}J ， 工場に対しては ，近代化をテ コとした工場集約事業を行う乙と

によって居住環境整備を図る。いわば，受け001剖Ijfj を行いながら混合員! l

を出住地として純化していくわけである。もちろん乙の逆の場合もあり

得るわけであるが，乙の場合，商工行政面からの対策のみならず，むし

ろ郡市計画的な筋を明確にする必変ーがある。工場集約化事業は，民間に

よる共同化事業はもとより ，公的な
j彰での貸工場や工場アパート の建設

等を真剣に検討する必要がある。とくに居住環境整備を要する地以は，

J 三郎市圏にあるため ，地価か民閣の共同化志向を阻止する要因となり ，

公的な何らかの助成が必要であろう。企業の恨IJ からみる場合には ，資産

担保ノりの面から ，自己所有への要請が強く ，分譲方式なり ，ｾ主待ＩｪＢ式を

合む幅広い制度: が要求されよう。

以後に，商業施設の整{ J 1 Iilc ついていえば，点的あるいは線的な民間再

| 泊先の手法として，旧防災i J ! 築街区造成法の手法を見直すべきであると

)J・えられる。避難路や街路の生み出し方としても実用的であり，民間の

エネルギーがきわめて効果的 lζ 生かされ得るケ ースといえよう 。ことに

避難路に面して整備される商業ヒソレやゲタパキ住宅は ，避難路そのもの

の保護ともなって，防災上，ー居の効果を発揮することとなる 。

以上が地域整備に必要と考えられる事業のアウト ・ラインである 。乙

れらの事業のために先行的 lζ 取得された用地を効果的に組み立てていく

ことが包括整備手法の怠本となる。また，乙の事業が点 lζ 地域住民のも

のとなるためには ，計画から# 業段階 ( c至るまで積極的 lζ 住民の参加を

保誕し ，制度化していかなければならない。地域の街づくりとは ，ノド米

的lこそうした性絡を有するものであるからである。

このような，都市計画的な函とともに ，地成がーつのコミュニティ ー

として発展していくためには，地域のｾ会施設や図 Ｓ 館 ， 公民館といっ

たコミュニティ ー 施設が必ｾとなるが， ζ れらの施設は必ずしも独立し

た建物として整備される必要はない。むしろ ，住宅や商業施設と組み合

わすことによって利便性を増す乙ともできょう。また，施設の複合化，

亜局化が密集市街地では必変ーとなるか，乙れらのためには従米とは異な

った考え方をもたなければならない。

6. む す び

乙のように住環境整備の# 業は ，いわば地域の総合対策ともいえるも

のであるが，日々問題が深刻化し ，緊急性を帯びているため ，比較的短

期に官業を集中させていかなければならない函をもつため ，その点から

も個別事業による垂直型の: . j J ' 業であってはならない。

なお，最後に附言すれば，将来にわたって快適な居住環境を維持して

いくためには，居住地管理の新しい制度が併行して考えられなければな

ら江いし ，また，それは地以自身の 1'1 己変革をはぐくんでいけるもので

ありたい。庄内地域の再開発計画は ，まさに ，
ζ

のような問題と対決し

ながらすすめている計画である。地域名庖の代表者によって構成された

「住民懇談会」が基本計画段階から参画し，今また住民怨談会によって

打ち出された基本計闘をディテール化するため，地域をいくつかのブロ

ックに分けて ， I再開発協議会J か設けられ，地区住民とともに内熱し

たZ 囲気のなかで地区計画を作成しつつある。作成作業は ，地区住民と

乙れを支援する研究者グループ
lζ 行政が加わった三位一体の形で進捗し

ているが，住民と行政の関係や研究者のかかわり方，および住民自身の

ｾ勢等が ，乙 の実践を通じて試みられ ， 確かめられながら街づくりに対

する正しいあり 方に繰り上げられていくであろうと確信している。

x  x  

本論で試みた ，新 しい市街地整備のあり方について，多くの) j

o

々のど

教示，ど批判をあおぎたい。

( た つ み じ ゅ ん じ 問 悠 駒 山 山

帥 が わ よ し ひ ろ 同 以抑山良附附補縦 佐

まつ{ ぱZ ら て つ お 大阪府t悠E唱寝E部市街地姐築E諜寝技師



4  

居 住 地 管 理

梶 浦 恒 男

1. 居 住 地 管 理 の 必 要 性

現 Ｈ｟ｅ Ｎ ζ れまでの公 ｩｪｾ な Ｈｴｲ ｩＺＺ供給のあり Ｉｪ について ， 反省がおこって

いる。ニュ ータウンにみられる大規際な住宅地開発の弊B を認める傾向

は，遅きに失した! 感らあるが，とにかく ，大規模開発が進めにくくなっ

た状況に影響されて ，一般的になってきている。都市への人口集中を無

批判にすすめ ，人口集中によって生みだされる多くの住宅需要1<:: 対し ，

-MSdi 周辺の可住地に無理やり( 主でi ] ! ，設をすすめてきたのがこれまでの公

的住吉供給のすがたであった。

おけi周辺農地や丘陵地の宅地開発lこかわって，既成市街地をみなおせ

という主張が強まってきている。 i 見直し」と いっても ，郊外丘陵地の

開発が墜にぶちあたり ，公的住宅建設 t の隣路を既成市街地に求めたと

いった消極的態度では . 大変気がかりである。既成市街地の住宅地整備

や住吉地の再開発の必要性は ，それらの住宅地の状態や住民生活の側か

らするならば，昨今新たに1 f l 大したというわけではない。既成市街地の

住宅地は ，各極公" J } ， . 1 1 王厄災などの治大といった絞近の E阿南もあるが，

住宅および生活環境の整備 ・充実が以前からの重要な課題であった。そ

の課題へのとりくみが顧みられなかった乙との反省が重要であろう。

一つは，住宅問題を広域的な住宅不足数といった形態lζ 媛小化した問

題である。政府の住宅何カ年計画といった政策は ，ロケ ーションをJJ "JJs.

せず，たとえば，大阪府下の住宅需要戸数といった形で具体化されてい

た。戸数主袋は当然，新建設戸数の多い新開発を好んだc 二つに ，住' セ

問題を住宅のみの問題に狭くとらえた乙とである。住宅をとりまく居住

環境の恋化や，Ｎ［ｾ地駿生活施設 ， 書官 ｲｬ ￮ ｬ 正盤装置の不足といった問題から

生じる "住宅問題" がとらえられていないのである。すなわち ，二重の

25、味で，住宅問題を地域問題としてとらえる視点が要求されている。そ

れぞれの地域どとの ，住宅問題の内容ととの，すなわち環境も合めた犯

握が必要とされている。

さて，既成市街地の伎で地悠備という課題をλ考えた易会，そこにみら

れる ロジック lζ は，住宅地というものは ，問題の発生→整備→問題の再

発生→整備といった継続的対応が必要なこ とを認めている。人n の流入

→住宅需要→住宅の建設→新開発といった対応ではない。ここに居住地

管理といった とらえ方と綴念が浮かびあがってくる。すなわち住宅問題

を，居住地の環境問題も含めた問題として とらえ，居住地の総合的な，

継続した環境整備によって対応しようとする考え方である。

居住地管理という三業は ，新開発の居住地について述べられてきたの

が一般的であった。更地に居住地を計画し，建設する。建設が終われば.

管理の段階と され，建設後の諸問題は居住地管理の範囲とされた。ま

た，主 として公的な共同住宅団地においてそれは使われた。しかしなか

[雇 岡|地 管 逗l

ら. 新開発居住地のみならず，既成の居住地にあっても ，居住地管理は

存在するであろうとの考えが成りたつ。既成市街地の住宅地整備や再開

発は居住地管理の一郎分とみなせる。そうするととによって継続的な居

住地の整備の体制が生まれ得る。本来，居住地という生活空間は，住民

の生活行為との聞に常に矛I ! i を生みだし ，空間の調整を必要とする。そ

れは生活空間の改良 ・変革であったり ，時には ，空間の変化をくいとめ

る行為であったりする。また ，その際，住民の生活行為の調整もあり得

るし ，それによってA午前に ζ たえ得る ζ ともある。乙れらの調整行為を

居住地管理と与える。居住地での生活も空間も変化する。その変化をと

らえる( i ) 点、検，調査行為 ，さらに空間の不必要な変化をくいとめる

( i  i ) 清掃，補修: ，補給行為 ，乙れらはともに空間維持行為であり ，狭

い芯; 味の居住地管理である。

ついで，生活の変化I乙対応して，居住地の全体的貿を変えない範囲で

の空間の ( i i  i) 改造( 改良) 行為，がある。たとえば，道路舗装，植樹，

郎分的新建設，節分的ill てかえなどである。 ζ の改造が，さらに徹底し

た地域空間の質的変化をともなってなされる場合， ( i v) 改革行為とい

うことができる。再開発といわれるものは乙のパー卜 に合められよう。

( iii )  ， ( i v) はともに更新行為である。乙れらの維持 ・更新行為は; 常

lこ居住地において，大なり小なり展開されている。

居住地の管理 ・運営の循環

。、

点検 ・階 、ー』 !  

糊 ・補修 ・補給 戸 '

一 一 一 更 新 行 為 一 一 ー 一 一 一 一一一 一 維阿 南 一 一一一一
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2. 居住地管理の基本

居住地管理は居住地を構成している各エレ メントの個別の維持 ・更新

行為の積みかさねでは必要を満たさない。居住地の構成エレ メントは (a)

住宅，(b) 道路，上 ・下水道など基盤装置，(c) 公共 ・公益施設とみられる

が，(a) と(c) の多くは，個別の管理 ・迩営方針をもって進められており ，

共同の管理 ・述営は主として(b) の益盤装置である。と乙ろが，個別の管

理 ・述営; にもとづく維持 ・更新行為は，居住地全体に影響をもたらす乙

とが多くなってきている。それは必ずしも共同生活，空間の共同利用が

増加した乙とからだけ発生しているわけではないのだが 。 乙のようなｾ

f青から，個別の管理 ・運営の居住地全体としての組織化が必要となる。

それらは，個別エレメント lζ 対する規制 ・誘導 ・共同化といった管理内

容となっていく。

さて，個別エレメントの組織化は，そ乙に一定の目標をもたねば進ま

ない。それは ，たとえば，環境や共同施設のシヒ勺レ ィミニマムであった

り，名居住地IC設定される地区特有の目標である。乙の管理 ・巡営目標

が定められねばならない。各居住地の管理 ・巡営目標にもとづく各居住

地熔成要索の管理の組織化，コ ントロ ーノレは，管理 ・述営の維持 ・更新

行為の展開される以前 1<::: 行われなければ窓味がない。 したがって，それ

らは各構成要素の要求の把握といった形態でなされることとなろう。

また，先 1<::: 示した居住地管理 ・迩営の循環から明らかなとおり ，点検

・調査の前提となる現状の把握が欠かせない。それは，空間の側面と生

活( 人間) の側面を必要とする。具体的にいうならば，対象居住地の住

宅の戸数，規模など物的状態，世帯数や年令別人口とい った人的状態，

蕊盤装置や公共 ・公益施設の状態などである 。

以上のように ，居住地の管理 ・運営は，目標の設定，現状の把極，個

別エレメントの行動傾向の把握すなわち要求の把握，個別管理の組織化

といった点が越本として存在する。

現状の居住地管理は，そういった概念と必え方による展開はないが，

既成市街地でも ，個々になされている。そ乙での問題は，目標のあいま

いさ，組織化の不十分さといった点も大きいが，加えて，居住者の日常

生活の一定のひろがりをもっ範囲，居住区，あるいは居住地と呼ばれる

範囲でのとらえ方を欠いている乙とである。居住地管理の単位をどのよ

うにとるかは議論のあると乙ろであろうし ，検討を深めねばならない課

題であるが， しかし，一定の共通の理解がないわけでもなし、。小学校

区，中学校区，あるいは町丁をとりあえずの単位とした一元的なとらえ

方が弱点となっている。また居住地管理をそういった基礎単位を積みあ

げて考えるとして，より広域的な範囲の管理とどのように結ひ‘ つけるか

という問題がある。

3. 管 理 と 建 設

先 1<::: 狭義の居住地管理という 言葉を使ったが，前述したように ，居住

地における維持，更新行為全体を，再開発も含めて，居住地管理の概念

としてとらえるとともに，そのなかで Ｎ ｾ設と区別される管理の怠味と

内容について理解を深める必要がある 。新辿設，たとえばニュータウン

開発の協会などでは ，建設と管理は区別した理解が比較的しやすい。だ

が既成市街地での生活環境整備ということになれば，その区別はしにく

い。しかしながら ，ニュー タウンのような走行建設といえども ，それをよ

り広い地核管理といった視点からとらえるならば，出来的土地利用地区

の再開発であり，たとえば水や自然，植生の管狸の点からみれば，空間

管理の一部分としての改造行為としてとらえねばならないはずである。

( 現実には ，そういった観点の欠洛があり ，問題とされている)

と乙ろが，一方，既成市街地の生活環境強備を考えた場合でも ，すべ

てが維持行為で説明し得ない函がある。そ乙 1<::: は，管理的ではあるが，

「建設」が存在する。先に ( iii ) 改造，改良行為としてあげた道路舗装

だとか，あるいは ガード ・レールの設置，外灯設置などといった例を考

えてみれば ， それらは，管理行為でありながら同時にｾ設でもある。乙

のように，管理と建設は，m: 層的概念構造としてとらえられねばならな
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ぃ。すなわち ，狭義の管理は維持行為を主たる内容とし，建設と区別さ

れるが，その維持的管理と建設はより広義の管理の概念で包含してとら

えられる。両者の性格をみれば，

管理・…・・継続的，総合的

建設…… 一時的，部分的

である。乙の統ーした巡用が，居住地管理 1<::: は欠かせない。例をあげれ

ば，共同住宅団地の場合，建設事業体と管理体の違い ，管理を考えない

建設が，さまざまな矛盾を生みだし ，居住水準を低下させている惟) 。

たとえば，団地の集会場や近隣センタ ーあるいはプレイロットを建設す

るが，移管される自治体側 lζ 管理の体制( 財源，人員) がないといった乙

とや植樹 ・植生計画をたてながら，移管後の管理ができず，樹木を枯ら

してしまうといったこと，個々の住戸の修理，修繕が共同住宅のメリッ

トを生かされず，個別になされていたり ，特別あつらえの備品がないと

いったとと等々細やかな問題まである。既成市街地の場合，そ乙 1<::: はす

でに居住者がおり ，生活が展開されている。その生活の継続を保障しな

がらしかどのような改造もすすまないからして，管理を考慮しない建設

は比較的少なくなる状況にはある。しかし，乙のような市街地の居住地

盤備事業にあっても ，必ずそ乙には一定の形態をとって，一時的，部分

的更新行為，すなわち建設は必要なものとなってくる。居住地の管理

が，維持行為のみで終わるものでは決してない。したがって乙乙でも，

管理と結合した建設がどのように可能かの追求が欠かせないのである。

4. 居住地管理と住民

居住地管理の もう一つの重要で，複雑な問題は，それが，空間の物的

管理のみに終わる ものではなく，空間の利用 ，生活，人間関係、といっ

た，いわゆる嶋田にみえない建設" をともなっている乙とである。居住

地の管理 ・迎営の主体は住民であるといわれるが，住民自体の生活や存

在形態は空間と密接なつながりをもち，その地域社会の形成の良否が官・

理の質を規定してくる 。 したがって，コミュニティ( 地域共同社会) と

そ乙での諸活動が存在すると考えるならば，居住地管理はまさにコミュ

ニティの重要な活動内容であろう。

乙の管理主体の活動の保障をどのようにするかは大きな問題である。

新建設された共同住宅団地のような場合，建設後の管理行為は重要な課

題として，居住者の周にかかってくる。賃貸住宅の場合は ，公的な建設

主体が多いからして ，建設体が管理もひきつぐ乙ととなり ，住民の負担

は比較的少ないが，分譲共同住宅団地の場合 1<::: は，建設後すべてを住民

の共同管理 1<::: 移すからして，住民の負担は多くなっている。一般的には

入居者の管理組合がつくられるが，その役員の仕事量はかなりのものと

なる。居住地におけるさまざまな管理に関する仕事は ，社会的に有用な

労働である。その;怠味では ，その仕事( 労働) 1<::: 対する社会的な保障が

なされねばならないし，その制度が必要であろう。さて，ではその管理

を担当する組織と入閣は，どのように位置づけられるであろうか。居住

地管理は先述したとおり，住民の居住地における社会生活と密接に結び

ついたものでなければならない。管理主体である住民の意志と窓向や気

分が適確に反映される組織と人間が管理体lζ は欠かせない。それは ，地

域民主主義 1<::: うらづけされた，住民の手で選ばれ，つ くられた組織であ

り，管理人であろ う。

ついで，居住地管理が当面ど乙からはじめられ，その体制がととのえ

られるべきかについてふれてお乙う。現在，既成市街地の住宅地整備

は， かけ声だけでなく ，現実的な問題として出発しだしたと乙ろもあ

る。居住地管理は現在はじめられつつある。そして将来，日 本の居住地

1<::: 大がかりに展開されるであろう居住地改善，居住地再開発のなかで醸

成されねばならないであろう。その整備事業，再開発事業の過程のなか

に居住地管理の考え方が生かされ，管理主体である住民の " 目にみえな

い建設" も，行政体の体制もっくりあげられていかねばならない。

( 注〉梶浦恒男他 「分譲共同住'邑の管理についてJ ＨＱ ＹＷＱ 年Ｚ大阪市大家政学部紀要第 ＱＹ ｾＩ

( かじう ら つねお大阪市立大学講師〕



無 公 害 解 体 工 法

近年，社会情勢の変化 ，土地の高度利用 ，都市の再開発等により ，主

として建物の社会的耐用年数が尽きたために ，市街地 lC現存する建物を

解体し ，その跡地 IL新築する事例が多くなっているが，その際 lζ 依然と

してプレ ーカー，スチー J レボーノレ，引倒し，等による在来解体工法を採

用しているようである。乙れらの方法は必ずかなりの騒音，振動 ';fFの建

設公害をもたらし ，住民パワーの強い昨今，近隣の苦情の発生を避け難

く，そのために多額の補償資を支払 ったり ，工事の中断を余儀なくされ

る場合すら起乙り得る。そこで ，建物を無公害な状態で解体する工法が

切望され，油圧機械による工法，火炎によるもの ，色気的方法によるも

の等段々考えられているが，コ スト ，実用性，安全性等の点で ，ほとん

どのものがいまだ実験域を脱し得ない現状であるが，ここでは，比較的

実用性がある と判断される方法として ，大容量の油圧ジャッキで鉄筋コ

ンクリ ート 部材を静的に破砕する工法を紹介する 。本工法は ， i床及梁

用」と「壁及柱用」の 2 種類の機械を使用するもので，部分的には階段

室，小部屋等の解体lζ プレーカーを併用する 。

一般的にいって ，鉄筋コンクリート部材のうち ，床，梁等の水平部材

は，当初より鉛直荷重に対し設計されており，上向き荷重lζ 対しては弱

いので ，油圧力で乙の水平郎材を突き上げれば，比較的容易にコンクリ

ー卜 が破砕するであろうという原理のもとに ，図- 1，ζ 示すごとく ，上

向き荷重を発生するジャッキで駆動される破砕支柱を搭依し，通常の階

高 ＳｾＵｭ の 床およひＮ梁を下から突き上げつつ， J順次移動していく機械

を製作し ，現場実験を経て ，( まぼ実用可能段階に入った。現在，床及梁

用解体機を 2 台保有し，いずれも稼動中である。乙の機械の主要諸元を

表- 1 1C示す。

ｾ ｩ＠
図- 1 床及渠解体 1 号機

表一 1 床及梁解体機の主要諸元

機 祖

号 機

本体の大きさ 1800明， X 2000効z

本体の最低高 2800鳴

全 自 重 ＴＲＰＰｾ＠

破砕ジャッ キ能力 200 t  

同上のストローク 300弘

電動機( 油圧ユ ニッ ト) 2.2 K W 

( 走 行) 1. 5KW 

走行速度 2. 3m mi n 

2 号 機

1700明， X 2400弘

1800明n

ＴＶＰＰｾ＠

200 t  

900明n

3. 7KW 

1. 5 K W 

6 .0m/ml n 

137 施 工 部 門

土 谷 昭 夫

x  x  

l 号機によるコンクリ ート の破砕能率は ，実験の結果 ， 1  ni' /hr 程度

のものであり ，破砕時の油圧力については ，床の場合，Ｑｏ ｾＳＰ＠ t で， 梁

では ，50- 1∞t であるといえるし， またかりに梁iζ 鉄骨が挿入されて

いても 150 t 程度の加圧で接合リベットが切断され， コンクリートが剥

離する 乙と が判明した。一方，2 号機の破砕能率は ，現在のと乙ろ試用

中であり，明白な数値を提示できないが，そのジャッキストロークが大

である 乙とを勘案すれば，おそらく 1号機の 2 倍以上の能力を発揮でき

るであろう 。

床およ び梁の解体が完了すれば，つぎには当然，壁，柱，壁付梁等垂

直部材の解体が問題となってくる。 ζ れに関しでも部材の弱点をつく ，

すなわち水平力を作用させる乙とにより コン クリ ート を破砕する方法を

考案した。すなわち， 図ー 2 lC示すごとく ，コ 字型フレーム に内蔵 した

油圧ジャッキで駆動されるチゼJ レを コン クリ ート 体lζ 徐々に喰い込ませ

る乙とにより ，部材を順次破砕していくもので， 乙のフレームを搭載

し，さらにフレ ームを上下にスライド可能で，しかもベースマシ ンが移

動式メカニズムを有する解体機を製作し ，現在使用中である。機械の主

要諸元は表- 2の通りである。なお ，ヌド機はタイヤ搭載式であるが，キ

ャタピラ搭載式のものを設計 l わである。壁及柱解体機によるコンクリ

ート の破砕能率は， ＰＮＵ ｮｩＧ Ｏ ｨｲ 程度であり ， 破砕時の油圧力は ， ｾで ＳＰＭ

50 t  ， 柱では ｬ ∞ ｾＱＲＰｴ 程度である。

以上，大林式無公害解体機の概要について記述したが. その形状は写

真 1 ｾＴ を多照されたい。

コ字型フレーム

図- 2 壁及柱解体 1号機

表- 2 壁及柱解体機の主要諸元

機 種 l 号機

本体の大きさ及高さ

フレーム の大きさ

全自重

2300m. m X  3500m 1m X  H  6400m 1m 

350m mX 2200m/mX H  1300m/m 

12 ，700Kg  

破砕ジャッキ能力

向上のストローク

スライド装置 ストローク

電動機( 油庄ユニット)

( 走行)

走行速度

150t 

400m/m 

4400m/m 

7. 4Kw 

4 .4Kw  

6. 2m/mi n 
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写真一 1 床及梁解体 l 号機

写真一 2 床及梁解体 l 号機 写真一 3 壁及柱解体 1号機
写真- 4 壁及柱解体 l 号機

×  〉く

さて，乙れらの機械を使用し ，鉄筋コンクリ ー ト迭のビノレを取りこわ

す手順について，以下lζ 説明する。

床，梁の解体

1. まず第一段階として，床及梁解体機を以上階床上へトラッククレー

ン等で吊り錫げる。乙の際の床開口部3.5 mx 3.5 mは，あらかじめプレ

ーカーで折り取っておけばよい。

2. ベースマシンを破砕対象の屋上床下へ定行移動させる。定行時には

破砕支柱は引倒された状態になっている。

3. 引起こ し用油圧ジャッ キで破砕支駐を直立させ，つぎに反力用油圧

ジャッ キを駆動させ，故上階床上へ反力盤を密ziーさせる。

4  自主砕用油圧ジャッ キを駆動 させる乙とにより ，破ttt¥支往がitl1長し ，

その先端 IC取り 付けた破砕チゼJ レ( ノミの刃のどとき形状〉が，屋上床の

下端より日食い込んでいき ，コ ンクリ ート を圧岐すると同時に ，鉄筋を曲

げてしまう。乙のとき ，屋上床が乙われる以前lζ 反)] をとった最上階床

コンクリ ート が乙われるのではないかという疑問が生ずるかもしれない

が，とれについては，先にも述べた通り ，床版は鉛直荷重 lζ 対し十分耐

力を有するゆえ，床板端部より l順次中央部へと破砕していく限りにおい

ては ，全くその心配がないといえる。

5.  破砕用ジャ ッキを短縮し， 反力用ジャッキも絞め ，隣接屋上床下へ

機械を移動 させ，再び加力し，コ ンクリ ート を破砕する。床の加力点、の

間隔は，O. 5- 1. 0 m程度が適当でt ある。なお ，機械の移動，各ジャ ッキ

の駆動等すべての操作は，リモートコ ン トロールになっている。

6.  この作業を繰返して，屋上床 コンクリ ート 破砕後，機械を屋上架下

へ移動させ，梁端部より l順次コンクリ ー トの正法，鉄筋の曲げ磁波を行

っていく。
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7. この機敏では ，鉄筋を完全 IC切断することができないために ，破砕

されたコンクリ ー トガラの大半が，鉄筋で支持された状態で残る乙とに

なる。この鉄筋をガス切断すれば， ガラは当然以上階床上へ落下する

が，これらをハンドドーザ一等で除去し ，池上へ絡下処分してしまう。

8.  床，梁解体機を直下階ヘクレ ーンで吊り降ろしておく。

壁，柱の解体

1. 壁，往解体機を 3 分割し ， Ｇ立機で紋上階床へ ｻｦｾ り湯 ｾｊ ， そこで再び

元通り IC組み立てる。

2. ベース7 シンを破砕対象の以上階壁際へ走行移動させる。除械装置

全体を墜に直角 IC偲ーえ付 !j ，駆動車輪 2 '与を ，壁画と平行方向に調整 し

ておく。つぎに ，コ字型フレームをスライドダウンさせ，Al置付梁の両側

l節をはさみ込む位置へセッ トし，油圧ジャッキを駆動させれば，チゼ J レ

がコンクリ ート のなかへ進入 してコンクリ ー トをl順次砕いていく。

3.  コ字型フレームをスライ ドアップさせ，ベースマシンを壁面 IC沿っ

て移動させ ， 隣接都分の破砕作業を行う。壁イ、Ｎｴｾ ， 壁の破砕 は， 水平方

向lζ O. 3m間隔どと IC突き進み，鉄筋を必要に応じてガス切断しつつ順

次下へと作業を進行させていく。なお ，フレームはチ ェー ンで水平方向

lこ360
0

手動旋回可能であるし ，油圧ジャッキで妥 l直方向 1C90

0

引き起乙

しできるメカ ニズムを有するゆえ，壁際の床版をはさみ込んでこわすこ

ともできるようにしてある。さらに ，スライ ド装置全体を3ω 。旋回させ

る乙ともできる。

4. ｾ破砕後 ， 往の破砕もできるが ， この機械では ， 往の大きさが ＷＵＰ

m/m X 750m/m以下のものに限定されている。

5. 床上! と落下した破砕片は，常時ハン ドドーザ一等で紛除片付けし ，

ベースマシンの走行lC支障のないようにしておく。

6.  最上階の壁，往の解体が完了すれば，機械を l直下階へ降ろし ，階段
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2.  ＳＧｾＡＡＱ 寸主、 ｅ 、住 コ ンク Ｇｊ ー ト ｅ む手

3.  H 量皮革 士、コμ クリートi ! 砕、 n晶聖f守主‘ 笠. J主

コンク リート主計手

4  全〈司叫 にし て l お吾郎刊破砕

G L  

W 駅，
/ 費生急増( 古畳、プラスチングマット他)

l1111叶 性 畑( CC綬25

5. 叙性虫; t に止り基礎コンクリー トを発破

図- 3 無公害解体手11原図

室等はプレーカーで取り乙わす。

×  ×  

以上の作業を各階で行うととにより . R C造の建物の地上部分をほぼ

然公宮解体可能である。

没後に残った基礎コンクリ ー トの取りとわしについては，一般に市販

されている C C R . S L B . アーパナイト等の緩性火薬を使用し ，乙れ

をあらかじめ穿孔された穴に笈坑し ，発破させる乙とにより ，コ ンクリ

ー トを大苦手j破砕させ得る。

図- 3 ICR C造3 階建の ピJ レの解体手順を簡単IC示し ，コ ンクリ ー ト

の破砕状況は，写真 5- 81c示 した。

今後，都rnの建物密集地で解体工* を施工する場合には，早晩，無公

宮解体工法を援用する必要IC迫られるであろうが，現在保有の織械をさ

らに改良 し，機械の小型化，作業能率アップ，融通性等の点で万全な工

法K すべきであろう 。
( っち ゃ あ き お は大体組工蕗部〉

写真一 5 大梁破砕

写真- 6 梁の鉄骨破壊

写真一 7 壁破砕

写真一 8 壁破砕
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昭和48年度・第 8 回若い会員の 集い

伝統工芸を見る会

(3) 

吉野の紙すきと史跡を見る会

レ ポ ー ト

48 旭築と社会/1974年 4 月号

昨年末からの無降水とそれによる異常乾燥は

新年の l 月中も続き ，例年にない寒気から街が

魁ったのは 2月も上旬に入ってからの 2 ・3 日

続いたl毘雨である。見学会の当日. 2 月 9 日は

ふたたび前線がすぎたあとの寒風の吹く日であ

っfこ。

午後 4 時， 阿倍野橋発吉野行近鉄特急に来

る。車内暖房のまどろみから醒めたとき ，窓外

の景色は一転して純白の此界に変わり ，大和上

市をすぎたあたりの急斜面をむ率は盛りつつあ

り ， 右手は吉野川 ， 左手はＪｦｊ ｬｾ 日子の杉木立が並

び，わずか一時間たらずの閣の乙のZl: 観 ・気候

の激変は ，大阪と吉野地方の地理的気候的相奥

が昔と変わらず現代にも持続している感を一応

深く感じさせる。

近代以降の日本人にとって吉野地方を想起さ

せるものは「歌占: よりも軍却ζ 悲し吉野山」と

歌われたように，南朝と ，義経 ・静御前IC代表さ

れる悲劇lであり ，また一方容の全山伎に麗われ

る景観である。しかし一見華やかに見える乙の

桜も，一夜の雨にうたれ一陣の風IC吹かれて無

残に散ってしまう，その一瞬の移ろいのなかに

美と人生の縮図を見い出そうとした平安朝以米

の伝統的日本人の夫; む識即人生観lζ 支えられた

ものであるだけに，一層吉野は日本人好みのふ{

愁にみちた地 lζ 映るのであろうか。しかし見落

としてならないのは， ζ れら悲J . ! i は歴史のl界11与

の出来事にすぎず， ζ の地の人々がかつてそう

であったような照葉樹林のなかで純文的生活を

始めて以来，山と川のさ与をその生活のなかに織

りまぜて発展さしてきたおおらかな悠久たる生

活の断面である。木 . ::[i ・金属を問わず系材が

あり，そして約らかな水のあると乙ろ，人は常

にそれらに工夫を加え. 1時の流れとそれに携わ

る人々の愛情が洗kiUさを悩み毘ね， ZE皮な民芸

はかつては日本中にみられた。

今，吉野lζ 残るその特1 t すべきものは手漉き

の和紙である。天然材はすべて生き物である。

われわれの肉体が水を飲み空気を吸い動植物を

喰らい，そして最後に土lζ 返るように，系材およ

びその加工物もわれわれとともに自然の精気の

中1 L 生き続けている。和紙の「福西家」での，

日夜分たぬ原料 ・絡のi ' 1 て方，厳$ の吉野川で

の水洗い，無事bの心境の手事長からのみできる良

質な紙の話，すべて母親が子供を育てるのにも

似た忍耐と愛情が，古代の紙が現在 [ζ も残って

いるその強靭さの泌訣でもあるように思える。

作る，使う ，観る人々 ，乙れら三者の節度あ

る協調精神がすべて本物のなかには ，こめられ

ている。伝統工芸を見るとき，乙の精神を現在

のわれわれの環境のなかにNびl呼び返す必要性

を痛感せざるをえない。 ( 高木富夫配〉

末 mながら今回の企画 IC際し，当初より多大のど協

力とど厚怠を賜った野村I . s 設工業附殿，当日長時IUlに

l i り有窓越なお話を伺った以 111忠雄，森田正I 可両先生

と，われわれ見学者のためにわざわざ「紙すき」の全

工程についてど彼鋭いただき，恕切に説明して下さっ

た福西家総出のど協 ＩｊＮ また「王 ｲｾｾ 遺跡 ｊ について中

在小学校の守，木先生による説明と段重な出上品のI1 観

など，吉野町の皆さま方 iζ 火災お世話に ι りました。

必上を借りて厚くお礼申しあげます.

「吉野の紙すきと史跡をみる会」に参加して

協 「吉野の紙すきと史跡を見る会」に申込み

幸い参加でき ，また事前IC吉野についての

説明古で予備知識を得て，当日 ，雪の中，吉野

山荘に夕方多々伍々集合。夕食後，吉野小学校

の先生のスライ ドによる吉野の桜，古XJ ! 築，仏

像 ， 風景ｾ［詳細に見せていただき ， また吉野史

跡研究家の先生から ，吉野が乙乙に至るまでの

説明を聞き，あくる朝，自由行動 lζ て，Z' の中，

滑りつつ転び、つ，如意輪寺，蔵王堂，仁王門，

銅の鳥居等，説明を受けつつ正午集合場所lζ て

昼食後，パスにて目指す和紙漉きの福西さん宅

訪問。乙の道百年の四代目の当主から . 38軒ほ

どあるなかで，手漉きは一軒のみとの乙と。 2

反余の畑 lζ 原料の格の一年生の原木を育て，表

皮の繊維をとり出し極々実演工程の説明を受け

ました。怨中のできばえが，上質紙ができると

のとと。ただただ夫婦げんかもできない ，感情

ｾ，ＮＮ＠

が仕上げに斑が出るとの乙と。吉野ICお住まい

の会員，野村建設工業闘の北岡さん ICはじめか

ら終わりまでお世話になったと ，事務局のお話

でした。ありがとうどざいました。

( 大末建設 国中芳郎)

111 f1 ! l 原から南へ大怖の山にかけては ，私にと

って全くといっていいほどの未踏地でし

た。それだけにゆっくりと訪ねてみたいと思っ

ていましたし，また未知の人に会いにいくよう

な，あ乙がれと興味と失望の杷基の混じった複

雑な気持も合わせ持っていました。

しかし ，吉野山でもめずらしいという大粒の

ボタンZ' が降りしきるなか，宿舎へと街並に沿

って登るうち ，気持が落ちつき ，治々しい気分

になったものです。

吉野および吉野山についてはほとんど無知だ

ったのですが，今回訪ね歩いた史跡や，山あい

にひっそりと練を寄せ合っている村々から ，千

何百年もの普から天皐や里人，武人または修験

道の山伏たちの織りなしてきた歴史を，垣間見

たような気がして深い感銘を与えられました。

XJ ! 築的 IC采l清らしいと思ったものは ，水分科l

社の社殿で中央一間左右三間並立の社を流造の

昆i阪でつなぎ，それぞれの社に切妥を立ててあ

る桃山建築です。とくに雪をかぶっていると乙

ろを見たせいか，政としていて ，またそのなか

にも優雅さがあって，しばらくは拝殿に座り込

んで宝説話のぽ( 七村l のうちのー神) と無言の

対 話 ( ? ) を楽しんできました。他IC一時後醍

醐天皇の行在所になったという書院造りの吉水

院，荘厳な外観lζ 似ず素材のままの丸太柱を自

由lζ 使った内陣を持つ金峯山寺金堂( 蔵王堂)

など，多くのすぐれた建築物が点在していま

す。また吉野川をさかのぼれば，万葉の人々が

そぞろ歩いたであろう宮滝や象 山， 業 主 ｾの里な

どのZE色も来通りしてしまうのが惜しいくらい

でした。再度，歴史i ! J などを片手1 L 訪れてみた

いものだと思っています。それも厳冬の頃たつ

Tこ一人で。 ( 7 トリエ trefoi1 脊家克子〉



[ I l どこの観光地でもシーズンオフのみやげも

の屋はひっそりとうらぶれて淋しい。花の

頃にはさぞ‘ かし賑やかであろう桜の校先も ，今

日は雪を積んでじっと春を待つ，そんな吉野山

を下りて吉野川沿いの国栖で紙漉きを見る。

吉野の山の梼， トロロアオイやノ リウツギか

らとったノリ IC風雪にさらされた土が清らかな

水lζ 溶け合い ，谷間 IC棲む人遂の手で漉き上げ

られ日本の紙ができる。原料を叩解し ，調合，

乾燥して仕上げるというプロ セスは，石灰石と

粘土を粉砕し ，焼成してセメントをつくるよう

に，ある種のものを作る原初的プ ロセスを如実

IC示すようでおもしろい。私達の身の廻り! と溢

れる新聞 ，書籍，ノー ト， トレーシングペーパ

ーといった洋紙類が活字や硬筆類を使う人達が

ノf ー トナ ーであるとすれば，手漉き和紙の上を

走る準は毛筆であり ，毛筆を使う人達のために

それは作られる。巡いはスピードの差 lζ 表れ，

結果は賓と置の問題でもある。手工芸レベルの

生産が現代人 lζ 伝えてくれるものは ，原料の吟

味からあらゆる生産工程IC人の心が ζ もる ，す

なわちすべてが人間的スケールIC納まっている

というととである。いいかえれば自然の限界の

外へはみだしていないという乙とだ。乙ういう

作業を職としている人の考えるととは興味深

い。漉く日の朝は夫婦喧嘩もできない ，やれば

紙にむらができてしまうとか ， 掛 ｴｾ Ｑ の裏張りに

は良質の和紙で鎧張りにしないと表の書画が全

く駄目になるとか，作られたものが創る人，使

われる風土とともに息づいているととを物語っ

ている。新しい日本画は厚塗りなので額装に仕

立てられガラス板の奥lζ 納ま って投機の対象に

もなっているが，現代の物に対する人の心のパ

ターンを表してるようにも思える。

現代の総築にあっても与えられた敷地のなか

で自 己完結する乙とに満足するかのように ，周

辺のネガティヴな空間への配慮を欠いた姿をさ

らけ出 しているととへの反省が出てきているの

も何か似た乙 とがあると思うのは考え過ぎであ

ろうか。 ( 堺市公回線 開捜幹雄)

庭での「緒 ( こうぞ) J 干し炉

日 時 昭 和49年 2 月 9 日 ( 土〉 ・10日 ( 日)

怠 加 者 26名

主なスケジュ ール ( 集合 17.∞ 吉野山荘〉

q 日 18 ∞→21 ∞ 夕食懇親会とミーティング

講 師 岸 固 定 雄 氏 ，森田真司氏

10日・午前吉野山史跡見学 〈自由行動)

水分神社・如愈給寺・吉水神社

金峯山寺 ( 蔵主堂〉・・ ーなど

午 後 紙 す き 「箔西弘行」家

宮意遺跡見学

午後 6 時30分大阪阿倍野渚・解散

金峯山寺 ( 蔵王掌〉

、司膨

吉 水 神 社

水分 ( みくまり 〉神社

本ものの和紙についての鋭明を聞く (福西家にて)

吉野山の樹氷

冷水で不純物除去後の「棒」の繊維
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蘭 培 養 の す す め

日本建築協会建築クラプ例会講演要旨Ｈ附 ｾＱＴＹ 年 Ｑ J1 16B)  

附泥建築設計 <FOJ 所社長

畠 中 繁

一口に蘭といっても非常に種類が多く，きょ

うは東洋蘭について話したいと思います。

!員iは大別すれば . 西洋! 踊と東洋! 泊 lζ 分けられ

ますが，もともと西洋には蘭がなく，太平洋地

Iベ原産のものを持ち帰り . 交配し ，ld-i をしたも

のが西洋l踊で ，4Eはきれいですが，寄りがあり

ません。

東洋l縞は主として中園地方および日本lこ花山

する花で ，花は小さいか指定で，気品がおく .

かおりが高く ，ｾ定も優雅で野趣 ｬζ 官んでおり ，

東洋人の飽味に合うものだと思います。

| 焔は中国とともに栄えてきたもので ，rt 同で

は占くから尚iを法廷することを君 jこの技( ワザ)

といい ， i 前を植える家庭 lこは桓はあってもわ

ざわいはない J といって. I踊のことをE潟市，ま

た聖草ともいっております。

I鋪と孔子の話は省名で，孔子が「奇IJ.l j繰」と

いう詩を作ったときの状況ですが. CI 分のA5え

方を受け入れ，用いてくれる人を探して，戦乱

の国を回ったが，ついに受け入れられず，傷心

の身を衛という関から ，自分の生まれた魯とい

う困に帰る途中 ，谷間で休憩、したところ ，総本

のなかにl閣が繁り ，気高いかおりをただよわせ

ていた織をながめ ，簡は王省のかおりである ，

ｩｾ ｊＺ人の庭 ｉｃ 値えられるべき運命をもっていなが

ら，時を得ずして ，維草のなかで何の不平もな

く咲いている ，このl苅と自分の境遇があまりに

似ているということから ，悲しみを慰められた

というのであります。

ＱＱ Ｑ 国でＺは ， ただ ｾｅ をめでるのではなく ， 不ｾ

iえ怠の妙薬といい ，婦人の容色を劣えさせない

という乙とで ，盛んに裁倍された歴史もありま

す。繭のかおりのなかに ，人の心を刺激し ，血

液の循環をよくするという効果とか，精力を的

進させてくれて ，若返るせてくれる働きがある

のです。

最近，東京中央気象台で， i 生気象」という

ものが研究されはじめています。 i 生気象」と

は新しい学問の分野ですが，たとえば深山幽谷

のなかにたたずんだとさ ， 何となく気持がい

い，広々とした草原に立ったときも，実 lζ 気持

がいいはずですが，なぜそのように気持がいい

んだろうかという研究をするわけです。

生気象の研究によっても ，蘭のかおりは人間

50 建築 と社会 / 1974年 4月号

の健康にあずかつて力があると . f t ( : ・近のレポ ー

トで発 t<.されております。中国では蘭のかおり

をきく乙とを7fi. 浴と呼ひ，健康原1進に使われて

いるのであります

日本では後藤新 '!'-{(I 爵が一番はじめての ::IX浴

の実行名ーで， 90 才のお母むんが大病されたと

き， 1 日に 2 l!t. 1- 2 時間締め切った部屋

で， I副のかおりをお母さんにきいていただく

と. 弱っておられたのがだんだん元気になら

れ，白怠を迎えられたといいます。

私が舗をいじり始めたのも ，r描iのかおりをき

くことか血行をよくし，健康になれるという乙

とからで，昭和28年lこはじめてlfuを吐き ，附和

38年まで毎年血を吐きながら設社活動が続けら

れたのら，)J 浴を災行したからたと思っておりま

9 。

中国貿易復興のためにと活躍された松村議三

先生が亡くなられたとき ，テレビ{ こお宅の模様

が映っていましたが，床の間，廊下にずらりと

闘がありました。先生かあれだけの活躍をされ

たのも ，f泌のおかげだったんではないかと考え

ている次第ですc

l泌がいつごろから臼本で培主主されたのか，は

っきりした記録はありませんが，春酬は本邦各

地に自生していますし ， ｾ蘭は四国，九州 ， 紀

州方面に自生していますので，相当古くから培

主 ｾ￫ されていたんではないかと推測できます。

" 己録にあるのは! f; 64代円融天皇の天禄 3 年 lζ

「フチノミカマ( 蘭の和名) を野の宮lζ 縞えさせ

たまう」と文献にあります。比較的新しいとこ

ろでは ， 巾御門上阜も闘を ｾｦ されたと記録され

ています。

残存するt l AI鉢からいえる乙とは ，鎌倉時代，

足利時代に僧! 日とか商人などによって輸入さ

れ. 大名 ，僧 f: ri ，n人の聞でかなり培養された

ようです。

徳川時代 [ζ 入ると ，かなり大衆化し ，町人の

なかにもかなり愛tきする人たちが出てきたとと

が悩鉢から推定できます。

明治以降では，明治天主， fiBA ! . 皇太后が蘭を

ｾされ ， 造指も深かったようで ， 沼津のど用邸

には以iの係官を泣かれ ，広葉系の蘭を愛された

と聞き及んでおります。大限重信公も蘭を愛さ

れ ， i 大日本忠1踊i会」を組鍛し，後藤新平イ自が

副総裁になって ，rAl Iを組織的にほ獲される時代

がきたのですが，大東亜戦争のために ，酬のIき

益はいくらか下火になりました。

戦後 ，ようやくにぎり飯が食べられる時代に

なって， i 日本愛l犯協会連合会」を岡山の池山

伎が作られ，犬i ! i : 健先生が総波となられて ，よ

みがえったのであります。

東洋州の極頬ですか，大別すると ，ｾｾ雨 ， 春

|紺 ，必l鮒( 広J定系と細25系) ，金陵辺蘭， Ｉ，致。 ｾｬ

( 宮貴闘) ，石餅( 長生削) その他の l捕に分け

られます。乙の分け方は王手前， ｾｉ 紺というのは

l咲く i時期ですし ，菜の形で分けたり，正しい分

煩といえません。

ｾｉ 踊 ｩ は上佐ＤｴＮ絢 ， 紀州 ｾｉ 品 Ｑ ，日向 ｾｲ 鋪， I錐摩

ｾｉ 銅などの穏類がありますが，純物学的な分実誌

は全く同一です。あかいｾｾ，白い Ｑｾ はきれいで

すし，他も高いですが ， ｴｦ いイどは比較的 ｦｾ む＿￬も

安いのですo

ｾｉ 踊 ｩ は中国［ｻｪｲｍ ｉ と日本春尚 ｩ があり， [11
同容的

のなかには一基一花とー茎九花があります。 rll

国王手Ａ踊のとれると乙ろは祈江省 ， 江 ｦｾ 省付近な

ので，日本でもフレ ームなしで育ちますが，広

業系の閣は原産が街路省なのでフレ ーム{ζ 入れ

てやらないと少し無理かあるようです。日本泰

ｼ泌は非協 Ｍ にきれいなｾｾが ｬ 咲きますか，かおりの

ないのが残念です。

.a: r絢の広葉型のなかには大明11H (白 l凶) ， r荘

厳闘があり ， 大明以 ｉ は赤茶色のＮｻｾで Ｒ 月から Ｓ

}j ( ζ I咲き，報よ泉州は 2 月中旬から 3 月上旬に l咲

きます。

細ｾ型の定、尚 ｩ のなかには，建断 ｪ ，降悩，小 ｦ ＺａｬＮ

玉珍Ａ泌，ぷ心Ａ絢 ， 鳳 ｉ 煽ｾがあります。

以上は ，かおりもよく，花型もきれいな| 純で

す。

つぎに金陵辺l嗣は残念ながらかおりがないん

ですが，多く日本の家庭で植えられています。

風| 泌および石斜( 長生! 銅) は気板を持った I泌

です。

その他のi踊科の植物のなかでは，名護1泌，敦

盛草，竹葉蘭 ，1切蝶，海老板，s " 草，岩石! 札

熊谷草などがあります。

ｾｉ 鋪は ＱＰＭＱＱ 月 ， 遅咲きは ＱＲ 月にも ｬ 咲きます

し，それから報裁，大明，支那春附，日本容1鋪，

支那; s": I踊の- d在九花 ，長生! 踊 ，名護i揃，忠「紺の

細菜ときて1 l f 1鋭と ， Ｑ 年中州のｾｾか楽しめま

す。

，t¥t地も J. k さえ絶やさなければ枯らす乙とはな

く，作りいい組物で，値段も高くありません。

ぜひ育てていただいて耐のかおりを聞いていた

だき ，皆 さん方はさ らに健康を確保し，いよい

よ奥機方 lζ 若く美しくなっていただきたいと恩

います。 ( 追記録より仲沢〉
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試験報告 ・その 8

騒音防止周防音ノマネ J レの音響性能 そ の 2

音 響 透 過 損 失 に つ い て

ｾ＠ 1 は じ め に

今回の報告は 3 月号 (C掲峨された，その 1. 残響室法吸音率試験につ

いての報告の続きとして，おも ( C市街地の尚速道路やI句集鉄道路線が発

生させる交通騒音公害を怪減させるため ，高速道路等! と付設される騒音

防止周防音ノマネノレの音響透過損失についての試験結果を報告する。

ｾ＠ 2  試 験 体 に つ いて

試験体の一般的な構造は， 3 月 号に示 したと同様で ，その設E 儲所，

設置条件等により ， 1 枚 当たりの大きさ 1 - 2  nf ，厚さ ω - 1 5 0 mm，

そして防音パネルの外部は第 1図 IC示すように騒音発生源l C 面する表面

板に有孔またはノレーパー状スリットの鋼板，アルミ板で ，裏面板は 0 . 7

- 2 . 0 mm の平板またはリブ付の鋼板を使用している 。内部構造は第 1

図μ)f c示すように内部 lζ 吸音材を充. t . ll したもの， (ロHζ 示すように裏面板

と吸音材の聞に空気回を作ったもの，そして，刊のように吸音材と表面

板および袈面板双方の聞に空気庖を作ったもの ，の 3 種類lζ 大別する乙

とができる。

なお防音パネノレの友 jIl j板 ，Ｑｬｾ函板，および内節の材質やす法ＧＢＡ［［の詳細

を，表と して第 1表 に示す。

ｾ＠ 3 試 験 方 法

試験体は ，高速道路や高栄鉄道路線lζ 実際 lζ 付設される場合を考慮し

て ，必要以上な目詰めや悶定はお ζ なわず ，各試験体の標準的な施工仕

様にも とづき，音響透過鼠失測定用残響室の試験体取り付け用開口部IC

第 l i 夜 院 殴 体 材 料 詳 細

: 式験体 | 試 験 体

一 乙 ｾ ｾ｟ｲ 大きさ ｭｭ Ｉ 下L m寸 言 密 度 ほ 耐

A  - 1  1  2000.  1∞o  1  60 

A  - 2  1  2000x  500 1  102 

A - 3 1  2000.  1000 1  68 

B ー 1 2000/，1000 I  150 

- Eて-2-1 200似 刷 I  125 

- B - 3寸一 ぬ00 <  5∞寸- -15

［Ｚｾ 高 密 度は 防音パヰル枠組重量を含む

GENERAL BUl LDI NG RESEARCH CORPORA Tl O N  

本試験所 : ⑤ 565 吹田市藤白台 5 了目 125 電話/ 大阪 ( 06)  872- 0391代表

大淀分室 : @t  531 大阪市大淀区長柄西通 2 丁目 35 電話/ 大阪 ( 06)  351- 7217 

8nf 程度を取り付けることとした。

試験体取り付けの様子は第 2図に示すように ，H型鏑や亡型鋼を支柱

として ，その内官官iζ 防音ノマネルを挿入する方法で，各防音パネル閲の突

き付け目地や防音パネルと支柱との突き合わせ部分 ICは標準{ 上織にもと

づき， ゴムシ ー トや コー キング材等で目詰めをお乙なった。また試験体

取り付け用関口部と試験体の接する取り合わせ部分にはモルタルを充娯

し，十分な固定をお ζ なった。なお ，試験体取り付け用関口部12nf と防

音パネル 8nf の残余部分 4 nfl Cは厚さ 1 5 0 mmの空洞基本フ. ロックを ，

空洞部分ICモJ レタノレを充反して償みあげ，さらに両面に厚さ 2 5 mmのモ

ルタ J レ上塗りをお乙なった。

測定は建設省告示第 108 号 iζ 規定する遮音性能試験方法にも とづ き，

音夜、にオク タープバンド ・ノイズを使用してお乙なった。

ｾ＠ 4 試 験 結 果

本来，音響透過損失は質量則にしたがう。すなわち ，その材料の単位

面積当たりの質量( 函密度) が大きいほど音響透過損失が大きくなると

い う乙と から ，試験体の枠組ill I i 1 を考慮すると ，面密度が重量 となる試

験体A 群 と， 軽量となる B 群l C 分類できる。

そ乙でA 群の試験体A - 1 ，A - 2 ， A - 3 の試験結果を第 3 図 IC示

し，B群の軽E で，かつ一般断面の異なった試験体B- 1，B - 2 ， B  

- 3 を第 4図 IC示す。第 3 図に示した試験体A 群については ，周波数が

倍になるどとに音響透過損失が約 8 d B 培加する。すなわちオクタ ープ

面 板 E 内 部

質 l 柳 川) I 材j i I ｾ通 ［ ｭ 寸 す亙材質

ア J レJ 寸- 2. 0 I  鍋 :1&- 1  0  -r - 7' ' 7ス ゥ二 7
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第 5 図 自 動車騒音のパ ワ ー レベＩｾＮ音圧レベル

どとに 8 d B の増加であり ，試験体B 群ではオクタ ーブ約 5 d B の増加

となった。

このような結果となった原因としては ，面密度ばかりでなく ，むしろ

築面板の厚さ，およびピス留めか溶接によるものか，そしてリプのある

なし ，その他，構造的な要因によるものと考えられる。また5∞Hz 以下

の低い局波数についてA 群と B 群の試験体双方にそれほどの差異は認め

られず，自動車騒音のような低音域を主成分とした広い周波数にわたる

騒音源11 : : 対して，低音域での透過損失不足を多少感じさせる結果といえ

る。多考のため，パス， トラック ， 乗用車の自動車騒音のパワ ー レベ

ル，および音圧レベソレを第 5図lζ 示す。

ｾ＠ 5 む す び

本測定は防音パネ J レの音響透過損失，すなわち防音パネルに音波が入

射したとき ，どれだけの音が阻止 されたかという ζ とであ って，発生音

が防音パネルの上部を通りぬけ，または回り込んでくるよ うな回折の影

響を考慮しでいない。そ乙で乙のような騒音防止周防音ノマ才、 J レの設置に

際しては ，回折による騒音伝搬の影響を考慮し ，高さを十分 IL高く ，ま

たは上認を内側 11 : : 折り曲げる等の考慮が必要である。

また前記のような試験結果より ，交通騒音の公害対策としての騒音防

止用防音パネルとしては ，低音波での音響透過損失不足 と， そして振動

や経年により発生する隙間や破損等による音響透過損失の減少等に多少

の不安を残しているといえる。しかし高速道路や高架鉄道路線の沿道住

民に対する騒音公害の対策として，乙の ような騒音防止用防音パネルを

付設する乙とは ，社会的な怠義 という函で重要な ζ とであ ると思う。

( 研究員 長橋英彦〉



日本建築協会

月間の動き

昭和49年 2 月分

通 常 総
. 6.  

τ"" 

27日 4 時- 4 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 塚 本 ， 横 尾正副会長ほか14名

議事(1)名誉正会員推挙の件

(2) 監事 1 名選挙の件

i3) 本部所属評議員28名選挙の件

(4) 役員室任承認の件

|  評 議 員 懇 談 会 ( 技 術部 門)

B日 5 時半- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 野中駒市評議員会副議長ほか 4 名

2 月開催の総会における監事および技術部門

選出評議員候補者の推せんについて懇談

理 事
. 6.  

τ"" 

20日 4 1時- 5 時10分 於会館集会室

出 席 者 塚 本 ， 福 田 正副会長ほか16理事

井手京都支部長

議3到1)定時評議員会開催の件

(2) 名誉正会員推挙の件

(3)大阪府知事表彰候補者推せんの件

(4) 事務局職員退職承認の件

(5)事務局職員採用承認の件

(6)昭和49年度収支予算承認の件

(7)大阪ピルメンテナンス協会より申入れの

件

(8) 入退会者承認の件

(9) 報告事項

編 集 理 事 会

20日 2 時- 3 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 福 田 副 会 長 ，彦谷編集委員長ほか

5 名

議事(1) 雑誌の昭和48年度収支経過と見込み

(2) 次年度雑誌予算案

(3) 広告体制の現状

(4)広告料金の値上げ

(5) 次年度編集委員会の構成

(6)そのほか

事 業 委 員 会

見学会小委員会

1 日 61時- 71時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 省 堤 副 委 員 長，鈴木，荒川幹事ほか

4 名

議事(1)12月及び 1月に実施し た見学会の報告

(2) 3 月の見学会企画について

(3)昭和49年度の見学会企画について

(4)昭和49年度小委員会編成について

(5)そのほか

広報小委員会

5 日 6 時- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 三 品 副 委 員 長，上松幹事ほか10名

議 割1)第 4 回展示写真の企画について

(2)第 2 回「建築物の防煙 と避難施設」の説

明会について

(3) 昭和49年度の事業企画について

(4)昭和49年度の小委員会編成について

(5) そのほか

若い会員の集い小委員会

7 日 6 時- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 柳 副 委 員 長，西村，岩永，中村，

富後各幹事ほか 6 名

議 :事(1)第 9 回「建築家に話を聞く会J (2) の企画

について

(2)  i 解体修理中の古建築をみる会一法起寺

法輪寺J (2) の企画について

(3)工業化工法による建築部材生産工場見学

会J (2) の企画 lζ ついて

(4) 鐙築家のための「みどり」学習会( 仮称)

の企闘について

(5) そのほか

第 8 回若い会員の集い

伝統工芸をみる会 ( 第 3回) i 吉野の紙す

きと史蹟をみる会」

2月 9 日・ 10日 1泊2 日

参加者 25名

委 員 会

14日 61時- 81時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 北 垣 委 員 長，大橋. rn田，小泉，

花房，三品 ，柳各副委員長ほか

4 幹事

議事(1) 各小委員会の事業報告

(2 )2 月以降の事業企画について

(3)昭和48年度役員委員の慰労懇親会につい

て

(4)昭和49年度の委員会編成について

(5)そのほか

建築家のための 「みどり」学習会 ( 仮称) の

打品会

21 日 6 時- 811寺 半 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 森 下 主 査，岩永幹事ほか 3 名

議事(1)建築家のための「みどり」学習会の企画

について( 第 l 回)

(2) 同 第 2 回の企画について

建築家に話を聞 く会打合会

22日 正午- 11時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 l嶋田勝次氏，柳副委員長ほか 5 名

議事 「建築家に話を聞く会J (第 2 回) の企

固について会の形式，参加人員 ，開催日

時場所及び、所要H寺閲等について打合せ具

体案作成の上午後 2 時より竹腰先生と 打

合せを行 った。

| 住 宅 委 員 会

住宅展・ 企画・小委員会

5 日 5 時半- 7 時 半 於 会 館 3階会議室

出 席 者 岩 本尚三氏ほか 4 名

議事 新し い住宅展@ 具体案作成について

委 員 会

12日 6 時- 7 時 半 於会館集会室

出席 者 小 西 委 員 長 ほ か14名

議事 住宅展 lζ ついて

太陽熱利用問題打合会

15日 5 時半- 7 時 半 於会館集会室

出 席 者 小 西 委 員 長 ほ か 5 名 日本熱学，

三須氏

議事太陽熱を利用した住宅設備について

住宅展・企画・小委員会

20日 5 時半- 8 時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 岩 本 委 員 ほ か 5 名

議事(1)阪神住宅展の構想について

(2) 羽田住まいの ロー タリ ー協力について

委 員 会

27日 6 時- 7 時 半 於 会 館 集 会室

出 席 者 小 西 委 員 長 ほ か 5 名

議事(1)阪神住宅展の中止について

(2)朝 日住まいのロ ータリ ーについて

編 集 委 員 会

委員会 (新旧合同)

12日 4 時- 6 時 於 会 館 集 会室

出席者 EZ谷委員長，松村( 新委員長予定)

ほか33名

議事(1)3月号 = 保養所作品特集報告

(2)4月号= 既成市街地の住宅地整備の方策

特集報告

(3) 5 月号= 住宅団地作品特集報告

(4)新編集委員長選出と小委員会任務分担lζ

ついて

(5)6 月号以降の企i i I Dについて

刷新編集委員会の各小委員会( 分科会) の

開催自について

(7) そのほか

作品作風小委員会

12日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会室

出席者 谷 主 査，横山次期小委員会副委員

長ほか 8 名

議事(1)5月号作品の件

(2) 6月号作品の件

作品作風担当小委員会

26日 6 時- 811寺 於 会 館 集 会 室

出 席 者 谷 主 査 ほ か 3 名，兵庫県北摂開発

局小林氏ほか 1名

議事 5 月号北摂ニュータウンの企画の具体化

|  建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

委 員 会

20日 6時- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 井 上 委 員 長 ほ か 8 名

議事(1)Nu44号 ( 4 月号〉の経過報告

(2)Nu45号 ( 7月引の掲載シ ート について

(3) 総合目次 ・猿引の発行に ついて

(4)昭和49年度の委員会の編成について

(5) そのほか

建 材 委 員 会

委 員 会
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5 時半- 7時 半 於 会 館 集 会 室

建築吹付対工業会，原因大阪副支

部長ほか 2 名

委員会山問委員長ほか10名

当日は日本建築吹付材工業会の原因，泉，大

槻各氏より「建築吹付材ガイドブック」の内

容について説明を伺った

日本の建築家と

を 組 み た い ー ア メ リ カ ・ジョ ー ジ ア 州 の 建 築 事 務 所 よ り ー

ベンチァトンイシノヨ

21 日

出席者

昨年10月，アメリカのジョージア州アトランタ市にある F inch A lexander Bar nes Rot hschi ld  

and  Paschal 社の Caraker D.  Paschal 氏( 副社長 ・建築家) より，日本建築協会会長宛に，日本

の建築家と同社とのジョイントベンチァ ーの申し出がありました。以下1 ( ，その手紙の日本訳を掲

載します。なお，上記 Al exander Bar nes Rot hschi ld  and Paschal社の業務については，本会 IC

同社概要パンフレットがありますので，ど覧になりたい方は日本建築協会( 包0 6 - 231- 9648) まで

ど一報下さい。また岡本土のパスカル氏と連絡をとりたい方もど一報下さい。あるいは ，大阪商工会

議所国際課長杉本道夫氏 ( 06- 942- 6151) にお問い合わせ下さい。

於グランドホテル

日 本 建 築 協 会

会 長 塚 本 猛 次 殿 1973年10月19日

私は， 10月 3 日から 10月12日までアメリカ，ジョ ージア州のビジネスマンと専門家合わせて 17人

より成るジョーヅア交易団 ( Georgi a T rade  Mi ssi on) とー絡に日本に滞在致しました。当方は，

日本の商工業のゾョ ージア州進出を歓迎せんと致したのです。訪問地は，東京 ，鹿児島 ，京都，大

阪，名古屋でした。

私はグループの中で唯一人の建築家 (archi tect ) でありまして，日本建築協会のどなたかと接触

したかったのです。大阪では ，大阪商工会議所の M. Sugimot o 氏と会談し，同氏が日本建築協会

の住所を教えてくれました。そ乙で A . Hi gashi no 氏とお会いしましたと乙ろ ，同氏はi ' l : 殿とお会

いするよう奨めてくれましたが，大阪での滞在期間が短くその手筈がとれませんでした。- n 方様と

お会いできるように事前1 ( 述絡しなかった乙とが残念です。

私の事務所は， ジョ ージア州の首昂アトランタで最大級に属するものでありまして，建築，エン

ジニアーリング，プランニングおよびインテリアの実務を行っておりますので， 当方の設計の一部

を掲i依しました小冊子をお届け致します。

tt 方様と日本建築協会の他の会員の方々に，当方が日本の建築またはエンジニアリングの事務所と

ジョイント ・ベンチュアーを組み，日本の施主のため米国で設計業務をやっていただく乙とに大変興

味をもっているものである乙とをお伝えしたいのです。当方は，当地の極々の制限事項，当地のデイ

ティーリングの方法および施工方法を知っておりますので，日本の建築家の方々には大いに役に立て

るでありましょう。また日木会社の基本設計をもとにして，施工詳細を展開し，フィ ー ト，インチの

寸法を記入し，仕秘書を作り，施工契約を取りきめ，施工過程で検査を行う乙とができましょう。

当方は米国の多くの大設計事務所とジョイント ・ベンチャ ーを組んだ経験も多く ， 乙のような業

務方法lζ 慣れております。

どうぞ，: m協会の会員の方々に， 1'1、がジョ ージア交易団と共に来日しました乙とと私の事務所は

日本の建築家とジョイント ・ベンチャ ー を組んで日本の商業および工業関係企業のためにアメリカ

でのプロジェクトをおし進める乙とを熱望しております旨をお知らせ下さい。

私の会社は，ア トランタに優秀な日本語翻訳者を有しておりますので， もし必要なら踏踏せず日

本語でお便り下さい。

大阪で直接お自にかかれなかった乙とは残念ですが，

じます。

Caraker  D.  Paschal  

蕊 lζ 御手紙を差し上げます乙とを幸いに存

敬 具

Fi nch  A lexander  Bar nes  R othschi l d and Paschal. Inc  

A rchi t ect s and Pl anner s  

44 Broad St reet. N.  W.  

A tl anta. Georgi a 30303  

U. S. A.  

「 建 築 と 社 会 」 誌 広 告 掲 載 料 金 改 訂 昭和49年 4 月より「鐙築と社会」誌の広告

料金を下記のように改訂させて裁きます。

12日 8 時半- 9 時半

出席者 78名

当日は酒井涼繭氏より従業員の企業意識につ

いてのお話を伺った。

幹 事 会

7 日 正午- 1時 半 於 会 館 集 会 室

出席者小林清氏ほか 4 名事務局福中，

吉田

議事(1) 講師謝礼額について

(2)3 月以降の諮問について

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

J

叩

政

援

純

昇

正

史

英

彦

厳

カ

宏

夫

人

彦

一

雄

男

伸

行

ニ

諒

喜

万

其

忠

成

正

文

本

義

義

信

雄

忠

行

殴

啓

倉

総

武

留

井

団

体

谷

岡

ロ

悶

図

絵

知

野

下

岡

本

本

元

中

辺

鋼

寿

平

福

徳

藤

藤

船

分

崎

町

絵

右

村

蘇

矢

山

山

山

山

四

音

波

12日 2 時- 5 時 於 日 本 建 築 学 会

出席者山根委員ほか 13名

議事(1) 設備技術者資格問題について

(2) 設: 監法及び設殴業務法( 職能法) の問題

について

13日 正午- 2 時 於 パ レ ス ホ テ ル

出席者塚本会長ほか10名

当日は l時局問題等について懇談した。

ｾ世電機工業側

建 築 B団 体 会 長 会 ( 東 京) I  

建 築 業 務 基 準 委 員 会

話完|

l 頁 |カラ ー l 頁価格

タテ 265X ヨコ190 ( ミリ)

前付必初頁 70. 000 円 230. 000 円

前 付 各 頁 60. 000 210. 000  

前付記事対向 65. 000  220. 000 

( 年後間付契各約頁制)
50，000 

広告料金 ( 昭和49年 4 月改訂)

|、ご(2 叫 ラ ー l 頁価格

掲 糊 哲 三 竺65X 1竺どと) 一一一

表紙・2 I  105. 000 円I 280. 000 円

表 紙 3 I  90. 00o  I  270. 000  

表紙・ 4 I  135. 000 I  300.  000 

上記料金は月 l 回掲載料金です。

制作費は実質申しうけます。オフセット 2色カラ ーは指定色をど使用願います。

後付各頁のみ 1/2頁 ・1/4頁 . 1/ 12頁のスペ ースがあります。

年 6 回以上の継続掲依契約をいただく場合は 5 %の割引金額でお願いし ， それ以外はいっさい

割引いたしません。

(5) 一般デザイン広告以外の特例として， レポ ー トなど本文記事形式で社名 ・住所 ・沼話番号が記

事末尾のみに入る場合， 1頁につき 40. (削円の掲載料をいただきます。

(1)  

(2) 

(3) 

(4) 

受 領

このたび名主主正会員，白石登喜男氏よ

り事業資金の一郎にと金一封のど寄付を

娘きました。

乙乙 l乙誌して厚くお礼申し上げます。

雄

実

次

軍

英

夫

夫

雄

次

次

彦

秀

弘

幅

広

守

樹

治

郎

三

郎

郎

夫

郎

二

次

一

〉

久

吉

和

博

幸

秀

教

賢

健

敏

和

正

康

昌

秀

慎

一

伸

啓

良

一

価

E

川

島

寺

島

藤

井

内

藤

中

訓

岡

部

ロ

岸

島

野

村

尾

相

名

陥

金

白

羽

リ

金

川

小

児

佐

酒

篠

柴

首

回

国

武

建

谷

寺

寺

中

中

長

成

粂

浜

伴

(

「

-

在

阪

政

a

e

j

e

-

-

i

・
e

・-
a

・

0

〕

'

釈

2

大

M

A

判

明

従

宏

広

男

邦

明

一

徹

力

寿

徳

一

次

樹

雄

一

男

回

目

儀

問

問

弘

航

三

倍

夫

則

時

一

寄

員

耳

員

信

定

芳

抑

雅

正

悦

直

昭

正

雅

三

雅

忠

以

嗣

光

・

一

f

会

投

会

体

噌

人

暗

闇

松

野

木

谷

上

上

上

上

藤

勝

崎

国

岡

田

悶

岡

江

崎

岡

田

村

覧

会

咽

断

湘

安

赤

浅

荒

荒

井

井

井

井

伊

伊

石

岩

岩

岩

牛

小

大

大

太

岡

奥

加

雌

2月 の 入 会 者 団称略)

の
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内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 ー 1 ( 英和ビル)

電 話 神 戸 ( 331) 0881- 3  

支 底 大阪市北区絹笠町50( 堂ビル 5 階 502号室)

電 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市主主合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

陸屋根防水には 奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

前回 ｡ 民一陥ｾ帯
新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎紅

l 特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー |

( 電動式並固定型各種)

岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ - A 型・ B 型・固定型

本 社

大 阪 出 張 所

名古屋出恨所

札 脱 出 妓 所

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N Sライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/ 特殊装置による風量増幅1

新型 換気塔 S Fスーパー l  l  
l換気扇の能力を倍増する/

最 新 型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

ｾＩ 司自ヲ ｱ イト

東京都中央区銀座 8 - 4 - 1 1 電話 03(571)2703- 4・2370・4064・0264

大阪市都島区都島中通り 2 -3- 1  電話 06(921)  2  4  9  7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  ｾＱｉ話 ＰＵＲ Ｈ ＸＱＱ Ｉ 3  6  6  0 ・ 3 1  0  4  

札眺 市 中 央 区 北三 条来四丁目 ';U:話 011(231) 7  5  1  1  

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番22号

電 話 (981) 06 1  5- 0  6 1 8  
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空 調 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 - 冷 暖 房 設 備

設 計 ・ 施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

《令室喜朗目玉業社

本 社 点京間li を区芝浜絞町ト 2- 7 電話 (434) 6171 ( 大代)

大阪支社 大阪市東淀川区加島町 357 世話 (302) 227 I  ( 代)

支 庖 北 海 道 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・福 岡

営 業 所 釧 路・ 函 館 ・ 盛 岡 ・償 浜 ・静 岡 ・ 京 都 ・神 戸

電 気 ・ 空 調 ・ 給 排 水 衛 生 設 備

設 計 施 工

.  大阪電気暖房株式会社

本 社 大阪市西区江戸堀 1 - 60 m術 (441 )8231代表

支 1吉 東京・名古屋 大 阪 ・縮問・仙台 ・金沢 ・広砧

営難所 札税・新潟・岡山・ 高松 ・熊本

出張所 盛岡 ・ 秋田 ・ 椴浜 ・ 富山・ｾ回 ・ 稲井 ・ 京都 ・

神戸 ・鹿児砧 }郎新

給 制l 水 ・衛 生

暖 冷 房 ・換 気 設 計 施 工

芸 誌 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 位 話 大 阪372局7151( 代)

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 屯 話 京 都561局4944( 代)

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通六ノ ー 電 話 料l戸 341局 5 8  9  2  

. 給 排 水 衛 生 ・ 冷 暖 房

・ 空 気 調 和 設 備

. そ の イ 也 管 工 事 一 切 の 設 計 ・ 施 工

⑮ ( 旧斎藤久孝事務所)

斎えＮｉＮｾ業株式会社大阪支広
大阪支l苫 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 電 話 0 6 - 443 - 5041 附

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2- 6- 2( 日本ビJ レヂング)

電 話 o  3  - 2  7  0 ー 7 4  1  1 附

営 業 所 札 械 ・ 仙 台 ・ 金 沢 ・ 高 松 ・ 岡 山

出 ｾｮ 所福井・倉敷 ・ 広島 ・ 苫小牧

創 業 媛 ; 令 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 ・ 水 族 館 設 備 施 工

56 

緊 斎 藤 省 三 商 庖

本 J吉 東京都千代悶区丸町内 2 の 4 の 1 丸ピル 6 7 6号

電話 212附 3751

大阪支l吉 大 阪 市 西 区 土 佐 場 通 1 の 1 大同ピル 616号

電話 443附 3361

京都支I苫 京 都 市 南 区 西 九 条 春 日 町 48 電話 681閃 1781

支 l吉 札 税 . ; t ' . 古 屋 ・ 福 岡 ・ 千 葉

営 難 所 宇 都 宮 繊 浜 ー 熊 本

冷 暖 房 X  環 境 衛 生 施 設

給排水、街生本道 五A 荷 役 運 搬 機 械

気 i 互主. 化 学 鉱 山 機 械

厨 房 7 四一ー『司「

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各務 節

支 庖 長 藤 田 初 J蔵

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 冒I UIi 大阪 (202) 代 表3071

本 庖東京・目比谷・ 三f曹ピル

支 底名古屋、縮問、札幌、広島、仙台、北陸

出 張 所 棚浜、 金沢、併問、高怯

空 気 調 和 設 備

民主計施工

衛 生 設 備

φ 三建設備工業株ま奮社

大阪支底 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 6 5 番 地 電話 ( 352) 1131 ( 代 )

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 嬬 殻 町 2 - 2 2 電 話 ( 667) 3431( 大代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 検 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

。棒式会社 発 空 調

-‘ 

-

-・本社・本1苫 大 阪 市 北 区 富 図 面T 16 番 地 電 話 06- 3 63- 1371

支 1古東京節千代悶区神田小川町 2丁目 l 番地 電 訴 03- 292- 7751

名古屋市中村区広小路西通3丁目 9番 地 電 話 052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番22号 電 話 0822- 47- 4535

福岡市中央区大名 2 丁目 4 番22号 電話 0 9 2ー 76- 3795

出 張 所 副 山 ・ 福 井 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 松 江 ・ 沖 縄

一 一 冷 ・ 暖 房 、 衛 生 、 機 器 配 管 、 設 計 施 工 一 一

⑮ 
株会社式 2 J同E. 7j く エ 業

本 社 大 阪 市 大 淀 区 南 浜 町 3 丁目 14番地

干 5 3  1 電 話 大 阪 (372) 2  8  5  1  ( 代表)

東京支1;l j 東京都中央区八丁堀 4 丁目 11番 7 号

干 1 0  4  ( 神谷ビ ル)

電 話 東 京 (551 ) 8 0 4 1 (代表)

出 減 所 JJ 取 ・8草 馬 ・ 宇 都 宮 ・君 津

Jゐ. t . R .  f! i¥ 岡 ・松 山 高 松

. 邑

喜 ｂｾ 新日本空調株式会社
司 a

大 阪 支 府 大 阪 市 北 区 .: ;t: ぬ 浜 iUl l - 2 5 ( 新大ビル)

'; IU l; (06)  344 - 6  0  3  1  (代 )

本社・東京支崎 京京都中央区日本橋本石町4- 2(三井第二別館 )

電話 (  03)  279- 5  6  7  1  (大代)

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 ・ 札 眺 ・ 東 海 村 ・ 北 陸 ・ 大 分

所

空 気 調 和 衛 生 設 備/ 設 計 施 工

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1- 1  4  T  E  L  0 6- 4 4  1  - 5  1  7  1  

支 l吉 東 京 ・大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

営 業 所 札 幌 ・ 千 葉 ・ 横 浜 ・ 静 岡 ・ 高 松 ・ 広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑧ 精 否 膏 冷 機 織 葺 告 柱

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンターピル 2 階) 郵便番号 542

話 大 阪 (06) 761( 代) 1141 - 8 番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ピル 8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京(03) 262 - 3  2  4  1  - 4 番



空 鯛 ・ 衛 生 設 備 の 頁

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

- 空 気 胸 和 設 備 ・給 排 水 衛 生 般 備 ・ 塗 装 置 量 備

・ 蒸 気 噴 射 式 冷 凍機 ・ 公害 防 止 関 連 機 縁/ 量生晋卜製作 ー施 工

、F 茄士

.e::: 

ヌ1大

高 額 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 底

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 11・2重大阪 ( 458) 3531.

出 張 所 = 京 都 ・ 福 岡

( J ' 日社名 建 材 社 )

本社 東京支脂= 服部鮒E西新宿刷新宿住友ピ"12.13F) ⑨(344)1851大代

大 阪 支 f占= 大阪市北区中之島 2 - 22 ⑧ (203)3721 代

名 古 屋 支 l苫= 名古屋市中区錦 2 - 2  - 13 ⑥ (211) 1535 代

出張所 ］ 札帆仙台・ｾ 回金沢 神 戸高松

広 向 松 山・縮 問・沖 縄・ パンコ y ク

平' " 互業株式会社@  

暖・冷房・空気温湿度調整装置

設 計 施

品忌ｾ

- 吾ー

工

套11ｦｩｾ＠高回
衛 生 ・ 空 気 調 和 設 備 ・ 設 計 ・ 施 工

大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番 地 ( 北 阪 急 ビ ル 9 階)

電 話 大 阪 (372) 2  5  1  1  (代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大 阪 支 l苫

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 通 2 の 2T  E  L  ( 441) 附 1994 .  ( 443)  (ftlO331 
社本

空気調和・恒温恒湿・冷凍・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

温 温 度 調 聾 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

@ 不 議 事 工 業3絃舎粧

大 阪 市 南 区 順 鹿 町 2 - 5  0  包括 261- 2436(1的

東京都大田区丙馬込 1 - 2 - 1 包括 773- 1231(ft)

銀 座 浜 松 ・ 京 都 ・ 神 戸 . tr. ¥岡

本 庖

東京支庖

営 業 所

大 阪 市 北 区 富 田 町 3 0  " 1 包括 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代}

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ内 3 - 3- 1(新 東 京 ピ ル )

T也 君舌 ( 211)  8  5  1  1  .  8  5  6  1  (1'1:) 

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

'I1t 昔舌 ( 21)  4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 面T 3  - 6  

骨舌 ( 971 )  3  6  2  1  

仙 台 支 1苫

名 古 屋 支 庖

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 理 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

工 業 株

空 気 調 和 設 備

設計施工

換気・除塵設備

く m哩型畳コ
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A  式田山

本 社

支 庖

出強所

東 洋 空 襲 工 縫 繍 式 会 極 大 阪 安 倍

T  E  L  ( 443)  8  0  7  I  

T  E  L  ( 562)  I  3  5  I  

大 阪 市 西 区 京 町 据 4 丁 目

本 社 東京都中央区京織 2 丁目 9

支 足 首 名 古 屋 ・ 福 岡

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 区 西 九 条 笠 田 町 2 0 番 地 の 1

電話 (681 ) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 ( 691 ) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37( 天満備北結)

電話 (352)  3  5  0  1  - S  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ③7431- 3  

大 添 市 打 出 浜 13 - 15 電話 0775 ⑫ 9 7 3  8  

雄 市 栄 町 2 - 1  1  1  電路③ 3 6  1  0  

設計施工

空 気 調 和 設 備

給 排 水 衛 生 設 備

各種プラント設備

会 社⑥ 

各種送風機・風力輸送装置

空調機器類・公害防止装置

本社及京都支后

設計製作

⑩ 

大 阪 支 I吉

四 日 市 支 I宮

大 津 営 業 所

津 営 換 所

のＺ，ｾシ械 式 盆 社

3舎町震房副夢4"，W: 惨

仙 田 四 郎

関西媛房工業株式会社

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁目 3 T  E  L  ( 672) 1281 ( 大 代 )

営 業 所 東 京 ・ 名 古屋 ・京 都 ・広 島 ・ 福 岡 工 場 和 泉 ・ 名 古 屋

テ レ ッ ク ス 本社 No. 562 - 7688 和 泉 工 場 No. 538- 5898 

代表取締役

|日社 名

圃圃圃園周圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃置伺 ｆ 司ｾｾ ｾｾ＠ I 唱了畠

ー・F電，ー....

⑧同謀議融持
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電 気 設 備 ⑤ 設 計 結 工

陽、電 気 株 式

代表取締役 山 本 博 三

大阪市北区中之島 3 の 3 朝日ビルディング

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 田 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 郡 葛 野 町 2 I 番 地

T E L  代 表 (31 1) 1  1  8  5  

社

A

Q

一
品

朝

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

電 気 設 備 の 頁

6逮
社

.d... 

' :z:t 式株業工栗 原

社

本社営難所

本
英

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 l吉 東京・名古屋・舞鶴・大阪南・神戸・広島 ・九州|

信原菜取締役社長

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 三 奥

代 表 取 締 役 林 敏 夫

社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 掌ビル 7 階)

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3 丁目 2 番 地

電 話 ( 671) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 福 山

京都営蝶所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支社長 姉 川 正 男

社

大阪市東区高問橋五丁目 二八番 地 電 話 大 阪 (202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 地 5 号

支 社 札 帆 ・(111 台 ・丸 / 内 ・名 古 屋 ・ 縮 問

出 張 所 旭 川 ・ 白 河 ・ 横 浜 ・ 静 岡 ・ 日I 山

ーーーー...J

盾

本

支

出 張 所

設計・施工

司'

気 株 式

電 気 工 事電 気 ・ 唖 冷 房 ・ 空 間 工 事 宮 崎 十 施 工

S込 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

電 話 大 阪 (931) 代 表 7 3 4 1 - 5

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

大阪市城東区野江東之町3 丁目 11 電話大阪 (931)7004

奈良県御所市御国通 3 6 0 電話御所 2

枚方市山之上西町 1の 1 電話枚方 (43)8659. (44)9232 

A

Q

一

A
本 電中

本

宝 電 機 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 O (主主 ピル三 階)

電 話 ( 364) 1  4  7  1  ( 代)

東京都港区新橋二 一一 六( ニュー新僑ビノレ七階)

電 話 ( 504) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代)

戸・堺・千 葉 ・宇 都 宮・熊

社

社

庖

本

支

資 材 倉 庫

奈良営喋所

教方営難所

庖支

本神営 業 所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 T 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 ( 472 ) 代 表 1 1 0 1 - 7

東京都品川区西五反田 6丁目 25番 11号 ( 福 島 ピ ル )

電 話 東 京 (491 ) 1746 (492)0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 宙T 2  3 番 地

電 話 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

社

底

本

支

ネ土

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事 ・ 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大代表 ( 312 ) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・ 神 戸 ・ 和 歌 山

松 山 ・ 京 都 ・草 津 ・静 岡 ・ 水 島 ・福 岡

ネ土本

営 業 所

支 庖

営業所 群出 張 所

電 気 工 事 設 計 施 工

副長富士電業株式会社
社

.d... 

':z:t 

電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式藤太 陽 エエ

実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 (541 )0564- 7・7148- 9

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

中回
取締役社長

オ土本

自日
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恩
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島

刊

花

日

刊

福

引

此

引

川

市

川

げ

市

川

刊

L

L

 

阪

E

阪

E

大

T

大

T

四林取締役社長

社本

電力工事本部

営業所

A

Q

一

A

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 ヤ マ ト 電 気 商

本 永 造

電気設備設計施工

高 千 謀 亀 繊 株 式 会 結

切
山

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 ( 364) 代 3 0  5  6  

東 京 都 港 区 新 橋 5 - 3 4 - 6 相 馬 ビ ル 5 階

電 話 東 京 ( 434) 3848 ・(431 ) 8435 

大 阪 商 ・札 幌 ・名古屋・四日市 ・松 山 ・徳 山

取締役社長

社

東 京 支 l苫

本

岩 崎

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 ー I 0  

電 話 大 阪 (06 ) 358 ー I r  7  I 大代表

東 京 ・ 神 戸 ・ 九 州

雄久取 締 役 社 長

キ土本

所張出

営 業 所
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建股省犯定の防火材料

ソリジットスタイン基材同等 o  0  0  3号

エ パ ウ オ ー ル 基 材 開 等 0 0 0 3号

エ パ ー サ ン ド 基 材 同 等 0 0 0 4号

ヱ パ テ ッ ク ス 基 材 同 等 0 0 0 4号

本 社 大阪市東住吉区駒 川町 3 - 54 電話 (06)702ー 7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

Standard Board &Sl ate 

フ タ パ 罵 草 木

⑩ 
ト弓 1 ・ヒr ム宅

ベン手/"-9・・ミ〉たjレ

物 … 込

言 幸 商 曾

特許申請中・完全滑止タイル

⑪ 

本

サ ン エ ス

5 5 5  タイル新発売

( カタログ進呈)

. . 式

会 推 '1) ) 孝窯 s 尚J i

千土

姫路営業所

大阪市西区紙本町 2 丁目 98番地(靭本町パス {亭前)

電 話 大 阪 06 (532) 代 o4  6  1  

姫路市北条口126 番地 (住友生命保険ピル 3 階 i

電話 姫路0972 (82)  0  9  9  9  

窓掛、鍛帳、日 際 、 壁 紙 室 内 装 飾 紙 眠、舗床材一般

東洋 1) ノリュームの東リ ' h- ぺ. Vト 発 売 元

⑥ 亀 井 株 式 舎 枇

大 阪市東区南久宝寺町四丁目 ( 心斎橋筋)

電 信 大 阪 ( 251) 1353 ( 代) - 6 ・9996

営業所 名 古 屋 ・ 福 岡

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 替町 1- 12 日生 ビ ル 2' i  ( 943 )  6571代 表

東 京 ・償 浜 ・盛 岡 ・郡山・水戸 ・浜松・岡崎 ・名古 屋 ・富 山・ 大 津・京都 ・堺・神戸 ・広 島 ・福 岡 他全 国 主 要 都 市

車11

曲目i

ス チ ー ル
サ ツ ユノ • ド ア ー

ZbT K 乏

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シヤ ッ タ ー

• ド ア ー ハ ン ガ ー

25 22 三 高 製 作 所
本 社 ・ 工 場 尼 崎 市 神 崎 五 反 田 2 8 0 番 地

電 話 大 阪 ( 499) 8  1  5  1 代 後
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必
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本 社 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5 電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

第 二 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99 電 話 大 阪 ( 471) 0  4  2  6  

年中見ていただ、ける 皆様の見本室

タイル

常 設 展 示 場

AM. 1O. 00- P.M. 5. 00 

日曜・祝日は休 館

|| 

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2054 
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' 70年 代 を リ ー ド す る

庖 舗 づ く り の パ イ オ ニ ア

| 庖舗各種 11陳列ケース 11冷凍ケース" 電飾看板|

製 造 直 売 ・すべ て工 場 渡 し で奉仕 す る

Cスザ《ーマーヶッの - じ各種専門司

⑮実臨時会事崩 τ lt

干日大阪官官竺iTTo;11翠司;「-4



防 水 剤

コンクリー卜用モルタル・

事 マ ノ ー ル 防 水 剤 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 機 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

申A E 効 果 に よ り 適 量 の 空 気 を 連 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ 主 な 〈 セ メ ン ト ・ プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す .

レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す .ま た 特 有 な 粘 着 伎 に よ っ て 材 料 分 離 、

申 セ メ ン ト と 結合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 て ¥ 水 や 空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

セ メ ン ト の 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 材 等 の 腐 蝕 .・ 腐 朽 を 防 止 しも 作 用 せ ず 、

メセ

土 浦 (21)  5  1  8  9  

福山 (34)  7 1  1  1  

践 岡 (24)  0  2  1  3  

大 阪 (971) 4  7  6  5  

合

8

8

8

茨 城 県 土 浦 市 大 町 1 2  1  3  

楠 島 県 稲 島 市 下 野 寺 字 逮 原

岩 手 県 盛 岡 市 南 大 通 3 - 12- 50 

大 阪 市 東 成 区 東 中本 2 - 17- 26 

関 東 営 業 所

東 北 営 業 所

盛 岡 営 業 所

大 阪 営 業 所

ご一報次第

カタ ログ進呈します

ヤ

マ

ト議

決

吹 付 … に }

ＺＧｾＧ＠ :  ｾ＠ .  - I 主 材

塗 付 … に }

| 石綿

完 全 耐 火 j

ｾ＠ . " "  

〆 F / Fインテリヤ・・・カラーストーン・・・研出し仕上ノ

( 旭化成ミューJ レコート・セッ卜品)

ｳ， ｚＰ ・ｾト Ｍｺ｢
ワ ン タ ッ チ ・ ・ ・ 洗 出 し 仕 上 ・ . .  

.. 
いつも美しい

( 旭化成ミューj レコート・セット品)

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株) 九州l新 興 建 材 工 業

て 構 造 物 の 耐久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・ 防 湿 効 力 は恒 久 的 で す。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

Z Z : : ' -I - ( セメント起泡剤) . S p: : ，・& 漂泊杭エ)

ト i昆 和 剤 ・ 肋 材 綜 合 メ ー カ -

223由民旨41 : 工事主
東 京 都 品 川 区 大 井 1 ー 15 - 1  f i  東 京 (774) 4111代 表

発

売

元

- 全 固 有 名 建 材 庖 へ 御 問 合 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所
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ク、ソ
ロ自 然 石 状 積 ブ

セ メ ン ト 分 散 剤

コ ン ク リ ー ト 減 水 剤許特

a

 

-

J

 

M

4

6

S

R

 

ヨ

ンフトク

型 枠 剥 離 剤

セハール

型 )

型 )

型 )

準

5畠

延

(標

(早

(遅

クツ三段ブ口! 6d ニ. : 1

建 設 材 料 全 般

社 神 戸 市 主 主 合 区 熊 内 町 2 丁目 8 8 番 地

1屯話 o7  8 代 表 ( 2 3 1 ) 1 4 2 1 ・6 9  5  6  

東 京 営業所 東京仰千代田区内科I図 1 ー 12- 12 美 土 代 ピ ル

ｮｩ ｾ 丹 ＰＳ Ｈ ＲＹＴ Ｉ Ｖ Ｑ ＶＷ ・ Ｖ 1  7  7  

稲 山 市 昭 l町 3 7 8 - 2  

ｾ ｴｉ 品可 ＰＸＴＹ Ｈ ＵＳ Ｉ 2 0 2 7  

本

ト 二 次 製 品

⑮持戸五五ヰ株式祭主t

其 の 他 コ ソ ク リ ー

福山出 張所

ヨニ

オリエンタルメタル ( O. P. M)

オリエンタルスーパーメタル ( S . P. M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P . M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S . P. M)

施責 任由自色 彩長 尺 物

種

C I  

回 目

タ 然 え な い

オフ才L るご、、

傍 ら な い
W ジ ャ ン ポ 波

平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

ボ ッ ク ス t皮V i皮S 大 波S ノj 、J皮波 板 規格

途用

オリ工Uヲルメヲル製造株式会祖

大 阪 ( 412 ) 5131代 表

蕨 ( 42 ) 3115- 8  

大 阪 ( 488) 1081代 表

八 幡 ( 69 ) 2831 - 4  

名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4  

話

話

話

話

話

電

電

包

電

電

兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ピ ル

埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  

福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末.

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町1の 24第 2 中 経 ピ ノレ

本 社

東 京 支 社 及 工 渇

大 阪 支 社 及 ヱ 場

九 州 支 J吉 及 エ 渇

名 古 屋 支1吉 及 工 場

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。
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アスフアルト防水は世界の主流

アスフガレト防水の

新しし、方向をめざして

東西アスの防水仕様が

変わりました。

めまぐるしく進歩し、発展する建築技術一一「D

田島はつねに、それらの動きを鋭くみつめ、

とらえてきました 。アスフアルトによる本格

冷工法、ガム口ン防水や省力化工法を確立し

た強力アス口ンなどに、田島の姿勢が示され

ています。 このたび完成した防水仕様書は、

その集大成。防水革命とよぶにふさわしい快

挙として、はやくも話題をあつめています 0

・仕様書をお送りします 。雑誌名をご記入の上、お申し込みください 。

マ田島ルーフインク株式会社

⑫東西アスフアルト事業協同組合

〒101 東京都千代田区岩本町3- 1卜 13 電話(03)862- 8531

大阪 ・名古屋・札幌 ・仙台・広島 ・福岡

干101 東京都千代田区岩本町3- 1卜 13 電話 (03) 862- 8531

干550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 | の 7 4 電話 ( 06)44 ト5951

大阪・名古屋 ・札幌 ・仙台 ・広島 ・福岡
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第

日
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4

号

:_ ＾ Ｑ ＱＮビサロンは、材料だけのｬｉｊｾ必はいたしません
全〈新しい床タイルです

l' HU包 Lの .'['1* る協利 lL1が入念な f1:  1:げをします従* のビニールタ イルとは製法リJt ヒサロンは、

定

価

四

百

円

〈

送

料

き

これからはピサロンの時代ですJ/.Aビの他に M近開発さIJji 料 配 介 が 全 く 速 い ま す

インテリアテ♂ザ インに世ボされる 11占i性的な! 木造り

京京浜松 111J の 組 刈 肘 Ilt W t'( 幼

センタービルの Ｔ ド以 Ｑ ＭＭ の作 ｉｾ 守通路、エレベーター

ホールにも、使 111 されておりますο ミリ，l . ピサロン と

はその模様 が フ ラ ン ス の Il lIj 家ピサロのタ ッチに似

別 代の/ 、ターン l i 、ミ} tt ピサロンの析しい色訓、

に は 欠 か せ ま せ ん。

れ た 新 し い 共 'Tt - 0 - 体の特殊樹" 日を川いた Il lI j則的な

新 製 J川11山1

{付仕i上: 1-- り安定，γ刊竹ド門件|主:がよく、

とは 対 照 的 な l'iii u: した別代脱線 J ピサロンの持つ

エラスチックで、尚級なれ感、すぐれた fl ふれ二!45は、

カレンダー J j 式 の 流 れ 脱線

ｉＭＫＺ タイルの新しい ｉｬｴｗ を ｉＩｾｉ きました

協同組合員カ、責任をもって施工いたします

褒

紙

・

き

り

え

(

日

銀

大

阪

支

庖

}

加

庫

ー豊

田月

名付けられたもの です

333 ，3  

22 色

2附ゐ !γ ，'，，'， 2，1001' J /  m (300m
2

1，)， 1-， 

4、idi 1;1 '，I;IJ • ｾｬ＠ '  1:1 ，'rl:40"'o ，:'，'; 

山] i :'j! ， 1・u、: t 1501
I
Ji:' ，' j

06)  23 9648 ， 9649 ・9640 板 替 ロ 慶 大 阪39975書

m 9  l'{ >(  2  "' /m 333 ，3  合 t.>i. 似

合 色聖t

*11111+: 守

区 北 兵3 37 電話え

ていることから、

三宅ｾＮＮＨ， ι

ｴＺｾ自主
創造元 ｃｾ EB. t J 応用化工株式会社

東 京 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 1 1

電 ｉｾ ( 866)  6  1  0  1  

南 西 区 京 町 堀 i の 7 4  

電 ｉｾ (  441)  5  9  5  1  

λ 収〒S41

大 阪 大

合主・社団，まへ

東 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

西 臼 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

〈専用品〉

とゑ土£ hの- ニ入会のお申込みよ U 注


